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ご挨拶

2018 年度の本館の活動をまとめた、帝京大学総合博物館「館報」第 3 号をお届けでき

ることになりました。

総合博物館全体の活動については、本「館報」がその報告と記録になっておりますの

で繰り返しは避けますが、2018 年 9 月で開館 3 年を迎え、この間小企画展示を含め 30

を越える企画が実施されました。入場者数累計も 2019 年には 10 万人を超え、10 万人

目の入場者に記念品贈呈を行えたことは、博物館活動の盛況を示していると思います。

さて、2018 年度は 2 つの企画展を行いました。まず、帝京大学医真菌研究センター

創設 35 周年記念「カビ展」－医真菌学研究への誘い－ では、医真菌研究センターの

歴史・研究、カビ（真菌）の世界についてイラストを用いて馴染みやすく紹介し、展示

と関連して講演会やワークショップ等も多数開催いたしました。そしてメインになった 

平山郁夫シルクロード美術館連携企画「平山郁夫と旅するシルクロード－スケッチブッ

クのなかの対話－」は、帝京大学前理事長・学長 冲永荘一氏と親交のあった平山郁夫氏

のコレクションを中心に、平山氏がシルクロード遺跡の現地に立って描いたスケッチブッ

クをあわせて展示し、現在進行中の帝京大学創立 50 周年事業、「帝京大学シルクロード

学術調査」とも連携する企画であり、学外マスコミの報道を含め、帝京大学総合博物館

の存在を世に広く知らしめる事業になりました。展覧会のほかに、ミュージアムセミナー

「大学でまなぶ日本の歴史」「帝京映画教室 16 ミリフイルムでみる名作アニメーションの

世界」でも、毎回多くの方々のご参加を頂き、盛況を迎えることができましたのは、館

職員の努力と工夫に加え、全学の教員職員のお力添えによるものと感謝申し上げます。

また地域の住民に帝京大学総合博物館の存在が認知されてきた表れとも申せましょう。

本年度（2020 年度）は、年度初めより新型コロナウィルスに対処するため全国の大学

が休校となり、総合博物館も 2 カ月の休館を余儀なくされましたが、関係者のご尽力の

おかげで秋期のメインになる企画展、帝京大学理工学部創設 30 周年記念「理工学部のラ

ボのなか！－コトワリとワザの探究－」を開催することができました。

今回のような緊急対応を含め課題は山積ですが、着実な活動を心掛け、学内、そして

社会に必要とされる博物館を目指し、より一層の充実を目指したいと考えています。

                                                                                帝京大学総合博物館館長　今村 啓爾  
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Ⅰ 事業報告　１展覧会事業

１ 展覧会事業

(1) 企画展

　　帝京大学総合博物館企画展
帝京大学医真菌研究センター創設 35 周年記念

「カビ展」―医真菌学研究への誘い―
　① 実施概要

主　　催　　帝京大学総合博物館

監　　修　　帝京大学医真菌研究センター

会　　期　　2018 年 6 月 18 日 ( 月 ) ～ 10 月 5 日 ( 金 )

※休館日：日曜日、6 月 29 日 ( 金 )、8 月 11 日 ( 土 ) ～ 15 日 ( 水 )、18 日 ( 土 )、25 日 ( 土 )

9 月 1 日 ( 土 )、8 日 ( 土 )、24 日 ( 月 )

※臨時開館日：6 月 24 日 ( 日 )、7 月 22 日 ( 日 )、8 月 5 日 ( 日 )、8 月 19 日 ( 日 )、9 月 16 日 ( 日 )

開館日数　　90 日間

会　　場　　帝京大学総合博物館企画展示室

入場者数　　10,987 名

協力者・機関　

イ　監修者　

槇村 浩一 ( 帝京大学大学院医学研究科医真菌学教授 )

山口 英世 ( 帝京大学医真菌研究センター初代所長・名誉教授 )

関水 和久 ( 帝京大学医真菌研究センター教授・所長 )

安部 茂 　( 帝京大学医真菌研究センター教授 )

山田 剛 　( 帝京大学医真菌研究センター准教授 )

浜本 洋 　( 帝京大学医真菌研究センター准教授 )

  松本 靖彦 ( 帝京大学医真菌研究センター講師 )

  西山 彌生 ( 帝京大学医真菌研究センター客員教授 )

ロ　資料提供　

㈱アイカム、アメリカ航空宇宙局、伊東市立木下杢太郎記念館、宇宙航空研究機構、㈱カネカ、菌糸工房

多摩動物公園、帝京大学医学部附属病院、東北協同乳業㈱、農業・食品産業技術総合研究機構、味覚糖㈱

㈱実正、㈱ロビアン

ハ　その他　

帝京大学板橋キャンパス事務部、帝京大学秘書室、帝京大学本部広報課、帝京大学本部総務課

帝京大学本部入試室、帝京大学薬学部

② 概要
　真菌とは、カビ、酵母、キノコを含む微生物をまとめた呼び名である。菌種の数は、知られているだけで

も約 72,000 にものぼり、未知の菌種を合わせるとその総数は 150 万にもおよぶと考えられている。真菌の

大部分は、自然環境内のあらゆる場所に生息し、有機物のみならず無機物も栄養源として繁殖する。その結果、

自然界において有機生物分解者として、地球環境の維持と保全に寄与している。また、人類は古くから真菌

の発酵能力を利用し、パンやチーズなどの食品を作り出したり、ペニシリンなどの医薬品開発にも活用して

いる。

しかし、真菌による人類への有害な影響も多くある。「みずむし」「気管支喘息」「アレルギー性鼻炎」は、

真菌が引き起こす病気の典型である。これらの病気を引き起こす真菌は「医真菌」と呼ばれ、約 600 種が

確認されている。しかしながら、医真菌・真菌症についての研究は他の細菌やウイルスと比べると十分に

確立しているとは言えない。これらの状況を打破すべく活動する機関が、帝京大学医真菌研究センターであ

る。平成 30 年で創設 35 周年を迎えたセンターは真菌を専門に研究する機関として国内トップクラスの実績

を持つ。医真菌株の収集、真菌症の新薬の開発や診断法の確立、真菌の生態や分類に関する基礎研究などを
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行ってきた。近年では、アロマやヨーグルトの開発に着手するなど活発な活動を行っている。本展覧会では、

真菌の生態を展示すると共に、医真菌研究センター 35 年間の活動と最先端の研究活動を紹介し社会に広く

還元することを目的とした。

③ 展示構成
第 1 部　カビ ( 真菌 ) の世界

    不思議なカビの生態を紹介した。

第 1 章　カビの生物学

カビはどんな生物なのか。意外と知らないカビの「衣・食・住」を紹介した。

第 2 章　カビの研究とその利用

人類はカビを研究して、カビを利用してきた。ここではその研究の歴史と、その利用法について

紹介した。

第 3 章　病気をおこすカビたち

カビが原因の病気は「真菌症」と呼ばれている。ここでは、真菌症の症状とその原因となるカビ

( 病原真菌 ) を紹介した。

第 2 部　カビが原因の病気の克服を目指す研究所

カビが原因の病気の克服を目指して活動してきた帝京大学医真菌研究センターのあゆみと最新研究

を紹介した。

第 1 章　帝京大学医真菌研究センターの歴史

　　　　帝京大学医真菌研究センターは、1983 年に創設された。そのあゆみを紹介した。

第 2 章　医真菌学研究ラボ

　 帝京大学医真菌研究センターでは、基礎研究を中心に様々な応用研究も展開してきた。ここでは、  

その成果を厳選して紹介した。

④ 関連事業
イ　ミニ講演会「カビ研究の原点」

日　時　2018 年 7 月 14 日 ( 土 )　10:30 ～ 11:45

会　場　帝京大学総合博物館セミナー室

演　題　「カビ ( 真菌 ) の世界－太田正雄 ( 木下杢太郎 ) に始まる日本の真菌研究－」

講　師　山口 英世　( 帝京大学医真菌研究センター初代所長・名誉教授 )

参加者　41 名

ロ　ワークショップ「カビを観察する！」

日　時　2018 年 7 月 21 日 ( 土 )　10:30 ～ 11:45

会　場　帝京大学総合博物館セミナー室・帝京大学医真菌研究センター

テーマ　「電子顕微鏡でミクロの世界を観察しよう」

講　師　西山 彌生　( 帝京大学医真菌研究センター客員教授 )

参加者　12 名

ハ　最新研究講座「カビと闘う研究者たち！」

　・第 1 回「健康の質を高める抗菌アロマテラピー」　

日　時　2018 年 8 月 4 日 ( 土 )　10:30 ～ 11:45

会　場　帝京大学総合博物館展示室

講　師　安部 茂　( 帝京大学医真菌研究センター教授 )

参加者　47 名

・第２回「病原真菌と真菌症－カビが原因の病気にせまる－」　

日　時　2018 年 9 月 15 日 ( 土 )　10:30 ～ 11:45

会　場　帝京大学総合博物館展示室

講　師　槇村 浩一　( 帝京大学大学院医学研究科医真菌学教授 )

参加者　33 名
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・第３回「遺伝子工学と水虫」

日　時　2018 年 9 月 22 日 ( 土 )　10:30 ～ 11:45

会　場　帝京大学総合博物館展示室

講　師　山田 剛　( 帝京大学医真菌研究センター准教授 )

参加者　29 名

・第４回「カイコを利用して新しい薬や食品をつくる」

日　時　2018 年 9 月 29 日 ( 土 )　10:30 ～ 11:45

会　場　帝京大学総合博物館展示室

講　師　関水　和久　( 帝京大学医真菌研究センター教授・所長 )

参加者　29 名

ニ　科学工作教室「顕微鏡を作っちゃおう！」

日　時　2018 年 7 月 28 日 ( 土 )　10:30 ～ 11:45

　　　　　※台風接近のため 8 月 4 日に延期したが、7 月 28 日の来館者にも対応した。

　　　　2018 年 8 月 4 日 ( 土 )　 13:00 ～ 16:00

会　場　帝京大学総合博物館セミナー室

テーマ　「ペットボトルで顕微鏡をつくろう」

参加者　延べ 76 名　(7 月 28 日 44 名、8 月 4 日 32 名 )

⑤ 展示資料数     総出展件数 312 点　

⑥ 印刷物            展覧会ポスター　　　A2　　　　　　　　　　　　 　  100 部

　　                  展覧会チラシ　　　　A4 ( 両面カラー )　　　　　　  7,000 部

　　                  関連イベントチラシ　A4 ( 表カラー、裏モノクロ )　  1,000 部

          展覧会図録　　　　   A4 (44 頁 )  　　　　　　　      1,000 部

⑦ 広報活動        イ　帝京大学総合博物館 HP

 展覧会ページの作成

              ロ　Web サイトへの掲載

共同通信 PR Wire

インターネットミュージアム

                        ハ　チラシ等の送付

近隣自治体

   近隣自治体公共施設

  関連学会および大学研究室

展覧会開催チラシ

イベント開催チラシポスター
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カビ展エントランス カビの生態学

カビの研究とその利用 カビの利用

病気を起こすカビたち 病気を起こすカビたち

アスペルギルス・フラブス模型 太田正雄と真菌研究上映
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水虫のトリビア スライドカルチャー展示

帝京大学医真菌研究センターの活動 帝京大学医真菌研究センターの活動

医真菌研究ラボ 医真菌研究ラボ

医真菌研究ラボ ビールの発酵展示
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顔出しパネル

「電子顕微鏡でミクロの世界を観察しよう」

西山彌生氏（帝京大学医真菌研究センター客員教授）

「健康の質を高める抗菌アロマテラピー」

安部茂氏（帝京大学医真菌研究センター教授 )

ペットボトルで顕微鏡をつくろう

「病原真菌と真菌症 - カビが原因の病気にせまる -」

槇村浩一氏（帝京大学大学院医学研究科医真菌学教授）

「遺伝子工学と水虫」

山田剛氏（帝京大学医真菌研究センター准教授）

「カイコを利用して新しい薬や食品をつくる」

関水和久氏（帝京大学医真菌研究センター教授・所長）

「カビ ( 真菌 ) の世界 - 太田正雄 ( 木下杢太郎 ) に

始まる日本の真菌研究 -」山口英世氏

（帝京大学医真菌研究センター初代所長・名誉教授）
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帝京大学総合博物館企画展　

平山郁夫シルクロード美術館連携企画

「平山郁夫と旅するシルクロード－スケッチブックのなかの対話－」

① 展覧会詳細
主　　催　　帝京大学総合博物館・平山郁夫シルクロード美術館

会　　期　　2018 年 10 月 13 日（土）～ 2018 年 12 月 15 日（土）

※休館日：日曜日、祝日、11 月 17 日（土）、12 月 8 日（土）

※臨時開館日：10 月 21 日 ( 日 )

開館日数　　52 日間

会　　場　　帝京大学総合博物館企画展示室

入場者数　　7,327 名

企画構成　　平山 東子　　  （公益財団法人平山郁夫シルクロード美術館副館長）

　　　　　　前田 たつひこ（公益財団法人平山郁夫シルクロード美術館企画室長）

　　　　　　山内 和也　　  （帝京大学文化財研究所教授）

　　　　　　甲田 篤郎　　  （帝京大学総合博物館学芸員）

② 概要
平山郁夫シルクロード美術館（山梨県北杜市）が所蔵する氏のスケッチとコレクションを通し、シルクロー

ドの雰囲気を味わうとともに、帝京大学シルクロード学術調査団がキルギス共和国にて発掘調査を進めてい

る、東西の結節点として栄えた交易都市のひとつ、アク・ベシム遺跡についても紹介した展覧会である。

日本画家・平山郁夫（1930-2009）は世界各地を旅し、多くのスケッチを残した。旅先の限られた時間のなか、

5 分、10 分、30 分と、その許される時間のなかでモチーフを選択し、最小限度に必要な線からはじめて対

象を的確に捉えていくスケッチは素描や本画の基礎であり、それ自体が一つの作品である。メイン展示では、

中国・中央アジア・西アジア・地中海世界の 4 地域別にスケッチブックとシルクロードコレクションを展示し、

平山画伯がスケッチをしている脇に立って遺跡を見るような、現地の風を感じられるような企画を試みた。

本展示はシルクロード調査の学術面に重点を置くものではなく（学術的報告展は後日別に企画）、シルクロー

ドのイメージと雰囲気を学生・教職員・大学周辺市民にゆったりと楽しんでいただくことを主眼に、自分が

遺跡に立ち、平山郁夫がすぐ脇でスケッチを描いているような身近な存在を感じてもらうことを目的とした。

③ 展示構成

第 1 章　旅とスケッチ

記録帳や旅の写真から、620 冊を越えるスケッチブックを残した平山郁夫画伯と美知子夫人の 40 年以上

にわたる世界各地への旅を紹介した。

 第 2 章　中国－敦煌への道－

楼蘭・敦煌を描いたスケッチと、シルクロードを旅した駱駝や胡人をかたどった俑、キジル石窟壁画など

を展示した。

 第 3 章　中央アジア－仏教の道－

中央アジア各地で描いたスケッチ・本画と、シルクロードを通した東西の文化交流のなかで生まれたガン

ダーラ仏、ソクド錦製の絹製靴下などを展示した。

 第 4 章　西アジア－アレクサンドロス大王の遠征路をたどる－

イスファハン・パルミラを描いたスケッチと、シルクロードにおける重要な交易品であった円形切子碗や

リュトンなどのガラス容器を展示した。

 第 5 章　地中海世界－悠久のギリシア文明への旅－

ギリシア各地を描いたスケッチ・本画と、黒像式・赤像式のギリシア陶器やキプロスで出土した男子像頭

部などを展示した。
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Ⅰ事業報告　1 展覧会事業

 第 6 章　帝京大学シルクロード学術調査団の紹介

青・緑・赤・白などの河原石を帯状に敷き詰めた「花の石敷き」など、2018 年度の調査成果を中心に、

同調査団およびアク・ベシム遺跡を紹介した。

④ 展示資料数       

　　総出展件数　112 点

⑤ 関連事業

イ　シルクロードを旅する企画展講座

　   ・第 1 回「いま蘇るシルクロード」

日　時　2018 年 10 月 20 日 ( 土 )　10:30 ～ 12:00

会　場　S011 教室　( 帝京大学八王子キャンパス ソラティオスクエア地下 1 階 )

講　師　山内 和也　( 帝京大学文化財研究所 教授 )

参加者　55 名

・第２回  「シルクロードの夢を旅した父と母」

                 ミニコンサート「アフガニスタンの伝統音楽」

日　時　2018 年 10 月 27 日 ( 土 )　10:30 ～ 12:00

会　場　小ホール（帝京大学八王子キャンパス ソラティオスクエア地下 2 階）

講　師　平山 廉 　( 平山郁夫シルクロード美術館理事長 )

演　奏　ちゃるぱーさ　( 佐藤 圭一・やぎちさと )

参加者　51 名

・第３回「シルクロード：平山郁夫の夢を共に歩く」

日　時　2018 年 11 月 24 日 ( 土 )　10:30 ～ 12:00

会　場　S011 教室　( 帝京大学八王子キャンパス ソラティオスクエア地下 1 階 )

講　師　前田 耕作 ( 和光大学名誉教授・帝京大学客員教授・東京藝術大学客員教授 )

参加者　52 名

ロ　学芸員の企画展見どころ解説

日　時　10 月 20 日 ( 土 ) 14:00 ～、10 月 21 日 ( 日 ) 11:00 ～、10 月 21 日 ( 日 ) 14:00 ～

11 月 10 日 ( 土 ) 11:00 ～、  12 月 1 日 ( 土 ) 11:00 ～、    12 月 15 日 ( 土 ) 11:00 ～

  ※各回とも約 60 分間実施

  会　場　帝京大学総合博物館企画展示室

  講　師　甲田 篤郎  ( 帝京大学総合博物館 学芸員）

  参加者　延べ 114 名（10 月 20 日 ( 土 ) 28 名、21 日 ( 日 )11:00~ 13 名、14:00~ 17 名

    11 月 10 日 ( 土 ) 12 名、12 月 1 日 ( 土 ) 8 名、15 日 ( 土 ) 36 名）

⑥ 印刷物
　　展覧会ポスター　　　B2　　　　　　　　　　　　     100 部

　　展覧会チラシ　　　　A4 ( 両面カラー )　　　　　    8,000 部

　　リーフレット　　　　A4 (4 頁、 カラー )　　　　       2,500 部

⑦ 広報活動

イ　帝京大学総合博物館 HP

展覧会ページの作成

ロ　Web サイト・アプリへの掲載

共同通信 PR Wire、チラシミュージアム、インターネットミュージアム

ハ　チラシ等の送付

八王子市記者クラブ、近隣自治体、近隣自治体公共施設、関連学会および大学研究室
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ポスター

展覧会開催チラシ

エントランス 第 1 章 旅とスケッチ

第 2 章 中国 - 敦煌への道 - ① 第 2 章 中国 - 敦煌への道 - ②
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Ⅰ事業報告　1 展覧会事業

第 3 章 中央アジア - 仏教への道 - ①

第 3 章 中央アジア - 仏教への道 - ②

第 3 章 中央アジア - 仏教への道 - ④

第 3 章 中央アジア - 仏教への道 - ③

第 4 章 西アジア - アレクサンドロス大王の遠路をたどる - ①

第 4 章 西アジア - アレクサンドロス大王の遠路をたどる - ② 第 5 章 地中海世界 - 悠久のギリシア文明 - ①

第 2 章 中国 - 敦煌への道 - ③
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第 6 章 帝京大学シルクロード調査団の紹介

帝京大学メディアライブラリーセンター連携企画

 黒板本棚

講座「シルクロード：平山郁夫の夢を共に歩く」

前田耕作氏（和光大学名誉教授・帝京大学客員教授・

東京藝術大学客員教授）

講座「いま蘇るシルクロード」

山内和也氏（帝京大学文化財研究所教授）

講座「シルクロードの夢を旅した父と母」

平山廉氏（平山郁夫シルクロード美術館理事長）

ミニコンサート「アフガニスタンの伝統音楽」

ちゃるぱーさ（佐藤圭一・やぎちさと） 学芸員の企画展見どころ解説

第 5 章 地中海世界 - 悠久のギリシア文明 - ②
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Ⅰ事業報告　1展覧会事業　≪展示資料リスト：シルクロード展≫
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Ⅰ事業報告　1展覧会事業　≪展示資料リスト：シルクロード展≫
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(2) その他展覧会

 　① 帝京大学収蔵資料展 アカデミックトレジャーズ

　 ‐ 帝京大学の貴重資料と先端研究 ‐
　会　　期　2018 年 1 月 27 日 ( 土 ) ～ 5 月 26 日 ( 土 )

　主　　催　帝京大学総合博物館

　概　　要   帝京大学が所蔵する貴重な学術資料や

                 　研究成果を厳選して紹介。

　入場者数　5,584 名　( うち 2018 年度 3,638 名 )

　 ② 新峰展

　会　　期　2018 年 5 月 22 日 ( 火 ) ～ 5 月 31 日 ( 木 )

　主　　催　帝京大学美術部

　概　　要　帝京大学美術部が毎年春に実施している

　　　　　　作品展。新入部員の作品を含め展示。

　入場者数　947 名

　③ 第 48 回世界児童画展

　会　　期　2018 年 6 月 4 日 ( 月 ) ～ 6 月 10 日 ( 日 )

　主　　催　公益財団法人美育文化協会

　概　　要　1970 年から実施されている児童画展。

　　　　　　本館では多摩地区・山梨県内の入賞作品

　　　　　　を展示。

　入場者数　1,040 名

 　④ 帝京大学写真部 新人展

　会　　期　2018 年 6 月 19 日 ( 火 ) ～ 6 月 28 日 ( 木 )

　主　　催　帝京大学写真部

　概　　要　帝京大学写真部が毎年実施している展示会。

　新入部員の作品を展示。

　入場者数　1,881 名

アカデミックトレジャーズ

新峰展

第 48 回世界児童画展 帝京大学写真部 新人展
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Ⅰ 事業報告　1 展覧会事業

    ⑤ 帝京大学総合博物館 ミニ企画展　

「 Teikyo Art Annual ‐ ひとのかたち ‐ 」

　会　　期　2019 年 1 月 28 日 ( 月 ) ～ 5 月 9 日 ( 木 )

　主　　催　帝京大学総合博物館

　概　　要　帝京大学が所蔵する東京藝術大学卒業

　　　　　　制作作品を中心に、現代の若手作家を

　　　　　　紹介。

  入場者数　5,688 名 ( うち 2018 年度 2,832 名 ) 

　
   ⑥ 帝京大学総合博物館 ミニ企画展　

　「狩野派から近代日本画へ」

　会　　期　2019 年 1 月 28 日 ( 月 ) ～ 5 月 20 日 ( 月 )

　主　　催　帝京大学総合博物館

　概　　要　帝京大学が所蔵する狩野探幽や横山大観を

　　　　　　中心に近世から明治時代の日本画の歴史

　　　　　　を紹介。

　入場者数　6,643 名 ( うち 2018 年度 2,832 名）

ミニ企画展 「狩野派から近代日本画へ」　チラシ

ミニ企画展 「狩野派から近代日本画へ」

ミニ企画展 「Teikyo Art Annual- ひとのかたち -」　チラシ

ミニ企画展 「Teikyo Art Annual- ひとのかたち -」
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ミニ企画展 「本草学と薬用植物」

シルクロードを掘る
‐ 世界遺産アク・ベシム遺跡の調査 ‐

 　⑦ 帝京大学総合博物館 ミニ企画展

　「本草学と薬用植物」

　会　　期　2019 年 1 月 28 日 ( 月 ) ～ 9 月 28 日 ( 土 )

　主　　催　帝京大学総合博物館

　協　　力　帝京大学薬学部

　　　　　    帝京大学メディアライブラリーセンター

　概　　要　帝京大学メディアライブラリーセンター

　　　　　　が所蔵する西洋の植物図鑑や江戸時代の

　　　　　　本草学の和本とともに薬学部が所蔵する

　　　　　　生薬標本を紹介。

　入場者数　20,291 名（うち 2018 年度 2,832 名）

(3) 常設展

 　① 帝京大学のあゆみ　

  　イ 帝京 History
　　概　　要　帝京大学の歴史を、原点の帝京商業学校  

                      (1931 年創立 ) まで遡り紹介。

　　設置期間　通年で展示中

  　ロ 帝京ＮＯＷ

   　a　強化指定クラブ
　　概　　要　帝京大学強化指定クラブの紹介

　　設置期間　通年で展示中

   　b シルクロードを掘る　
      ‐ 世界遺産アク・ベシム遺跡の調査 2017

会　　期　2017年7月３日 （月）～2018 年12月15日( 土 )
概　　要　2017 年に帝京大学シルクロード学術調査団

が実施したキルギス共和国アク・ベシム遺跡
の調査の成果報告。

        c シルクロードを掘る　
      ‐ 世界遺産アク・ベシム遺跡の調査 2018

会　　期　2019 年 1 月 4 日 ( 金 ) ～ 6 月14 日 ( 金 )
概　　要　2018 年に帝京大学シルクロード学術調査団

が実施したキルギス共和国アク・ベシム遺跡の
調査の成果報告。

ミニ企画展 「本草学と薬用植物 チラシ」
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Ⅰ事業報告　２教育・公開事業

帝京映画教室 16 ミリフィルムでみる名作アニメーションの世界 　チラシ

２ 教育・公開事業

(1) 教育活動

 ① 帝京映画教室 
16 ミリフィルムでみる名作アニメーションの世界　

主　催　帝京大学総合博物館

協　力　帝京大学文学部日本文化学科

フィルム貸出協力   東京都立多摩図書館

会　 場　ACTrium　( ソラティオスクエア 5 階 )

   第 1 回「魔女の宅急便」
実施日　2018 年 7 月18 日 ( 水 )

講　師　萩原 由加里

　　　　( 帝京大学文学部日本文化学科講師 ) 

来場者数  57 名

   第 2 回「白蛇伝」
　実施日　2018 年 9 月19 日 ( 水 )

講　師　康村 諒 

　　　　( 帝京大学文学部日本文化学科准教授 ) 

来場者数  25 名

   第 3 回「雪の女王」
　実施日　2018 年 10 月 3 日 ( 水 )

講　師　萩原 由加里

　　　　( 帝京大学文学部日本文化学科講師 )

来場者数  27 名

   第 4 回「母をたずねて三千里」
実施日　2018 年 11 月 7 日 ( 水 ) 

講　師　康村 諒

　　　　( 帝京大学文学部日本文化学科准教授 )

来場者数  35 名

16 ミリフィルムでみる名作アニメーションの世界

どこでも図書館

16 ミリフィルムでみる名作アニメーションの世界
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ミュージアムセミナー

大学でまなぶ日本の歴史

ミュージアムセミナー 大学でまなぶ日本の歴史

チラシ

 
　② ミュージアムセミナー

　「大学でまなぶ日本の歴史」中世・近世編

　主　催　帝京大学総合博物館

　協　力　帝京大学文学部史学科

( 株 ) 吉川弘文館

　会　場　S011 教室（ソラティオスクエア地下 1 階）

   　第 1 回「戦国の争乱と天下統一」

　実施日　2019 年 2 月 9 日 ( 土 )

　講　師　深谷 幸治　( 帝京大学文学部史学科教授）

　参加者数  149 名

  　 第 2 回「江戸幕府の政治と改革」

　実施日　2019 年 2 月16 日 ( 土 )

　講　師　山本 英貴　( 帝京大学文学部史学科准教授）

　参加者数  197 名

   　第 3 回「幕末から明治維新へ」

    　実施日　2019 年 3 月 2 日 ( 土 )

　講　師　山下 須美礼　( 帝京大学文学部史学科准教授）

　参加者数  217 名
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Ⅰ事業報告　２教育・公開事業 / ３資料管理・収集・調査事業

(2) 授業連携

 　① 博物館実習の受入れ
　　　　参加者数　　 4 名　( 帝京大学文学部史学科 3 名、聖徳大学通信教育部文学部文学科 1 名 )

　　　　実習の目的　 展示計画立案から展示の設営までを実践を通じて修得する。

 　②授業での博物館利用
　　　　ライフデザイン演習を中心に展示や大学博物館の社会的役割について解説をおこなった。

 　③ 外部団体の対応
　　　　他大学・他博物館・学会等の視察の受入れをおこなった。

(3) 情報公開

 　① 印刷物
　　　　博物館利用案内リーフレット改訂版作成　3,000 部

　　　　博物館館報の作成　700 部（Ａ 4 無線綴じ 96 ページ）

 　② 広報活動
　　　　ホームページ、近隣公共施設、プレスリリース等で情報発信を実施した。

2018 年度　帝京大学総合博物館　博物館実習　日程

実施日 午前の部 午後の部
 7 月 30 日 ( 月 )  9：30 ～ 9：50

 ・開校式
 10：00 ～ 12：00
 ・帝京大学総合博物館の概要

 13：00 ～ 14：20
 ・施設見学
 14：45 ～ 16：30
 ・展示解説実習①

 7 月 31 日 ( 火 )  9：30 ～ 12：00
 展示解説実習②
 ・発表

 13：00 ～ 16：30
 展示計画制作実習

 8 月 1 日 ( 水 )  9：30 ～ 12：00
 教育プログラムの立案①
 ・ワークシート作成 -1

 13：00 ～ 16：30
 教育プログラムの立案②
 ・ワークシート作成 -2

 10 月 10 日 ( 水 )  9：30 ～ 12：00
 展示作業の実際①
 ・会場の準備 -1

 13：00 ～ 16：30
 展示作業の実際②
 ・会場の準備 -2

 10 月 11 日 ( 木 )  9：30 ～ 12：00
 展示作業の実際③
 ・パネル等の設営

 13：00 ～ 16：30
 展示作業の実際④
 ・実物資料の展示

 10 月 12 日 ( 金 )  9：30 ～ 12：00
 展示作業の実際⑤
 ・照明計画の作成

 13：00 ～ 16：30
 展示作業の実際⑥
 ・照明の設置

 10 月 23 日 ( 火 )  9：30 ～ 12：00
 展示計画発表会①

 13：00 ～ 16：00
 展示計画発表会②
 16：00 ～ 16：10
 閉校式

※実習生の欠席があったため、実習日数が不足する実習生に対しては、10 月 27 日 ( 土 )、11 月 24 日 ( 土 ) に

「平山郁夫と旅するシルクロード」展関連イベントの運営補助業務を体験してもらった。
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 　③ 報道機関による取材
  　イ  新聞・雑誌掲載

・「カビ展」紹介　「もしもし新聞」　多摩ネットワークセンター

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　「タウンニュース」　タウンニュース社

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　「Belly dance JAPAN」　イカロス出版

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　「asacoco」　アサココ株式会社

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　「週刊もしもし新聞」　多摩ネットワークセンター

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　「広報たまちいき」　多摩信用金庫

　  ロ  ウェブサイト
・「カビ展」紹介　2018 年 7 月 11 日　共同通信社

・「カビ展」紹介　2018 年 7 月 8 日　  共同通信社

・「カビ展」紹介　2018 年 7 月 11 日　共同通信 PR ワイヤー CNET JAPAN

・「カビ展」紹介　2018 年 7 月 11 日　共同通信 PR ワイヤー 毎日新聞

・「カビ展」紹介　2018 年 7 月 11 日　共同通信 PR ワイヤー ZDNet Japan

・「カビ展」紹介　2018 年 6 月 5 日　  共同通信 PR ワイヤー 福井新聞

・「カビ展」紹介　2018 年 7 月 11 日　47NEWS

・「カビ展」紹介　2018 年 7 月 11 日　AFPBB News

・「カビ展」紹介　2018 年 6 月 8 日　  Nursing plaza

・「カビ展」紹介　2018 年 6 月 8 日　  機能性アロマソサエティ　

・「カビ展」紹介　2018 年 6 月 11 日　私塾会

・「カビ展」紹介　2018 年 6 月 6 日　  Internet Museum

・「カビ展」紹介　2018 年 7 月 11 日　zakzak 夕刊フジ

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　2018 年 10 月 19 日 毎日新聞

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　2018 年 10 月 19 日 産経スポーツ

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　2018 年 10 月 28 日 産経新聞

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　2018 年 10 月 28 日 産経データベース

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　2018 年 12 月 4 日 サンケイリビング新聞社

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　2018 年 10 月 19 日 福井新聞

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　2018 年 10 月 19 日 沖縄タイムス

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　2018 年 10 月 19 日 AFP BBnews

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　2018 年 10 月 19 日 SankeiIBiz

・「平山郁夫と旅するシルクロード」紹介　2018 年 10 月 28 日 産経ニュース

３ 資料管理・収集・調査事業 

(1) 資料管理

 　① 博物館資料収蔵管理システムの運用
　　　2017 年度に導入した I.B.MUSEUM SaaS（早稲田システム開発株式会社）を活用して資料の整理を実施した。

 　② 貸出
・山形県東根市公益文化施設まなびあテラス市民ギャラリー 「わたしの森について。－山形の芸術家たち 2018」

会　期 :  2018 年 9 月1日～ 9 月 30 日

貸　出 :「腸人間の瞬き」原田 圭　1 点　

・山梨県立博物館 企画展「文字が語る　古代甲斐国」

会　期 :  2018 年 10 月13 日～ 12 月 3 日

貸　出 : 上っ原遺跡出土 赤彩球胴甕 ( 複製 )　1 点

・銀座スルガ台画廊「第 53 回レスポワール展　新人選抜 2019　澤﨑華子個展」

会　期 :  2019 年 3 月 25 日～ 3 月 30 日

貸　出 :「気配」澤﨑 華子　1 点
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 　③ 資料の燻蒸処理
寄贈を受けた いけばな関係資料について殺菌・殺虫の目的で燻蒸処理を実施した。

(2) 収集

 　① 資料の寄贈
 　イ 　いけばな関係資料

　　近世から近代までに作成された いけばな関係の和綴本等。

 　ロ 　旧制帝京中学関連資料
　　写真・成績表等。

 　ハ 　バーミヤーン仏教壁画におけるＮ (a) 窟天井壁画の復元模写
　　バーミヤーン石窟西大仏近辺のＮ (a) 窟にある、7 世紀に制作された天井壁画の想定復元模写。

(3) 調査研究

 　① 帝京大学メディアライブラリーセンター所蔵西洋古典籍の調査
　帝京大学メディアライブラリーセンターが所蔵する西洋古典籍について、福島知己 ( 帝京大学経営学科講師 ) 氏

の指導の下、メディアライブラリーセンターと連携し調査を実施した。

４ 他機関連携事業等

(1) 講師派遣

   ① 東京学芸大学博物館実習Ⅰ
　実施日　2018 年 6 月 19 日 ( 火 )

　会　場　東京学芸大学小金井キャンパス

　派遣者　堀越 峰之　( 帝京大学総合博物館学芸員 )

　概　要　東京学芸大学で博物館学芸員養成のための科目として開講されている「博物館実習Ⅰ」へ講師として派遣。

② 羽生学講座Ⅷ「羽生の近代教育事始め」
　主　催　羽生市教育委員会

　実施日　2019 年 1 月 26 日 ( 土 )

　会　場　羽生市民プラザ

　派遣者　甲田 篤郎　( 帝京大学総合博物館学芸員 )

　概　要　羽生市近代教育史の講演において、講師として派遣。

　参加者数  25 名

羽生学講座Ⅷ 

「羽生の近代教育事始め」
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全国大学史資料協議会東日本部会

創立 30 周年記念講演会・シンポジウム

(2) シンポジウムへの登壇

 　① 全国大学史資料協議会東日本部会創立 30 周年
記念講演会・シンポジウム　大学アーカイブス
の可能性

　実施日　2018 年 5 月 31 日 ( 木 )

　会　場　國學院大學渋谷キャンパス

　登壇者　堀越 峰之 ( 帝京大学総合博物館学芸員 )

　概　要　全国大学史資料協議会東日本部会の創立

30 周年を記念した講演会・シンポジウム

に、パネリストとして派遣。

(3) 加入団体の運営への参加

   ① 全国大学史資料協議会東日本部会

　役　職　 幹事 ( 運営委員・研究会担当 )

　期　間　2018 年 5 月～ 2020 年春　

　概　要　全国大学史資料協議会東日本部会の運営に
つき 審議・執行する。

(4) 第一回帝京大学研究交流

　 シンポジウムへの参加

   ① 第一回帝京大学研究交流シンポジウム

　実施日　2018 年 12 月 25 日 ( 火 )

　会　場　帝京大学板橋キャンパス

　概　要　学内に博物館の活動を周知させ、また学内
の研究所・センター等との連携を図るため
に参加。

第一回帝京大学 研究交流シンポジウム

展示ポスター
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Ⅰ事業報告　５管理運営事業

５ 管理運営事業

   ① ミュージアムアシスタントの雇用

  業務の補助を行ってもらうために、学芸員資格取得、

又は学芸員資格課程を履修中の帝京大学学生・帝京大

学大学院在籍者を「ミュージアムアシスタント」とし

て雇用した。

    雇用者：計 8 名

資料梱包業務収蔵庫清掃業務

ミュージアムアシスタント

展覧会図面作成業務

ミュージアム
アシスタント募集

学芸員の仕事を経験す
るチャンスです！

ミュージアム

アシスタント

募集チラシ
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Ⅱ 資料　１開館状況 / ２展覧会
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Ⅱ資料　2展覧会
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Ⅱ 資料　３授業利用 / ４団体見学 / ５外部視察
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Ⅱ 資料　6組織 / ７施設概要
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特別収蔵庫収蔵庫

機械室

帝京大学のあゆみ

多摩の歴史と自然

倉庫

展示ケース

企画展示室

エントランス

ミュージアム
プラザ

セミナー室

事務室 実習・作業室

７　施設概要

名　称 面　積

展示室 621 ㎡　　

収蔵庫 220 ㎡　　

事務室 56 ㎡　　

セミナー室 67 ㎡　　

倉　庫 98 ㎡　　

実習・作業室 85 ㎡　　

供用部他 283 ㎡　　

合　計 1,430 ㎡　　





ミニ講演会　カビ研究の原点

「カビ ( 真菌 ) の世界 ‐ 太田正雄 ( 木下杢太郎 ) に始まる日本の真菌研究 ‐ 」

……………………山口　英世

最新研究講座　カビと闘う研究者たち！

「病原真菌と真菌症 ‐ カビが原因の病気にせまる ‐ 」

……………………槇村　浩一

ミュージアムセミナー「大学でまなぶ日本の歴史　中世・近世編」

　　　　　第１回　戦国の争乱と天下統一　　　　  ……………………深谷　幸治

　　　　　第２回　江戸幕府の政治と改革　　　　  ……………………山本　英貴

　　　　　第３回　幕末から明治維新へ　　 　　　 ……………………山下 須美礼



Ⅲ 講座記録
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今開催されている「カビ展」は、帝京大学総合博物館学

芸員の堀越峰之さんが中心になって、医真菌研究センターの

創立 35 周年を記念して企画されました。帝京大学に医真菌

研究センターをつくるというお話を当時の冲永荘一総長から

頂いたのは、私が本学に赴任したばかりのころでした。その

当時、日本には医真菌学の研究機関は一つもなかったので、

このやり甲斐のある仕事を喜んでお受けした次第です。早い

ものでそれから 35 年、設立当初は随分と若かった私も、こ

のとおりの超高齢者になってしまいました。そんな大年寄り

が創立 35 周年をこうして無事に迎えられたのですから、長

生きはするものだと今は感謝するばかりです。

私の今日のお話は、その 35 年を振り返りながら、日ごろ

皆様がほとんど耳にすることのない「医真菌学」の研究の何

たるかを少しでも知っていただくことをテーマとして進めた

いと思います。まず「医真菌」という言葉ですが、これは医

学に関係のある真菌、言いかえますとヒトに病気を起こす真

菌のことで、それによって起こる病気にかかわる問題を研究

する学問が「医真菌学」ということになります。具体的にい

いますと、真菌による病気をどうやって早く見つけるか、そ

してどのようにして治療するかを研究する学問分野です。

それにしても、「真菌」というのはあまりにも聞き慣れな

い言葉です。普通の言葉では、「カビ」あるいは「菌類」と

いいますが、実際これがどういう生き物なのか、正体はどう

いうものなのかというお話から始めさせていただきたいと思

います。日本の医真菌学研究の先駆者といえば、それは間違

いなく太田正雄先生です。太田正雄といっても皆さんご存じ

ないと思いますが、「木下杢太郎」という文人としての先生

のもう一つの名前なら知っておられる方が少なくないのでは

ないでしょうか。恥ずかしながら、私が太田正雄と木下杢

太郎が同一人物だということを知ったのは、この医真菌学

の道に入って何年もたった後でした。知れば知るほど世界

的にも類をみない偉大な研究者であることに深く感銘した

次第です。

真菌と呼ばれる生き物がどういうものなのか、一般には

かなり誤解もありますし、よくご存じない方も多いと思いま

す。身近な生き物でありながらその実像についてきちんとし

た説明を聞く機会は皆様にはあまりなかったのではないかと

思いますので、まずはそのお話をした後で、日本の医真菌学

を語る上でどうしても欠かせない太田正雄先生の足跡と業績

をたどってみたいと思います。

「真菌」と私たちが呼んでいる生き物を表す言葉として一

般によく使われるのは「カビ」です。漢字では「黴」と書

きますが、非常に難しい文字です。これは「黴 ( ばい ) 菌」

の「バイ」という字でもあります。「黴菌」という言葉がま

たややこしいので、後でもう少し詳しくお話しします。「バ

イ雨」の「バイ」には今では「梅」の字が当てられています

が、昔はこの「黴」という字が使われていました。要するに

カビの季節に降る雨ということです。「カビ」という言葉は

非常に古い日本語ですけれども、奇しくもこれと似た発音を

する外国語が幾つもあります。アイヌ語は外国語ではありま

せんが、物の本によりますとアイヌ語では「カビ」のことを

“kumi” といいます。一方、ドイツ語には “Kahm” という言葉

があり、“kamir” というアラビア語もあるそうです。このよ

うに、日本語の「カビ」と似たような発音の言葉がさまざま

な外国語にもあるのは、偶然にしても、いささか不思議な感

じがします。【図１】

さて、「黴」という漢字に戻りますが、その語源はなかな

ミニ講演会　カビ研究の原点

「カビ ( 真菌 ) の世界 ‐ 太田正雄 ( 木下杢太郎 ) に始まる日本の真菌研究 ‐ 」
実施日　2018 年 7 月 14 日 ( 土 )　於　帝京大学総合博物館セミナー室

山口　英世

帝京大学医真菌研究センター初代所長・名誉教授

【図１】

【図２】
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か興味深く、専門家によると、この難しい漢字は二つの文字

が組み合わさってできたそうです。この字は、「非常に小さい」

という意味の「微」とつくりが似ていて、そのつくりの中に

「黒」という字が入っています。これは、「黒い色をした非常

に小さい生き物」という意味を表すためにつくられた漢字で

あることを示しています。確かにカビの実態をうまく表して

いるなと感心させられます。【図２】

そのほかにもカビを表すのに「菌」とか「菌類」という

言葉があります。どちらも本来はキノコを意味する言葉です。

これに対応する外国語を探してみますと、フランス語では

“champignon”、ドイツ語は “Pilz”、英語では “fungus” あるい

は “mushroom” がそれに当たります。どれも日本語の「菌」

と同様、もともとはキノコを意味する言葉でしたが、今では

世界中で真菌のことをキノコと同じ意味の言葉で表現してい

ます。それは、キノコが真菌を代表する生き物だからです。

【図３】

もちろん昔は菌とカビが同じ生き物だということは全く

分かっていなかったのですが、これが一緒だと分かった後は、

特に医学の領域では、「カビ」とか「菌」といわれてきた生

き物は「真菌」という統一した名前で呼ばれるようになりま

した。ただし、単に「菌」というと、いろいろ誤解が生じます。

細菌もあるし、粘菌という菌もありますので、こういうもの

と真菌とをはっきり区別しなければなりません。一番由緒正

しい菌だという意味かどうかは知りませんが、本当の菌だと

いう意味を持つ「真菌」という言葉が正式な用語として使わ

れるようになりました。【図１】つまり、カビも菌 ( または

菌類 ) も真菌も同じ生き物を指しているというわけです。

さて、真菌はいつごろ地球上に誕生したのでしょうか。

今地球上には人間を含めていろいろなグループの生物がいま

す。四十数億年という地球の長い歴史の中で生物が誕生した

のが、大体 36 億年前です。36 億というのはあまりにも大

きな数字で、ぴんときません。そこで分かりやすくするため

に 36 億年を 1 年に換算した生物進化の暦に例えて表します

と、次の表のようになります。【表1】

36 億年前に誕生した一番始ま

りの生物は、今は地球上には存在

しませんので、どういうものかは

分かっていませんが、「原核」生

物と呼ばれるように、非常に原始

的な核を持った単細胞の生物では

なかったかと考えられます。この

生物誕生の時期が暦でいえば元日

に当たります。2 月上旬になると、

細菌の仲間の「古細菌 ( アーケア )」

と呼ばれる生物が誕生します。古

細菌は現在も地球上に存在します。

おむすびのような奇妙な格好をし

た細菌で、これも原始的な核を持っ

た単細胞生物です。4 月上旬にな

りますと、今度は「藍色細菌 ( シ

アノバクテリア )」という、名前の

とおり紫色の色素を持っていて光

合成をする細菌が誕生します。これも原始的な核を持った単

細胞生物です。そして 4 月下旬から 6 月上旬にかけて細菌

が誕生します。ここまでは、原核つまり原始的な核を持つ単

細胞生物です。後で写真をお見せします。そして 6 月上旬

から 8 月上旬にかけて、大体 21 億年から 15 億年前に、生

物進化のビッグバンと呼ばれる時代に入ります。このころ

に、恐らく真核生物、つまり私たち人間の細胞と基本的に同

じ構造で非常に進化した核を持つ生物が誕生したといわれて

います。それに続いて 9 月から 10 月ぐらいの間に藻類、植

物、そして原生動物という、今地球上にいるほとんど全ての

グループの真核生物がそろって誕生しました。特にこの時期

に多細胞の高等生物といわれる植物や動物と並んで真菌も誕

生したわけです。ただし真菌は、基本的には単細胞生物であ

り、高等生物と違っていろいろな器官や組織への分化はみら

れず、基本的に同じ構造を持った細胞がたくさん集まってで

きているだけです。

現在地球上には真菌のほかにも原生動物や藻類といった真

【図３】

生物進化、とくに各種生物群誕生、の年代表生物進化、とくに各種生物群誕生、の年代表

年 代 暦に置きかえた月日
誕生した生物群

名称など 細胞体制 単細胞、多細胞の別

36億年前 元日 (原始生命体) 原核 単細胞

33億年前 2月上旬 古細菌(アーケア) 〃 〃

27億年前 4月上旬 藍色細菌(シアノ
バクテリア)

〃 〃

25〜21億年前 4月下旬〜6月上旬 細菌 〃 〃

21〜15億年前 6月上旬〜8月上旬 (原始真核生物) 真核 〃

15〜12億年前 8月上旬〜9月上旬 (ミトコンドリア、葉緑体の細胞内共生)

10〜9億年前 9月下旬〜10月上旬 藻類

植物

菌類(真菌)

原生動物(原虫)

動物

真核

〃

〃

〃

〃

単細胞

多細胞

単細胞

〃

多細胞

500万年前

25万年前

12月31日 12:00

〃 23:30

(ヒトとサルが分岐)

(原始人類)

【表 1】
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核性の単細胞生物がたくさんいます。その中で種類も量も一

番多いのが真菌で、地球上に真菌がいないところはありませ

ん。真菌がいないとほかの生物が恐らく生存できないといわ

れるほど、生物の世界では鍵になる重要な生物ということに

なります。ちなみに人間はこの地球の長い歴史の中でいつ生

まれたかといいますと、それは約 500 万年前、暦でいうと

もう大晦日になります。12 月 31 日のちょうどお昼ごろに、

ヒトとサルが分かれて、その日の 23 時 30 分に原始的な人

類が生まれました。ですから、人間は真菌そのほかの生物に

比べてはるかに新参者なのです。

現在地球上にいる生物を進化の過程に沿って大まかに分

類しますと、一番上位に来るのは、多細胞で複雑に分化した

細胞が系統的、組織的に集まってできた生物、すなわち動物

と植物で、どちらも高等生物と呼ばれます。【図 4】一個一

個の動物個体、植物個体は大きくて肉眼でも見えます。そ

の次に来るのが、原生動物 ( 原虫 ) です。そして 真菌、藻

類、古細菌、藍色細菌、細菌が順に来ます。この中で進化の

上位に来るのが、真核生物に属する原生動物と真菌と藻類で

す。いずれも基本的には単細胞ですが、特に真菌と藻類はた

くさん細胞が集まっていて一部組織らしいものをつくってい

る大型のものがあります。真菌ではキノコがそれに該当しま

す。また藻類にはさらに巨大な形を呈するものもあり、ジャ

イアントケルプと呼ばれる藻類は長さが 30 メートルにも達

するそうです。ここまでが高等な真核生物です。その下にラ

ンクされるのは、原核生物の古細菌、藍色細菌、そして細菌

です。このグループの生物の基本的な形は 1,000 倍ぐらい

の倍率の光学顕微鏡でなければ見えません。肉眼ではまった

く見えない生物です。そのほか昔はこれが生物かどうかとい

う議論があったのですが、今は生物扱いになっている細胞を

持たない生物としてウイルスとプリオンがあります。これら

は電子顕微鏡を使って数万倍拡大しないと見ることができま

せん。以上が現在地球上にいる全ての生物の仲間ということ

になります。

ここまでお話ししたさまざまな生物は、各々のゲノムか

らみてもかなりの違いがあります。【表 2】 簡単にいいます

と、ヒトのゲノムは大体 3,000 メガダルトンです。メガは

100 万ですから、100 万の 3,000 倍ぐらいのゲノムを持ち、

遺伝子の数は 3 万から 4 万近くになります。下等な生物に

なるにつれてゲノムのサイズが小さくなり、遺伝子の数も少

なくなります。真菌ではどのくらいになるのでしょうか。真

菌で一番大きいのが麹菌です。病気を扱う医学畑の人たちは

この菌を “Aspergillus” と呼んでいますが、醸造関係の人は「麹

菌」と言います。この菌のゲノムが大体 36.7 メガダルトン

で、遺伝子の数は 1 万 2 千になります。真菌の中で一番小

さいゲノムは 7.7 メガダルトンで、その持主は「ニューモシ

スチス」という病原性の真菌ですが、昔は原生動物と考えら

れていました。確かに麹菌のゲノムをヒトと比べると二けた

ぐらい小さいのですが、遺伝子の数はそんなに遜色なく、数

分の一ぐらいしか少なくない。ですから人間のゲノムは無駄

な部分が多いというか、遺伝子のない部分が非常に多い。そ

れはそれで意味があるのですが、真菌はゲノムが小さいわり

にはかなり多い数の遺伝子を持っている生物であることが

分かります。

次に真菌がヒトとどういうか

かわりを持っているかをお話し

します。【表 3】真菌は地球の

あらゆるところに生息していま

す。土の中、空中、水の中、ま

た熱帯から南極、北極に至るま

で、どこにもたくさんいます。

さらに深海、何千メートルもの

深い海底にもたくさんいます。

そして有機物を分解してそれを

再利用できるようにしているの

です。こういう真菌の働きがあ

るからこそ地球環境は安定に保

たれているのです。一部の細菌

も同じような働きをしています

が、大半の仕事は真菌がやって

いるのです。もし真菌が地球上

にいなかったとしたら、丸二

日、48 時間で地球はごみの山

現在地球上に生存する生物群のタイプ現在地球上に生存する生物群のタイプ

目に見える生物
(高等生物)
目に見える生物
(高等生物)

原生動物(原虫)原生動物(原虫)

多細胞生物多細胞生物 動物動物

目に見えない生物
(微生物)
目に見えない生物
(微生物) 単細胞生物単細胞生物

菌類(真菌)菌類(真菌)
藻類藻類

古細菌
(アーケア)
古細菌
(アーケア)
藍色細菌
(シアノバクテリア)
藍色細菌
(シアノバクテリア)
細菌細菌

非細胞性生物非細胞性生物 ウイルスウイルス

プリオンプリオン

真
核
生
物

真
核
生
物

肉
眼
レ
ベ
ル

肉
眼
レ
ベ
ル

原
核
生
物

原
核
生
物

光
顕
レ
ベ
ル

光
顕
レ
ベ
ル

電
顕
レ
ベ
ル

電
顕
レ
ベ
ル

植物植物

【図４】

様々な生物群の特定の生物種におけるゲノムの大きさと遺伝子の数様々な生物群の特定の生物種におけるゲノムの大きさと遺伝子の数

生物群 生物種
ゲノムサイズ

(106塩基)
全遺伝子数

動 物 ヒト

ショウジョウバエ

線虫

3,170
180
97

31,800〜39,114
13,600
19,000

植 物 イネ

シロイヌナズナ

420〜470
125

32,000〜55,600
25,500

菌 類

(真 菌)
米麹菌(Aspergillus oryzae)
酵母菌(Saccharomyces cerevisiae)
ニューモシスチス・カリニ
(Pneumocystis carinii)

36.7
12
7.7

12,079
5,885
—

細 菌 ストレプトミセス・ケリコロール
(Streptomyces coelicolor)
大腸菌

肺炎マイコプラズマ

8.67

4.64
0.58

7,825

4,289
467

ウイルス ヒトヘルペスウイルス(5型)
ピコルナウイルス

0.23
0.075

200
10

　【表 2】
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になって、ほとんどの生物が住めなくなるとい

われています。そのぐらい真菌は大事な生き物

です。これと関連しますが、土地を肥沃にして

栄養分を豊富にし、作物が育つようにしている

のも真菌です。そのようにして高等生物の栄養

源になるいろいろな有機化合物を合成している

のです。

　一部の真菌はヒトの健康維持にも恐らく役に

立っているのではないかといわれています。主

としてこれは腸管内にいる細菌の役割といわれ

てきたのですが、真菌もかなり大事な役割を果

たしています。その証拠に、ヒトの皮膚には

非常にたくさんの真菌がいます。何も役に立た

ないならそんなにいるはずがありません。その

代表的な真菌が、後でも出てくる「マラセチ

ア」と呼ばれる菌です。一方、真菌は産業的に

も役立っています。アルコール飲料を含めてさまざまな発酵

食品をつくるのに利用されますし、真菌に遺伝子を組み込ん

で医薬品やワクチンがつくられています。また、真菌の細胞

は同じ真核生物としてヒトの細胞に非常によく似ていますか

ら、ヒトの生命現象を解明するためのモデル生物としても

よく使われます。いずれの目的にも特によく使われるのが

“Saccharomyces cerevisiae” という学名を持ち、パン酵母と

か酒酵母とも呼ばれている酵母です。ここまでは真菌の良い

ほうの働きです。

しかし悪いことをする真菌もあります。例えば食品を腐

らせたり、建物や家具を台無しにしたり、いろいろな産業製

品を劣化させます。一時、ジェット機のタンクにカビが生え

て孔があき、危うく飛行機が墜落しそうになったという話を

聞いたことがあります。そういう例もあるために、真菌はろ

くなことをしないと嫌われますが、確かにそれも真菌の仕業

の一面ではあります。それからごく一部の真菌ですが、いろ

いろな毒素や環境ホルモンといった有害物質をつくることが

分かっています。そして私たちが一番問題にしているのが、

ヒトに感染して病気を起こす真菌がいることです。それこそ

が私たちの研究テーマにほかなりません。

　ここで真菌がどんな特徴を持った生物かを正しく理解し

ていただくために、もう少しだけご説明したいと思います。

【表 4】第一番目の特徴は単細胞生物だということです。細

胞の大きさは大体 100 分の 1 ミリメートル程度で、肉眼で

は見えません。基本的には単細胞生物です。どんなに大きな

キノコでも基本は単細胞です。二番目の特徴は、形の上から

みると真菌は大きく二つのタイプに分かれることです。一つ

は、単細胞のままいつも増えるタイプで、分裂してもすぐに

またバラバラになって、常に１個の円い細胞として増えます。

このタイプは少数派で、せいぜい真菌全体の 1 パーセント

ぐらいが該当します。大まかにいえば酵母と呼ばれるグルー

プで、お酒をつくる真菌は全てこのグループに入ります。も

う一つは真菌の大部分を占めるタイプで、細胞が縦につな

がって糸のようになります。これを菌糸といいます。菌糸が

たくさん集まると菌糸体という、菌糸の束ができます。そし

て菌糸の先に生殖器官ができて、そこに胞子をつくります。

このタイプの真菌を糸状菌といいます。俗に「カビ」といわ

れている真菌には、広い意味では酵母も入りますが、真菌の

大部分が菌糸をつくる糸状菌であるために、「カビ」という

言葉は広い意味では真菌全般を指しますが、狭い意味では糸

状菌だけを指す場合が多いのです。

言葉だけではなく、形を見れば、百聞は一見にしかずで、

よく分かりますね。この動画は “Candida albicans” という菌

名の代表的な酵母タイプの病原真菌が分裂して増えていくと

ころです。【写真 1】この菌を走査型電子顕微鏡で見ると最

真菌と人間生活のかかわり真菌と人間生活のかかわり

 有機物分解／元素循環(地球環境の保全)

 土壌の肥沃化／有機化合物の合成(高等生物への栄養源の供給)

 共生によるヒト生体の健康維持(常在フローラ)

 食品、医薬品の製造

 生命現象解明のためのモデル生物

▲ 食品の変質・腐敗、建造物・家具・産業製品などの劣化

▲ 有害物質(毒素、環境ホルモンなど)の産生

▲ 寄生・感染による病気(感染症)の惹起

 有機物分解／元素循環(地球環境の保全)

 土壌の肥沃化／有機化合物の合成(高等生物への栄養源の供給)

 共生によるヒト生体の健康維持(常在フローラ)

 食品、医薬品の製造

 生命現象解明のためのモデル生物

▲ 食品の変質・腐敗、建造物・家具・産業製品などの劣化

▲ 有害物質(毒素、環境ホルモンなど)の産生

▲ 寄生・感染による病気(感染症)の惹起

【表 3】

〔Ⅰ〕真菌はどんな生物か？

• 基本的には単細胞生物である（細胞のサイズ～1/100mm）

• 形態学的に2つのタイプに分けられる
（1）常に単細胞として増殖する→ “酵母”

（2）細胞がつながって発育する（菌糸）
菌糸が多数集まる（菌糸体） “糸状菌”

菌糸の先に生殖器官ができ胞子をつくる

• 無性生殖のほかに、有性生殖も行う

• 高度に分化した細胞構造をもつ→ “真核生物”

【表４】 【写真１】
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終的にはこのスライドの左側にある写真のような形になりま

す。【写真 2】クレーターのように見えるのは、親細胞から

新しくできた細胞が切り離された跡で、出芽痕、瘢痕と呼ば

れる部分で、この数が多いほど何回も分裂した、つまり年を

とった細胞であることが分かります。この動画は前にもお話

しした “Aspergillus” と呼ばれる典型的な糸状菌の発育像で

す。【写真 3】糸が伸びるように細胞が分裂しながら縦方向

に伸びてゆき、やがて先端が丸く膨らみ、ここにたくさんの

無性胞子ができます。1 本の菌糸の頭に数十万個もの胞子が

つくられますので、これが一旦ばらまかれると大変な汚染が

起こります。

このスライドは “Aspergillus” の仲間の代表的な３種の病

原菌を示したもので、病原菌として一番重要なのが、“As-

pergillus fumigatus” と呼ばれる左端の真菌で、緑色をした

胞子をつくります。【写真 4】真菌の色は大体胞子の色で決

まります。一部の真菌を除いて菌糸には色がないのが普通

ですが、胞子には必ず派手な色が着いています。真中の “As-

pergillus flavus” は、醸造関係の人が「黄麹カビ」と呼んで

いる麹をつくる代表的な真菌です。黄色い胞子をここに付け

ます。左端の菌は “Aspergillus niger” で、醸造の分野では「黒

麹カビ」といい、ここに黒色ないしは茶色をした胞子ができ

ます。どの菌も顕微鏡で見ると非常にきれいです。私もそう

ですが、なぜ真菌の研究をするようになったのかという質問

をされると、大抵の研究者は「美しさに引かれたから」と言

います。さらに走査型電子顕微鏡で観察しますと、左側の写

真にある “Candida” は、酵母タイプの円い形をしています。

【写真 2】一方、右側の糸状菌タイプの菌は、菌糸をつくり

枝分かれしながら伸びています。菌糸はまっすぐなばかりで

はなく、枝分かれした菌糸が横にもつながって網目のように

もなりますので、非常にしっかりとした堅い固まり、すなわ

ちコロニーができます。申し遅れましたが、この糸状菌はミ

ズムシ ( 白癬 ) の原因になる、「白癬菌」と呼ばれる菌です。

菌糸の幅は 1 ミクロンから数ミクロン、平均で 2 ～ 3 ミク

ロンですが、酵母はもっと大きく 7 ～ 8 ミクロンぐらいの

大きさになります。

　真菌の次の特徴は、基本的には無性生殖、つまり掛け合わ

せ ( 接合 ) をしないで無性的に胞子をつくることです。しか

し一部の真菌には、オスとメスがあり、両方がうまいぐあい

に出会うと接合すなわち有性生殖が起こり、それによって有

性胞子がつくられます。有性胞子の中では両方の親の遺伝子

が交ざり合うので、新しいタイプのゲノムができてくるこ

とになります。これは白癬の原因菌の一種である “Nannizia”

という菌のオスとメスを寒天培地に向かい合わせに植えて観

察した動画です。【写真 5】両方からオスとメスの菌糸が相

手に近づこうとして菌糸を伸ばし、両方の菌糸が合体したと

ころに生殖器官ができ、その中に有性胞子がつくられます。

この生殖過程は高等生物の場合と基本的には全く同じです。

しかし大多数の真菌の基本的な生殖様式は無性生殖であり、

酵母（左）と糸状菌（右）の走査型電子顕微鏡写真酵母（左）と糸状菌（右）の走査型電子顕微鏡写真

Candida albicansCandida albicans Trichophyton mentagrophytesTrichophyton mentagrophytes

【写真 2】 【写真 3】

代表的なアスペルギルス属
Aspergillus 病原菌種

代表的なアスペルギルス属
Aspergillus 病原菌種

A.fumigatusA.fumigatus A.flavusA.flavus A.nigerA.niger

【写真４】 【写真５】
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無性生殖菌糸、無性胞子をつくって発芽して、栄養菌糸がで

き、その一部が無性生殖菌系になるというサイクルを繰り返

します。一方、有性生殖能を持つ真菌では、たまたまオスと

メスが出会うと、こちらの有性生殖サイクルに入って有性胞

子をつくるという器用なことをします。【図 5】

最後の特徴は、非常に高度に分化した細胞構造を持つこと

です。これぞ真核生物と呼ばれる所以です。この写真は酵母

である “Candida” と糸状菌である白癖菌をそれぞれ輪切りに

してつくったミクロン単位以下の非常に薄い切片を透過型電

子顕微鏡で観察した像です。【写真 6】いろいろな構造物が

細胞内にあることが分かります。中でも目立つのがミトコン

ドリアですが、核も見えます。特に酵母でよく見えるのが液

胞であり、これは一昨年ノーベル賞を受賞した大隅良典先生

が研究されたオートファジーの場となる構造物です。大隅先

生は “Saccharomyces” という酵母を使ってこの画期的な研究

をされました。先生と私は古い研究仲間でもあります。酵母

の細胞構造をもう少しはっきり見るために、先ほどは染色し

た切片を使って観察しましたが、これは凍結した切片での観

察像です。【写真 7】 こちらのほうがより自然な状態に近く、

見てお分かりのように、ここに核があり、液胞もよく見えま

すし、リボソームと呼ばれるタンパク質をつくる小さな構造

物もたくさん見えます。

この写真は糸状菌の細胞構造を CG で表現したものです。

【写真 8】

このスライドの左側は真菌と細菌の構造を比較した写真

です。【写真 9】先ほどから原核生物とか真核生物とか言っ

てきましたが、細菌は原核生物の代表ですし、真菌は真核生

物の代表とまではいいませんが、立派な真核生物の一員であ

り、基本的にはヒトと同じ細胞構造を持っています。真菌と

細菌を同じ倍率で撮るとこの左側の写真のようになります。

この細菌は「肺炎桿菌」と呼ばれる病原細菌です。菌体の中

にはっきりした構造物は見えませんが、真菌である “Candida”

酵母にはっきりした核と液胞、ミトコンドリアも見えますし、

菌体の外側を包んでいる細胞膜と細胞壁も鮮明に見えます。

真菌の基本的な生活環真菌の基本的な生活環

有性生活環有性生活環 無性生活環無性生活環

【図５】

酵母（左）と糸状菌（右）の
透過型電子顕微鏡写真（通常固定法）

酵母（左）と糸状菌（右）の
透過型電子顕微鏡写真（通常固定法）

Candida albicansCandida albicans Trichophyton mentagrophytesTrichophyton mentagrophytes

【写真６】

酵母菌（Saccharomyces cerevisiae）の
細胞微細構造

酵母菌（Saccharomyces cerevisiae）の
細胞微細構造

走査型電子顕微鏡写真 透過型電子顕微鏡写真
（凍結置換法）

【写真７】

【写真８】

真菌（左）と細菌（右）の細胞の大きさと微細
構造の違いを示す透過型電子顕微鏡写真

カンジダ
（Candida albicans）

カンジダ
（Candida albicans）

肺炎桿菌
（Klebsiella pneumoniae）

肺炎桿菌
（Klebsiella pneumoniae）

【写真９】
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細菌のほうを拡大したのが右側の写真です。細菌が小さいか

ら構造が見えないのではなくて、はっきりした細胞内構造物

を持っていないことが分かります。細菌にも核があるのです

が、真菌のようにきちんとした構造ではなく、細胞質の中に

DNA が無構造の状態で存在しているだけです。DNA が遺伝

子を持っていて遺伝的な機能をつかさどっている点は真核生

物の細胞と同じですが、核らしい構造がなく細胞質の中にふ

わふわと泳いでいる。これが原始的な核、つまり原核と呼ば

れる所以なのです。一方、真菌の核は膜に包まれたしっかり

した構造、つまり真核と呼ばれる構造をもつ進化した核なの

です。

ここまでの話をまとめると、こういうことになります。

【表 5】真菌の細胞は、細胞小器官と呼ばれるミトコンドリ

アや小胞体、液胞、ゴルジ嚢、微小管といった構造物をみん

な備えていますから、ヒトその他の高等動物と同じですが、

細菌の細胞にはどの構造物もありません。そのほかにも真菌

の細胞には幾つも特徴があります。真菌の細胞壁はキチンや

β - グルガンといった多糖体からできています。キチンは昆

虫や甲殻類、エビやカニの甲羅をつくっている成

分と同じです。キチンを分解するとグルコサミン

が生成されます。最近では健康食品などにも使わ

れているグルコサミンがそれです。またβ - グル

カン、特にキノコのβ - グルガンには、抗がん作

用があり、医薬品や健康食品として使われていま

す。これに対して、細菌は全く違う細胞壁成分を

持っていますから、同じ「菌」といいながら、真

菌と細菌の細胞構造はこのように多くの点で違っ

ています。

こんなにも違う真菌と細菌がしばしば混同され

るのはなぜでしょうか。一番の理由は「ばい菌」

という言葉が世の中にあるからではないかと私は

思っています。先ほどお話ししたように、もとも

と「ばい菌」はカビのことを指していたのですが、

いつの間にか「ばい菌」イコール「細菌」という

ぐあいに使われるようになりました。明治時代の

話です。なぜ、そういうけしからぬことが起きたかというと、

明治時代には真菌学者はほとんどいませんでした。細菌学者

ばかりでしたので、細菌学者が「ばい菌」という言葉が便利

だからということで使い出したようです。その後、「黴」の

字が難し過ぎるという理由などから、今の「細菌」という言

葉にかえられました。ですから微生物の専門家は皆「細菌」

という言葉を使いますが、一般の人の間ではまだ「ばい菌」

という言葉が普通に使われています。そのために世間では真

菌と細菌が区別されないまま、今も使われ続けられていると

いうあたりが本当のところではないかと思っているのです

が、これはあくまで私の推測です。

ここからは私の専門である真菌による病気の話に移りま

す。【図 6】真菌は良いことをたくさんしているのですが、

少なくとも 10 万ぐらい、多い人は 100 万も種類があると

いっている真菌の中のごく一部、せいぜい数百程度の種類の

真菌がヒトにいろいろな悪さをします。

その一つが、カビ毒の中毒症です。年配の方は黄変米事件

をご記憶かと思います。私の学生時代だった昭和 20 年代に、

東南アジアから輸入した外米に黄色いカビが付い

ていたことが安全性の点で大きな問題になりまし

た。国会でも問題になり、厚生大臣がわざわざ黄

変米でつくったカレーライスを食べて、「このとお

り大丈夫だ」と言ったニュースがあったことを記

憶しています。確かに真菌は毒素をつくりますし、

環境ホルモンをつくる真菌がいることも分かって

います。現在のところ、一番有名なカビ毒は「ア

フラトキシン」です。“Aspergillus”、つまり麹菌の

仲間がつくる発がん性のあるカビ毒がそれですが、

今は厳重に検疫でチェックしていますので日本国

内に持ち込まれて問題になることはありません。

不思議なのは、日本国内で醸造に使う麹菌にアフ

ラトキシンなどのカビ毒をつくるものが一切ない

ことです。なぜ東南アジアの “Aspergillus”( 麹菌 )

にカビ毒をつくるものがたくさんいるのに日本に

それがいないのかは大きな謎ですが、いずれにせよ

〔Ⅲ〕真菌感染症（真菌症）

• ヒトの健康に対する真菌の直接的な有害作用
— 穀物などにかび毒(マイコトキシン)をつくる

かび毒中毒症

— アレルゲンとして働く
— 生体に寄生・感染する

• 真菌症の二大カテゴリー
— 皮膚・粘膜の真菌症（表在性真菌症）
— 内臓の真菌症（内臓真菌症、深在性真菌症）

• ヒトの健康に対する真菌の直接的な有害作用
— 穀物などにかび毒(マイコトキシン)をつくる

かび毒中毒症

— アレルゲンとして働く
— 生体に寄生・感染する

• 真菌症の二大カテゴリー
— 皮膚・粘膜の真菌症（表在性真菌症）
— 内臓の真菌症（内臓真菌症、深在性真菌症）

真菌アレルギー

真菌症

【図６】

真菌と細菌の細胞学的特徴の比較真菌と細菌の細胞学的特徴の比較

【表 5】
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安全な麹菌だけを選んでくれた先人に私たちは感

謝しなければなりません。

次は真菌アレルギーです。真菌がアレルゲンに

なって、ぜんそくを起こしたり、アトピーを起こ

したりする場合があります。真菌アレルギーもそ

んなには多くないのですが、あることは確かです

ので、あまりカビの多い環境の中で生活するのは

健康上決してよいことではありません。

真菌に関する最大の医学的問題は、真菌症ある

いは真菌感染症と呼ばれる病気があることです。

病原真菌と呼ばれる一部の真菌がヒトに感染して

起こすさまざまな病気のことです。真菌症は大き

く分けて、皮膚や粘膜など体の表面に起こる真菌

症と、内臓など体の中に起こるより重篤な真菌症

とがあります。体表面に起こるものは表在性真菌

症、内臓を冒すものは内臓真菌症あるいは深在性

真菌症と呼ばれます。患者さんの数としては圧倒

的に表在性真菌症が多いのですが、命にかかわる非常に危険

な病気であるという意味では、深在性真菌症のほうがはるか

に深刻な問題です。

このスライドにそれぞれのカテゴリーの代表的な病名と

原因菌を挙げます。【表 6】表在性真菌症の中で一番多いの

は何といっても白癬です。俗に、足や爪にできるとミズムシ

といいますし、体にできるとタムシとかゼニタムシ、頭に付

くとシラクモといわれ、どれも原因菌は同じグループの糸状

菌で、一まとめにして「白癬菌」と呼ばれます。次に多いの

が皮膚マラセチア症です。昔は癜風と呼ばれましたが、俗に

いうナマズとか重いフケ症がそれです。そのほかに口の中の

粘膜に起きる口腔カンジダ症があります。原因菌は既におな

じみの “Candida” という酵母です。皮膚マラセチア症の原因

菌である「マラセチア」も酵母です。

一方、深在性真菌症の代表的な例は侵襲性カンジダ症で

す。敗血症なども起こしますが、原因菌はこれも “Candida”

です。これと並んで、あるいはそれ以上に大きな問題になっ

ている深在性真菌症として “Aspergillus” による肺アスペル

ギルス症が挙げられます。そのほかにはクリプトコッカス髄

膜炎やムーコル症があり、いずれも非常に重篤な感染症で、

致命率、死亡率が数十パーセントを超す恐ろしい病気です。

こうした真菌症、特に表在性真菌症は昔からあったと推

測されるのですが、それを確認できる記録がありません。第

一、感染症という病気の概念ができたのは 19 世紀に入って

からですから、それ以前の昔には微生物、特に細菌や真菌が

病気を起こすなど全く知るよしもありませんでした。特殊な

例は頭部白癬です。罹っている子供が昔から多かったうえに、

一目でそれと分かるからです。これは 17 世紀スペインのム

リーリョという有名な画家が描いた絵ですが、この少年を拡

大して見ますと、頭が禿げています。【写真 10・11】これ

は紛れもなく頭部白癬、つまり俗にいうシラクモです。次も

ムリーリョの絵ですが、この少年もひどい頭部白癬に罹って

代表的な真菌症代表的な真菌症

カテゴリー 疾患名 原因菌

表在性 白癬(ミズムシ,タムシ,シラクモなど)

皮膚マラセチア症(ナマズ,フケ症など)

口腔カンジダ症

白癬菌

マラセチア

カンジダ

深在性 侵襲性カンジダ症

肺アスペルギルス症

クリプトコッカス髄膜炎

ムーコル症

カンジダ

アスペルギルス

クリプトコッカス

ムーコル

【表６】

【写真１１】【写真１０】
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い る こ と が 分 か

ります。【写真 12・

13】いずれも 17 世

紀 後 半 の 絵 で す か

ら、少なくともこの

時代のスペインには

既に頭部白癬という

病気があったことが

分かります。同じよ

うな少年の頭部白癬

は 17 世紀から 18

世紀のオランダ絵

画にも幾つか見ら

れますので、ヨーロッ

パでは当時から頭部白癬が広く蔓延していたことは確実で

す。もう 1 枚お示しします。ゴヤは 18 世紀から 19 世紀に

かけてのスペインの非常に有名な宮廷画家ですが、彼の絵の

少年を見ると、はっきりとは言えませんがやはり頭部白癬に

かかっているようです。【写真 14】この絵はマドリードの有

名なプラド美術館にあり、私も見たことがあります。恐らく

ムリーリョもゴヤも殊さら頭部白癬の少年を描こうとしてい

たわけではなく、普通の少年として描いたのだと思います。

したがって、当時はかなり多くの子供が頭部白癬にかかって

いたのだろうと推測されます。今 70 代ぐらいの方でしたら、

昔、小学校の同級生にこういう子供がいたご記憶があるかと

思います。私にもあります。1 クラス 50 人の中で 2 ～ 3 人

は確かにいました。そのぐらい一時は日本にも多かった病気

です。

もちろん、ムリーリョやゴヤの時代に、これが白癬菌に

よって起こる頭部白癬という病気だということは誰も知りま

せんでした。白癬菌の病原性を科学的にはっきり証明した最

初の研究者はフランスのレイモン・サブローです。また白癬

菌の科学的分類を世界に先駆けて行ったのも同じフランス人

のモウリス・ランジェロンです。【写真 15】サブロー博士は、

今もパリにあるサン・ルイ病院で白癬の研究をしていました。

彼はこの病院の一角に頭部白癬に罹った子供を集めて学校を

つくり、治療をしながら教育をしたといわれています。一方、

ランジェロン博士は白癬菌の分類で非常に大きな成果を上げ

た研究者で、パリにあるソルボンヌ大学で研究をしていま

した。大体 19 世紀後半から 20 世紀の初めの頃の時代です。

ですから、頭部白癬という真菌症の存在はもっと前の時代か

ら分かっていたとしても、その原因となる真菌の科学的な研

究が行われるようになったのは 20 世紀に近い時代で、今か

ら 150 年ぐらい前ということになります。

【写真１３】

レイモン・サブロー
Raimond Sabouraud

(1864-1938）

モウリス・ランジェロン
Mauris Langeron
（1874-1950）

【写真１５】 太田正雄/木下杢太郎

（1885～1945）

太田正雄/木下杢太郎

（1885～1945）

【写真１６】

【写真１４】
【写真１２】
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　これが医真菌学の歴史の始まりですが、その歴史を語る上

でもう一人忘れてはならない人物がおります。太田正雄先生、

別名木下杢太郎です。【写真 16】太田先生は、先ほど挙げた

サブロー博士やランジェロン博士と非常に親密な関係にあ

り、サブロー博士を師と仰ぎ、ランジェロン博士は共同研究

者でした。太田先生はもともと皮膚科学者です。文学者とし

ての側面は別として、医学者としては皮膚科の領域でさまざ

まな研究業績を上げられました。【表 7】代表的なものとし

ては、俗にいうあざの一種である眼上顎褐青色母斑、別名「太

田母斑」の発見があります。もう一つ忘れてならないのはハ

ンセン病の研究です。この研究を行ったのは、第二次世界大

戦中であったため、苦労が多かったようです。当時ハンセン

病の対策といえば隔離しかなく、治療というよりは伝染を抑

えるということしかできませんでした。しかし、太田先生は

適切に治療すれば必ず治る病気であるという信念から、熱心

に治療の研究をされました。有効な治療法を探すにはまずハ

ンセン病の動物モデルをつくらなければならないということ

で、ニワトリを使ってその研究をされたようです。第二次世

界大戦中という困難な時期のせいもあって、研究自体は思う

ように進まなかったのですが、治療可能な病気であるという

先生の考え方は現代にもそのまま通じるもので、戦後に化学

療法できちんと治せるという成果につながったと私は考えて

います。三つ目に挙げられるのが真菌症と病原真菌の研究で

す。中でも特筆されるのは白癬菌の研究ですが、病原性の酵

母についても優れた研究をなされ、幾つも新種を発見されま

した。中でも最大の業績といわれるのが白癬菌の分類法を確

立したことです。

　それでは、太田先生の年譜を見ながら、医真菌学者として

また文人としての活動の足跡をたどってみたいと思います。

【表 8】先生は 1885( 明治 18) 年に静岡県の伊東市湯川に生

まれました。伊東市は伊豆半島の東海岸にあり、温泉や海水

浴場で有名なところです。先生はそこの「米惣」という大

きな商家に生まれました。1906( 明治 39) 年に、獨協中学、

第一高等学校を経て、現在の東大医学部、当時の東京帝国大

学医科大学に進学しました。この進学については、いろいろ

いきさつがあり、先生自身は不本意だったようです。何しろ

芸術家肌の先生のことですから、本当は画家になりたかった

ようですが、ご家族の意向からやむを得ず医学の道へ進んだ

そうです。

私は 20 年ほど前、今日おいでになっている株式会社アイ

カムの当時の社長だった武田純一郎さんと一緒に、「医真菌

学の歴史を訪ねて ‐ 太田正雄と真菌研究 ‐ 」と題す太田先

生の足跡をめぐるビデオをつくる機会に恵まれました。たし

か 1996 年ごろだったと思います。この写真が今残っている

木下杢太郎記念館で、伊東市が管理しています。【写真 17】

この記念館の展示室の裏には、太田先生が生まれた当時の母

屋がつながています。まだ若かった私もそこで写真を撮らせ

てもらいました。現在も、この建物は伊東市で一番古い民家

として大事に保存されています。

大学生時代に先生がどのぐらい熱心に勉強されたかはよ

く分かっていません。【表 9】この時期の先生は文人として

の活動が非常に目立っており、「新詩社」という当時気鋭の

文人の集まりの同人になり、北原白秋などと一緒に九州を旅

行して詩をつくり合ったりしています。そしてこの学生時代

太田正雄の主な医学上の業績太田正雄の主な医学上の業績

・多くの皮膚疾患とくに母斑・母斑症の研究（眼上顎
褐青色母斑/太田母斑）

・癩の臨床的・実験的研究（病理組織学的根拠に基づく
病型分類、癩菌の培養と累代家鶏接種の試み）

・真菌症・病原真菌の研究（白癬菌、病原性酵母

などの新種記載、白癬菌の新分類ほか）

【表 7】

医真菌学活動歴を中心とする年譜(2)
—東京帝国大学医科大学学生時代—

医真菌学活動歴を中心とする年譜(2)
—東京帝国大学医科大学学生時代—

1906年（明治39年） 大学入学

1907年（明治40年） 新詩社の同人となり、新詩社九州旅
行に参加、詩作を始める
鴎外の知遇を得る

1908年（明治41年） 薬物学の追試交渉
を鴎外に依頼

新詩社を脱退し、「パンの会」を主
催
鴎外主宰の観潮楼歌会に出席

1909年（明治42年） 『昂』創刊とともに執筆陣に加わり
「南蛮寺門前」を掲載
『屋上庭園』を創刊

1910年（明治43年） この頃より絵画・美術評論を始める

1911年（明治44年） 大学卒業 『昂』に「和泉屋染物店」を掲載

【表９】

太田正雄の生家

杢太郎記念館 母屋の座敷

【写真１７】

医真菌学活動歴を中心とする年譜(1)

—誕生から東京帝国大学医科大学入学まで—

医真菌学活動歴を中心とする年譜(1)

—誕生から東京帝国大学医科大学入学まで—

1885年（明治18年） 静岡県賀茂郡湯川村（現、伊東市
湯川）に生れる（8月1日）

1906年（明治39年） 独協中学、第一高等学校を経て東
京帝国大学医科大学（現、東京大
学医学部医学科）に進学

【表 8】
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に森鷗外と知り合います。知り合ったというより、目を掛け

られたということでしょうか。やがて「パンの会」を結成し、

鷗外とともに短歌をつくり、また『昴』という雑誌を創刊し

て執筆するなど、精力的に文学活動を展開し、小説や戯曲も

数多くつくりました。美術の評論なども発表しています。こ

れらは全て医学部の学生時代にやったことで、創作活動は極

めて目覚ましかったのですが、どうも医学の勉強を真面目に

していた節があまり見られません。薬物学の試験の日を間違

えたとか忘れていたとかで試験を受けられず、「落第だ」と

言われ、慌てて森鷗外に泣きついたことがあったそうです。

当時、陸軍の軍医総監だった鷗外は、太田先生にとっては大

学の大先輩であるばかりか文学面でも師と仰いでいた方でし

たから、「しょうがない奴だ」とでも思ったのでしょうか。

薬物学の教授に何とか追試験を受けられないかと頼んでくれ

たそうです。ところが、薬物学の先生は頑として、「幾ら鷗

外先生の頼みでもそれは駄目だ」ときっぱり断ったというこ

とです。結局それで太田先生は 1 年留年してしまったので

すから、どうもあまり真面目な学生だったとは思えません。

それでも 1911( 明治 44) 年に大学を卒業しますが、卒業後

もまだ文学活動を盛んに続けていました。

これが先ほどお話しした新詩社の九州旅行の記念写真で

す。【写真 18】この真ん中あたりに座っているのが若き日の

太田正雄先生、木下杢太郎です。その後ろに北原白秋の顔が

見えますし、与謝野寛 ( 鉄幹 ) もいます。そのほか吉井勇、

平野万里といった、当時のそうそうたる詩人が一緒に九州に

旅行して詩をつくったということです。このスライドに鷗外

の写真と併せて太田先生が学生時代に描いた自画像を示しま

す。【写真 19】今回のカビ展にも展示してある『百花譜』と

いう太田先生のスケッチを集めた見事な植物の図譜集があり

ますが、それを見ただけで先生が大変な絵の才能の持ち主で

もあることが分かります。

医学部を何とか卒業した太田先生は、どの医局に入るか

悩んだということです。太田先生はもともとあまり医者には

なりたくないのに家族の意向でやむなく医学部に行かされた

わけです。そしてこれだけ文学活動をやっていますから、本

来は恐らく文学、そうでなければ画業で身を立てたいと考え

ていたに違いありません。それで、何を専攻するか自分でも

決めかねて、この時もまた森鷗外に相談したそうです。そう

したら、「東京帝大医学部の教授の中で一番教授らしい教授

は皮膚科の土肥慶蔵だ。そこへ行きなさい。」と助言されて、

そのとおり皮膚科に入ったといわれています。【写真 20】そ

んな話を聞くと、どうも医学部卒業生としては頼りないので

すが、とにかく土肥教授の門をたたくことになりました。こ

のスライドの右側の写真には、皮膚科入局当時の太田先生の

顔が大勢の医局員に交じって写っています。土肥教授は「鶚

軒 ( がくけん )」という雅号まで持っておられ、特に漢文学

に精通した大変な教養人、文化人でもありました。そうした

ことから鷗外とも親しかったのではないかと思われます。土

肥教授は、どういう思惑があったのか、「まず衛生学の緒方

正規教授のところで微生物の勉強をしてきなさい。」と命じ

たそうです。これが太田先生を医真菌学の道に進ませる直接

のきっかけになったと思われます。1915( 大正 4) 年、皮膚

科に入って数年後に、日本皮膚科学会で最初の学会発表をし

ます。テーマは「醸母菌」という今でいう酵母の病原性につ

【写真１８】

森 鴎外

（1862～1922年） 太田正雄自画像

【写真１９】

【写真２１】【写真２０】
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いてでした。さらにその論文を皮膚科の雑誌に

発表しました。【写真 21】

 1916( 大正 5) 年、土肥教授の意向から、当時

の満州、今の中国北東部に鉄道を敷いた満鉄と

いう会社がつくった「南満医学堂」という医学

校の皮膚科教授に推薦されて、赴任しました。

【表 10】さすがに中国まで行ってしまうと文学

活動は中断せざるを得なくなり、幸か不幸かそ

のかわり医学、特に医真菌の研究に力を注ぎ、

その成果を幾つもの学術論文として発表しまし

た。【表 11】その代表的な論文の一つが『汗疱

ニ就テ』です。これに関して一言付け加えますと、

汗疱という病気があることは以前から分かって

いましたが、これが白癬の一種であることを初

めて太田先生が明らかにしました。また『癜風

菌ノ研究』は、太田先生の医学博士の学位論文

になりました。癜風菌とは先にお示ししたマラ

セチアのことです。実はこの菌は油がないと発

育しない、したがって培養ができない菌なので

すが、当時はそれが分かっておらず、培養する

のに大変苦労したといわれています。油がない

と発育しないことが分かったのはそれから 30 年

もたった後ですから、当時としては致し方ない

のですが、大変なテーマを与えられたものだと

思います。それでも何とか学位論文に仕上げて、

めでたく医学博士の学位を取得しました。

太田先生は 4 年ほど南満医学堂の教授を務め

た後、1920( 大正 9) 年に辞任して日本に帰り、

南満医学堂時代に行った研究についてさらに幾

つも論文を発表しています。その代表的な論文

が、白癬菌の新種として発見した『鉄錆色小胞

子菌』の研究です。“Microsporum ferrugineum 

Ota” という学名を持つこの新種の白癬菌は、当

時の頭部白癬の主な原因菌であり、その発見は

世界的に高く評価されました。

帰国後、先生は、ヨーロッパに旅立ちます。

【表 12】海外旅行といってもそれは研究のため

であり、欧米の多くの医真菌学研究者と交流あ

るいは共同研究するのが目的でした。アメリカ

経由でヨーロッパへ渡り、最終的な目的地はフ

ランスのパリでした。パリのサン・ルイ病院で

サブロー博士に師事し、ソルボンヌ大学でレイ

モン・ランジェロン博士と共同研究を行います。

その成果が白癬菌の新分類であり、後にランジェ

ロン博士とともにレジオン・ドヌールというフ

ランスの大きな賞を受章することになった優れ

た研究です。

先ほども述べましたが、サブロー博士とラン

ジェロン博士の二人は太田先生を語る場合には

忘れてはならない真菌学者であり、世界の医真

菌学研究の歴史の上でも重要な研究者です。この

写真は、ビデオの撮影で私がサン・ルイ病院を訪

医真菌学活動歴を中心とする年譜(3)
—大学卒業から南満医学堂教授就任までの時代—

医真菌学活動歴を中心とする年譜(3)
—大学卒業から南満医学堂教授就任までの時代—

1911年（明治44年） 衛生学教室（緒方正規
教授）研究生

1912年（明治45年/大正
元年）

皮膚科学教室（土肥慶蔵
教授）入局

戯曲集「和泉屋染物店」刊行

1913年（大正2年） 『アララギ』,『昂』,『三田文学』,
『中央公論』,新聞などに詩、小説、
戯曲、美術評論、文芸批評、随筆類
をほとんど毎月執筆

1914年（大正3年） 戯曲集「南蛮寺門前」を刊行

1915年（大正4年） 第15回日本皮膚科学会総
会において最初の学会発
表「醸母菌ニ就テ」1）を
行う

小説集「唐草表紙」を刊行

1916年（大正5年） 南満医学堂教授兼皮膚科
部長に就任

美術論集「印象派以後」を刊行

1）土肥慶蔵、太田正雄：醸母菌ニ就テ．日皮会誌15：473（1915）

【表１０】

医真菌学活動歴を中心とする年譜(4)
—南満医学堂教授時代—

医真菌学活動歴を中心とする年譜(4)
—南満医学堂教授時代—

1916年（大正5年） 南満医学堂教授就任

白癬および白癬菌の本格的な研究をはじ
める

1918年（大正7年） 「汗疱ニ就テ(1)（所謂汗疱ハ皮膚絲状菌
病 ナルコトヲ論ズ）」1）の論文発表

1919年（大正8年） 「癜風菌ノ研究（其培養的及菌学的所見
並ニ接種試験）」2）の論文発表（これに
より1921年、医学博士の学位授与）

詩集「食後の唄」刊行

1920年（大正9年） 南満医学堂教授兼奉天病院長辞任

1921年（大正10年） 「満洲ノ白癬」3）の論文発表

この研究で得た白癬菌の新種を鉄錆色小
胞子菌Microsporum ferrugineum Otaと
命名、翌年論文4）として発表

美術紀行・芸術論
「地下一尺集」刊行

1）太田正雄： 汗疱ニ就テ(1)（所謂汗疱ハ皮膚絲状菌病ナルコトヲ論ズ）日皮会誌18, 18 (1918)発表

2）太田正雄：癜風菌ノ研究（其培養的及菌学的所見並ニ接種試験）日皮会誌19：875、938 (1919)

3）太田正雄：満洲ノ白癬. 日皮会誌 21, 201, 330 (1921)

4）Ota, M : Sur deux espéces nouvelles de dermatophytes en Mandchourie : Microsporum ferrugineum et 
Trichophyton pedis n. sp.  Bull Soc. Path. exot 15 : 588 (1922)

【表 1 １】

医真菌学活動歴を中心とする年譜(5)
—ヨーロッパ（とくにフランス）留学時代—

マルセイユを発ち、帰国1924年（大正13年）

最大の業績とされる白癬菌の新分類に関する論文3） を
発表

1923年（大正12年）

諏訪丸にて横浜出帆、ヨーロッパ留学に向う、米国を
経てパリ着

サン・ルイ病院（レイモン・サブロー博士1））と
ソルボンヌ大学（モウリス・ランジェロン博士2））
において白癬菌の研究を始める

1921年（大正10年）

1） Raimond Sabouraud (1864-1938) ; 2） Mauris Langeron (1874-1950)
3） Ota, M. & Langeron, M. : Nouvelle classification des dermatophytes. Ann. 

Parasit. 1 : 305 (1923)

【表 1 ２】
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ね、且つてのサブロー博士の研究室を覗かせていただいた時

のものです。【写真 22】 今も大事に保存されている研究室を

見て、さすが学術文化を大切にする国だと痛感しました。

太 田 先 生 は フ ラ ン ス か ら 帰 国 後、 名 古 屋 大 学 医 学 部

の前身である愛知医科大学、次いで東北帝国大学の各

皮 膚 科 教 授 を 歴 任 し、1937( 昭 和 12) 年 に、 母 校 で

ある東京帝大医学部に戻って皮膚科教授に就任しまし

た。そして 1941( 昭和 16) 年に、白癬菌の分類法を確立し

た業績に対してランジェロン博士と共にレジオン・ドヌール

勲章をフランス政府から授与されます。1941 年といえば第

二次世界大戦の始まった年ですね。日本とフランスの関係は

かなり険悪になっていた時期です。それにもかかわらずこの

権威ある賞を授与したフランス政府も立派ですが、受章され

た太田先生の研究業績がいかに優れていたかがよく分かりま

す。先生は 1945( 昭和 20) 年、第二次世界大戦の終わった

年の 10 月に惜しくも 60 歳で亡くなられました。【表 13】

先生が東京帝大医学部の皮膚科教授になられてからは、当

時の時代背景もあって文学活動になかなか身を入れられなく

なり、むしろ医学部教授としての診療・研究業務が日常生活

の中心になりました。先生自身も、特に東京帝大教授として

過ごされた晩年は非常に不本意な時代だったということを述

べられています。太田先生は亡くなられる直前まで昼間は医

学部教授として、また夜は文人木下杢太郎として精一杯活動

を続けられました。今でも伊東市では「杢太郎祭」という先

生を偲ぶ行事が毎年 10 月に行われています。先生の命日に

あたるこの時期に、杢太郎つまり太田先生に関するいろいろ

な記念行事が開催されておりますので、関心のある方は

ぜひ参加されてはいかがかと思います。

これが太田先生の論文にある「鉄錆色小胞子菌」によ

る頭部白癬にかかった子供と分離された菌の写真です。

【写真 23】この菌は日本からは数十年前に消滅したとい

われており、今国内では全く見つかりません。私は太田

先生が発見したこの菌がどうしても欲しくて、世界中

のいろいろな菌株保存機関に問い合わせをして探しまし

た。その結果、オランダの有名な菌株保存機関に太田先

生が寄託したという菌株があることが分かり、早速取り

寄せて培養しました。これがその写真です。【写真 24】

「鉄錆色小胞子菌」という菌名のとおり鉄錆色のコロニー

をつくり、よく見ると竹のような菌糸をつくっています。

この菌は今では日本からはおろか、世界的にみてもほと

サン・ルイ病院サン・ルイ病院

古い構内 かつてのサブロー博士の研究室【写真２２】

【写真２４】

【写真２５】【写真２３】

死去（10月15日）1945年（昭和20年）

フランス政府よりレジオン・ドヌール勲章1）を
受ける

1941年（昭和16年）

東京帝国大学医学部教授（皮膚科学講座担当）
となる

1937年（昭和12年）

東北帝国大学医学部教授（皮膚病梅毒学講座
担当）となる

1926年
（大正15年 / 昭和元年）

愛知医科大学（現、名古屋大学医学部）教授
就任

1924年（大正13年）

医真菌学活動歴を中心とする年譜(6)
—愛知医科大学・東北帝国大学・東京帝国大学歴任時代—

医真菌学活動歴を中心とする年譜(6)
—愛知医科大学・東北帝国大学・東京帝国大学歴任時代—

1）Décoration d’Officier de l’Ordre National de la Légion d’Honneur 51382.

【表１３】
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んど見つからなくなりました。胞子をあまりつくらないこと

が、どうもこの菌の絶滅につながったのかなと推測していま

す。

これがレジオン・ドヌール勲章受章の対象になった研究

論文で、太田先生とランジェロン博士が著者として名を連ね

ています。【写真 25】

太田先生はどうしても研究に欠かせない重要な病原真菌

の菌株の収集保存にも熱心でした。いつの時期のものか分か

りませんが、先生が集められた菌株の写真が残っています。

【写真 26】帝京大の医真菌研究センターも、病原真菌の大き

なコレクションをつくることを活動の大きな柱にしており、

今 8,000 株の病原真菌を保存しています。日本で最も大き

な病原真菌のコレクションが、私たちの研究センターにある

わけです。

このスライドは当センターの槇村浩一教授が撮ってく

れた白癬菌の最新のデジタル写真です。【写真 27】こうい

う独特な形をした分生子をつくったり、屈曲した菌糸をつ

くったりする白癬菌の特徴がよく現れています。これは白

癬の中で最も多い足白癬つまりミズムシの患部の写真です。

【写真 28】日本では大体 10 人に 1 人ぐらいはかかっている

といわれていますから、皆さんの中にも何人かはおられるは

ずです。最近はかなりいい治療薬ができていま

すので、それを使ってぜひ早く治療していただ

きたいと思います。これは爪白癬です。【写真 29】

一番治療しにくい厄介な白癬ですが、つい先月新

しい経口治療薬が承認発売されました。私もその

研究・開発にかかわらせていただきました。太田

先生の時代は白癬といえば頭部白癬が中心だった

ようですが、なぜか今はほとんどなくなって、か

わりに足と爪の白癬が大半を占めるようになりま

した。

これは、2001 年に全国の皮膚科医にアンケート

調査をして集計した白癬の疫学調査のデータです。

【図 7】足白癬だけの人が 1,280 万人で、爪白癬だ

けの人が 326 万人、足と爪白癬の両方にかかって

いる人が 864 万人、各々いることが分かります。

全部合わせると 2,500 万人近い患者数になります。

これは日本の全人口の 20 パーセントの人が足白癬

か爪白癬、あるいはその両方にかかっていること

を示しています。私の専

門でもある真菌症治療薬

の研究が近年随分進歩し

ているのに、まだまだ患

者が多いことが分かりま

す。早く治療しないと、

この病気はヒトからヒト

へうつりますし、命

に か か わ ら な い 病

気だとしても、医療費が

かなりかかりますし、本

人の QOL( 生活の質 ) に

大きく影響します。さら

に美容上の問題も加わっ

て、白癬の状況にはまだ

まだ解決すべき問題が

残っている、いやそ

れどころか太田先生

の時代よりもっと状況は悪くなっています。

深在性真菌症の問題はさらに深刻です。太田先生の時代

はこの病気はほとんどありませんでした。日本で深在性真菌

太田正雄の真菌菌株コレクション

【写真２６】

白癬菌のデジタル顕微鏡写真白癬菌のデジタル顕微鏡写真

帝京大医真菌研・槇村浩一博士提供

T.rubrum T.mentagrophytes

 菌種特異的な菌糸・分生子の形態が鮮明に観察される

【写真２７】

【写真２８】

【写真２９】

【図７】
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症の問題が表面化したきっかけは、第五福竜丸事件でした。

【写真 30】1954( 昭和 29) 年 3 月 1 日、ビキニ環礁でアメ

リカ軍が核実験を行ったときに、近くで操縦していたマグロ

漁船第五福竜丸が放射線に被ばくしたのです。23 人の乗組

員のうち、久保山愛吉さんという方が一番重い被ばくを受

け、半年後の 9 月 23 日に亡くなられました。解剖の結果、

久保山さんは肺炎にかかっていることが判明し、その肺から 

“Aspergillus fumigatus” が検出されたのです。現在この菌株

は “Aspergillus fumigatus 久保山株 ” と命名されて、私ども

のセンターに保存されています。それまでは、真菌症といえ

ば白癬など比較的軽い病気だとばか

り考えられていたのが、実は内臓に

重い病気を起こす真菌症すなわち深

在性真菌症があることを教えてくれ

た、医真菌学的にも非常に重要な事

件でもあったのです。

その後、深在性真菌症はうなぎ上

りに増えるようになりました。これ

は今日わざわざおいでいただいた北

里大学の久米光先生からお借りした

データです。【図 8】全国の大学病院

をはじめ大きな病院では亡くなられ

た方の病理解剖をしますが、久米先

生はその病理解剖のデータを丹念に

集計・解析されて、深在性真菌症が

死因にどのくらい直接的あるいは間

接的にかかわったかを詳しく調べら

れました。そのおかけで日本の深在性

真菌症の実態が非常にはっきり分かる

ようになったのです。というのは、深在性真菌症は診断がな

かなか難しく、生前に診断がつかない例が多いので、その実

像の解析には病理解剖のデータが不可欠だからです。

この貴重なデータを丁寧に説明すると 30 分ぐらいはかか

るので、ごく簡単にいたします。データをとり始めたのは

1969 年、第五福竜丸事件から 15 年ほど後になります。こ

の年から毎年、全国の解剖例の中で何パーセントに深在性

真菌症が見つかるかを調べていきますと、その値が右肩上

がりに増加し、2013 年の時点では 5 パーセント近くに達し

ています。これを日本の人口に換算しますと、年間の全死

第五福龍丸とAspergillus fumigatus 久保山株第五福龍丸とAspergillus fumigatus 久保山株

【写真３０】

本邦の病理剖検例における内臓真菌症の年次別発生頻度

抗真菌薬とその上市年次

アムホテリシンＢ 1962
フルシトシン 1979
ミコナゾール 1980

フルコナゾール 1989

ミカファンギン 2002
ホスフルコナゾール 2004

アムビゾーム2006
ボリコナゾール 2005

イトラコナゾール注 2007

イトラコナゾール 1993

0

ガイドライン初版（２００３年）

発
生
頻
度（
％）

1969

（除：病原真菌不明）

真菌症総数
カンジダ症
アスペルギルス症
クリプトコックス症

その他

真菌症総数
カンジダ症
アスペルギルス症

接合菌症

（除：病原真菌不明）

1

2

3

4

5

1973 1977 1981 1985 1989 1993 1997 2001 （年）20052007

ガイドライン改定版（２００７年）

2009 2013
カスポファンジン 2012

Kume H. et al, Med Mycol J. 2011;52(2):117-27.改訂

【図８】
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亡者数が 230 万人ぐらいですか

ら、亡くなった方の 6 万人から

7 万人の死因に深在性真菌症が

かかわったことになります。し

かも、この何十年間にかなりの

数の新しい抗真菌薬が開発され

て臨床で使われるようになりま

した。それにもかかわらずこの

有様ですから、深在性真菌症の

脅威は私たちの想像をはるかに

超えていると言わざるを得ませ

ん。このように今や真菌症の問

題は、太田先生の時代よりはる

かに深刻な状況にあることは明

らかです。

なぜこんなに深在性真菌症の患者が増

えたのでしょうか。原因は二つ考えられます。【表 14】一つは、

深在性真菌症を起こしやすくするような病気をかかえた人が

増えたこと、もう一つは深在性真菌症を起こしやすくする医

療が広く行われるようになったことです。例えば悪性腫瘍、

特に白血病などの病気になると免疫力が低下して深在性真菌

症が起こりやすくなります。また HIV 感染 (AIDS)、糖尿病、

その他のいろいろな免疫力を低下させる病気も同様です。そ

の一方で、臓器移植、骨髄移植、抗がん剤の治療、ステロイ

ド薬、免疫抑制薬、抗菌薬 ( 抗生物質 ) を使う、カテーテル

の留置や経管栄養、人工透析といった先進医療といわれる治

療法は、どれも今の医療には欠かせませんが、皮肉なことに

そのどれもが深在性真菌症を起こすリスクを高めているので

す。要するに、患者さんの抵抗力をなくす病気やその治療法

に原因があるということです。このような治療法や患者さん

はこれからますます増えてくるに違いありません。そう考え

ると、深在性真菌症の問題が今後ますます深刻化することは

明白です。

そんな状況の中、日本には病原真菌や真菌症を専門的に

研究する機関がたった三つしかありません。一つが国立感染

症研究所の真菌部門、二つ目が千葉大学真菌医学研究セン

ター、そして三つ目が最も古くからある帝京大学医真菌研究

センターです。真菌症、特に深在性真菌症の問題の深刻さ

に比べて専門の研究機関や研究者があまりにも少ないのが、

私たちの大きな悩みです。

最後のスライドになります。【図 9】これは太田先生が書

かれた、『大寺の前の廣場』という随筆の中にある一節です。

「私の選んだ学問は絡んだ絹糸のようにややこしいもの

で、それに道筋をつけるだけでもたやすく人の一生が過ぐる

べきものである。……道は繁く、命は短い。」

「私の選んだ学問」というのは、いうまでもなく医真菌学

のことです。私たちが今この言葉を聞くと、太田先生をはじ

めとする偉れた先達のお蔭げで医真菌学という学問にはある

程度「道筋」はついたように思います。しかし、実際の真菌

症の問題は解決するどころか一層深刻になっていることを

日々痛感させられています。そんな気持ちで私たちがこの問

題の克服を目指して頑張っていることをご理解いただければ

ありがたく思う次第です。

　大変長い時間になりましたが、私の話をこれで終わらせて

いただきます。どうもご清聴ありがとうございました。

……

……

……

……

－木下杢太郎｢大寺の前の廣場｣（1922年）より－【図９】

深在性真菌症発症の主な危険因子深在性真菌症発症の主な危険因子

• 骨髄移植/造血幹細胞移植
• 臓器移植
• 抗腫瘍薬
• ステロイド薬/免疫抑制薬
• 抗菌薬（抗生物質）
• 留置カテーテル
• 非経口栄養（とくに高栄養輸
液）

• 外科手術（とくに開腹手術）
• 人工呼吸器
• 人工透析

• 悪性腫瘍（とくに白血病など
の血液悪性腫瘍）

• 多発外傷・広範囲熱傷
• 結核などの細菌感染症
• HIV感染/AIDS
• 糖尿病
• その他の先天性・後天性
免疫不全症

医療処置基礎疾患・病態

【表１４】
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　はじめに

足元の悪い中、お運びいただきありがとうございます。帝

京大学大学院医学研究科の槇村です。以前は八王子キャンパ

スにおりましたが、今は板橋キャンパスでカビの研究をして

いる立場です。この「カビ展」におきましても第 1 章をお

手伝いしましたので、そのあたりのお話をさせていただきた

いと思います。お手元にパンフレットがあると思います。普

通の博物館のパンフレットと違い、第 1 章の部分は大変よ

くできており、教科書のようになっていますので、これを使

いながらお話ししたいと思います。

II　カビの惑星：地球

最初に、パンフレットにも「地球はカビの惑星」とあります。

つまり地球の支配者は実はカビだったのですね。ご存じで

しょうか？有史以前、具体的にはデボン紀、おおよそ 4 億

年ほど前の地球では、プロトタクシーテス (Prototaxites) と

いう、大体 6 メートル以上の巨大な不思議な塔のようなカ

ビが世界中に生えていたといわれています。何を根拠に言っ

ているのかとお考えでしょうが、当然です。しかし、化石が

世界中から出ていますから事実です。4 億年前のデボン紀が

どういう時代だったかというと、草のようなシダ植物はあっ

たのですが、今地球上に見られるような木本植物；木はなかっ

た。ですから地球上を巨大なカビが地球を支配していた。そ

ういう過去がありました。

 しかし、実は過去の事ではありません。今も地球上で最

も古くから生き続けており、最も巨大な生物はカビ、真菌で

す。この話題はしばらく前にヒートアップしたのですが、最

初に出たのは『Nature』(1992) 年のヤワナラタケというキ

ノコについての論文です。ひと山全部覆っているキノコの菌

糸細胞が同じ細胞質を分かち合って一つの個体となってい

る。多核巨細胞という言い方をしますが、実際上一つの巨

大な細胞となっていて、細胞隔壁を越えて移動できる数多

くの核と、一つの同じ細胞質を共有している。そのキノコ

の菌糸が覆っている山の面積が 15 万平方メートル、バイオ

マスとしては 10 トン、それまで生きていた年数を伸長の速

度から考えると 1500 歳です。それが米国ミシガン州で見つ

かりました。そのしばらく後、今は同じネイチャーグルー

プになっていますが『SCIENTIFIC AMERICAN』に掲載され

たオニナラタケはもっとすごい。米国オレゴン州では被覆

面積が 890 万平方メートル、バイオマスが 600 トン、そし

て年数は 2400 歳であったと報告されました。変ですけれど

も、本当のことです。地球上で最も長寿であり、最も大きな

生き物はカビ、キノコだということです。シロナガスクジラ

もメタセコイヤも敵いません。ですから、デボン紀から少な

くとも今まで地球を支配しているのはカビだということが

分かります。

とはいえ、このあたりの話は 1990 年代で終わっています。

例えひと山丸ごとヤワナラタケ、オニナラタケであったとし

ても、それがひとつの個体として我々一人一人と同じような

機能をしているかどうかが明らかになっていません。つまり、

ひと山を覆うヤワナラタケの、こちらのほうをコチョコチョ

とすれば、反対側が笑うかというと、そういうことはないわ

けです。ですから、これを個体といっていいかどうかは分か

らない。ただ、ひと山覆っていると、こちらで栄養が足りな

くて、あちらに栄養があると、輸送することはできます。こ

れ以外の、あるいはそれ以上の機能があるのかどうか、まだ

私たちは知りません。本当は秘密の機能があるかもしれませ

んが、分かりません。

そういうわけで、私たちはまだカビについて何も知らない

まま台所にカビが生えた、お風呂場にカビが生えた等と文句

を言っていますが、実は地球自体がカビの惑星だった。つま

り、我々はカビの惑星に間借りしている立場ですから、あま

り文句を言ってはいけないということです。

III　カビとは何か？ 

 カビとは何かということで、これはいつも学生に見せる

ものですが、漢字で書くと「黴菌（ばいきん）」です（図 1）。

最新研究講座　カビと闘う研究者たち！

「病原真菌と真菌症 ‐ カビが原因の病気にせまる ‐ 」
実施日　2018 年 9 月 15 日 ( 土 )　於　帝京大学総合博物館セミナー室

槇村　浩一

帝京大学大学院医学研究科医真菌学教授
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黴菌とは何かというと、日本では昔から、有害もしくは病原

微生物のことを黴菌と呼んできました。「黴」は普通、読め

なくて書けない漢字ですが、今日から読めて書けるようにな

ります。なぜかというと、「黴」は微生物の「微」、「かすか」

というかまえの中に「黒」と書いてある。つまり黒くてかす

かなものが「黴」です。よくお風呂に生えてしまう、あれで

す。もう覚えましたね？

では、「菌」とは何かというと、日本語でいうと「くさびら」

「キノコ」であって、カビの仲間です。ちなみに、今「カビ」

と簡単に言っていますが、カビとは、本当は糸状菌、ミズム

シ菌やコウジカビなど糸のような発育をする菌のことを言っ

ています。一方、清酒酵母、パン酵母、ビール酵母など基本

的には単細胞で生きているものをコウボといい、また目で見

えるくらい巨大な配偶子形成組織をキノコと呼びますが、こ

れらカビもコウボもキノコも後で述べるように本質的には何

も差がないので、併せて学術的に「真菌」と称します。しか

しその中でもカビという言葉が一番親しまれているので、真

菌の代表選手として私はまとめて「カビ」と呼んでいます。

さて、そのような訳ですから、我々が最も古くから認識して

いた病原もしくは有害微生物：「黴菌」は、その「黴」も「菌」

もどちらも実はカビの仲間であることをご理解いただければ

と思います。カビは昔から大事だったという話です。

IV　多様性：カビ、コウボ、キノコは同じ仲間

ところでカビの仲間は大変多様です。既に述べましたよう

に、キノコの仲間、コウジカビの仲間、コウボの仲間はま

とめてカビです。ここにシイタケの漫画を描いてみました

（図 2）。シイタケは大体 5 ｃｍ、大きいものは 15 ｃｍなど

幾らでも大きなものがありますが、まあ、このぐらいの大き

さです。シイタケから比べるとコウジカビ（アスペルギルス

Aspergillus）はこのぐらいで、コウジカビと比べるとコウボ

（カンジダ Candida）はこのぐらい、コウボと比べると細菌

の仲間の黄色ブドウ球菌や大腸菌はこのぐらいです。コウボ

を 5 μｍ（本当はもう少し小さいものが多いのですが）で

キノコが 5 ｃｍだとすると、その大きさの差が 1 万倍です。

かなり大きさの違いはあるのですが、これはナンセンスとい

えばナンセンスです。なぜならシイタケは多細胞でコウボは

単細胞ですから、多細胞と単細胞を比較してもしようがない

という話でもあり、また先ほどの「地球で最も大きな生物は

何か」という話を思い出してください。シイタケの大きさは

5 センチではありません。原木栽培をしている場合、ほだ木

（原木）の中に充満した菌糸体がシイタケの本体であり、そ

の中でチョロッと出た花のようなものがキノコです。ですか

ら、シイタケのキノコ（子実体といいます）をつかまえて「こ

れがシイタケだよ」と言っているのは、このキャンパスにも

大きな桜の木が生えていますが、桜の花一輪を採って「これ

が桜だよ」と言っているのと一緒です。もちろん間違っては

いません。しかし、葉が茂り、大きな幹があり、根を張って

いるのが桜の本体です。それに相当するのが原木の中に生え

ている菌糸体です。菌糸体の固まり、先ほどお話ししたバ

イオマス 800 トンとか 600 トンというものがキノコの本体

です。キノコの本体は、後にご覧に入れるように実はカビ

なのです。

IV-1　コウボとは

まず、カビの仲間の代表選手であるコウボからご覧に入れ

ます。これはカンジダ・アルビカンス（Candida albicans）

といってヒトに病気を起こすコウボ（病原酵母）の仲間の代

表選手です（図 3）。ヒトに病気を起こすコウボの中で一番

多くの感染を起すのがこれです。カンジダ膣炎等の皮膚粘膜

の感染や敗血症・内臓真菌症などです。

このように芽が出て膨らんで（出芽により）増えていくの

がコウボです（図 3C）。コウボには二つの意味があります。

一つは主に単細胞で生育する、増えていくカビの仲間のこと

をいいます。もう一つの意味は、パン酵母、ビール酵母、清

酒酵母がそうであるように、有用コウボ、食品として我々が

昔から慣れ親しんできたものをいいます。我々が食品として

慣れ親しんできたコウボは、たった 1 種類のコウボとその

仲間たちで、その名をサッカロミセス・セレビジエ（Saccha-

romyces cerevisiae）といいますが、それをコウボ（酵母、イー

スト）ということがあります。科学的な意味としてコウボと

いうときには、単細胞のカビ、日常の生活でコウボというと

【図１】 【図２】
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きには S. cerevisiae という特別の菌のことをいいます。この

辺がごちゃ混ぜになっているため、ややこしいのです。

菌がいっぱい増えている所を「集落」もしくは「コロニー」

といいます。そこでもコウボは基本的には単細胞で増えて

いるのですが、その周りを見ると毛羽立っていることがあ

ります（図 3A）。そこを見ると、このようになっています

（図 3B）。カビのように糸状に発育しており、これを菌糸、

特に仮性菌糸といいます。つまり、コウボであっても菌糸状

の発育を示すことがあり、これを二形性と呼びます。カビに

は単細胞で増える能力と糸のように増える能力の両方を持っ

ているものが少なくありません。

IV-2　カビ（糸状菌）とは

これが糸状菌と呼ばれるカビの代表選手：ミズムシの原

因菌であるトリコフィトン・ルブルム（Trichophyton ru-

brum）です（図 4）。おおむね世界中、我々が住んでいるよ

うな温帯地域の人たちは、20％の方々がミズムシを持って

います。その 20％の方々のうちの 80％はこの菌に感染して

います。C. albicans がヒトの命を脅かす真菌、カビとして一

番重要なものの一つだとすると、これはミズムシの原因のカ

ビとして一番大事なものと考えてください。

カビ（糸状菌）とはどういうものか。大きく生えた所は白

くてふわふわしています（図 4A）。顕微鏡で見ると分岐があっ

て、枝分かれがあったり隔壁があったりするのが特徴です

（図 4B の青矢印、C の黒矢印）。カビの仲間はおもしろいこ

とに菌糸と菌糸が並んで走っていると途中で勝手に吻合して

つながってしまい（図 4C の赤矢印）、並列する菌糸の間で核、

遺伝子や原形質、細胞の中身すら行ったり来たりさせてしま

うことがあります。このように偽の有性生殖のようなことを

してしまうところが、カビの多様性、いろいろなものができ

てくる原因の一つだと思います。一方、糸のように発育する

という意味でいうと、二形性を示すコウボとあまり変わりが

ないと考えてください。

IV-3　キノコとは

ではキノコはどうでしょうか。これは東京都内のある病院

の技師の方から「先生、何か分からないカビが生えちゃった

んです」と送られてきたものです（図 5）。私たちが見ると、

これはキノコだとすぐ分かります。白くてパサパサしていて、

普通のカビではなくむしろキノコです（図 5A）。顕微鏡で見

ると、キノコに特徴的な「クランプ」または「かすがい連結」

が見られ、また変なとげのようなものがありますので、スエ

ヒロタケかなあ、と推定しました（図 5B）。遺伝子を見てみ

ると、まさにスエヒロタケというキノコでした。

たまには遺伝子だけではなくてキノコ自体をシャーレ、つ

まりペトリ皿の上でつくってみたいと思い、ペトリ皿の上で

キノコをつくる条件で培養したところ、きちんと生えました

（図 5C）。これがペトリ皿の中でできたキノコです（図 5D）。

これで今、このカビに見えた菌糸がキノコの本体だというこ

とが分かりました。このキノコの本体は、やはりただのカビ

とほとんど同じですよね。そういうわけで、カビとコウボと

キノコは見た目、ごく一部だけ見ると随分違うもののように

見えますが、本質的には大きな差はなく、同じ仲間であるこ

とがご理解いただけたかと思います。

【図３】

【図５】

【図４】
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V 進化の道筋にみる生物としてのカビ

では、カビは生物の中ではどういう位置付けなのかを考え

てみたいと思います。「カビもヒトも同じオピストコンタ」、

何か呪文のようですが、オピストコンタ (Opisthokonta) が

キーワードです。生物の進化系統樹をアレンジしたものを示

しました（図 6）。これは、お手元のパンフレット 5 ページ

の生物の系統樹と同じものです。

V-1　生物の 3 ドメイン

そもそも生物の起源は何かという議論があります。滅んで

しまった起源生命はたくさんあったのかもしれませんが、今

生きている我々の起源生命はたった 1 個の細胞です。この

起源生命から最初に今でいうと細菌と古細菌という二つの種

類の比較的簡単な構造の生物（原核生物）の仲間ができまし

た。細菌と古細菌のどちらが先に現れたのかは判らないので

すけれども、先ほど絵でお見せしました黄色ブドウ球菌や大

腸菌などが細菌です。一方、古細菌は、実はこの辺にもいる

のですが、田圃の泥の中とか空気があまりないような環境が

好きです。あるいは温泉や熱水の噴出している海底など、ちょ

うど原始地球の環境に近い所から初めて見つかった、細菌と

よく似ているけれども少し違う仲間なので、発見者が「古細

菌」と名前を付けてしまいました。しかし、本当は古い細菌

ではないようです。どういう細菌かというと、我々真核生物、

細菌から複雑な細胞の構造を持った真核生物のもとになった

原核生物です。ですから、実は普通に見られる細菌より高等

だと考えてもいいのかも知れません。

三つの生物のグループ、細菌、古細菌、および真核生物は

生物の基本的なグループ（3 ドメイン）で、高校生物の教科

書にも書かれている基本的な考え方です。これを元にして、

2006 年辺りから多くの遺伝情報を駆使することのよって、

真核生物がたどった進化の道筋が新たに分かってきました。

V-2　真核生物の 2 グループ：バイコンタとユニコンタ

古細菌から発生した真核生物は、二つのグループが分かれ

ました。一つがエクスカバータ Excavata とディアフォレティ

ケス Diaphoretickes、もう一つがアモルフェア Amorphea で

す。エクスカバータとディアフォレティケスは鞭毛が 2 本

の生物が基本型となっていることからバイコンタ Bikonta で

す。一方、アモルフェアには鞭毛が 1 本の生物が基本型となっ

ているものがあり（鞭毛を持たないものもありますが）、ユ

ニコンタ Unikonta と呼ばれます。ここで「バイ」は bicycle

の「2」、「ユニ」は「1」という意味ですね。「コンタ」はギ

リシャ語で鞭（むち）のことで、鞭毛（べんもう）を指しま

す。バイコンタの代表として、その辺の緑色になったどぶの

中などに泳いでいるクラミドモナス Chlamydomonas、ユニ

コンタの代表としてはヒトの精子を挙げておきました。 

鞭毛が 2 本のバイコンタの仲間では、エクスカバータか

らミドリムシの仲間が生じており、ディアフォレティケス

からアーケプラスチダ Archaeplastida つまり植物の仲間や、

ミズカビの仲間を含むストラメノパイル Stramenopiles、さ

らにはその近い仲間にはアルベオラータ Albeolata とリザリ

ア Rihizaria があります。

ミズカビは金魚などが死ぬと水中で生えるカビのような生

きものですが、カビではありません。植物の細胞壁はセルロー

スでできていることをご存じかと思いますが、ミズカビのよ

うなストラメノパイルの細胞壁もセルロースです。一方、カ

ビの細胞壁は、グルカン、マンナン、およびキチンなどといっ

た多糖からできていることを考えると、やはりミズカビはカ

ビと違って植物に近いのです。またミズカビと非常に近い仲

間にアルベオラータがいます。皆さんがご存じのものではゾ

ウリムシなどがそうです。医学的に大事なものとしてはマラ

リアです。熱帯で問題になっていますが、日本にも入ってく

るのではないかといわれています。また、リザリアに相当す

る生物としては有孔虫があります。沖縄や西表島などに行く

と有名な星の砂がありますが、星の砂は海底生物である有孔

虫の殻です。ミズカビもゾウリムシも星の砂も植物に近い仲

間だということです。おもしろいですね。

一方、エクスカバータにはミドリムシの他に、ヒトの病気

に関係するものとしてランブル鞭毛虫やトリコモナスなどの

原虫が同じ仲間です。ランブル鞭毛虫は消化器感染症をおこ

しますし、トリコモナスは性感染症の原因原虫です。

V-3　カビもヒトも同じオピストコンタ　

では、アモルフェアから出たものが何かというと、アメー

ボゾア Amoebozoa とオピストコンタです。アメーボゾアは

アメーバの仲間を指します。病原微生物としては赤痢アメー

バや、コンタクトレンズに関係してアカントアメーバなど、

一度感染すると治療も容易ではなく嫌らしいものがいて、な

かなか大変です。

また、最近時々話題になる粘菌もアメーボゾアの一員です。

菌という名前が付くので菌の仲間かと思われるかもしれませ

んが、違います。巨大なアメーバです。粘菌は巨大な多核巨

細胞で、幾つもの細胞が寄り集まって、数センチから数十セ

ンチ程度の大きさにまでなります。

ここでアメーボゾアと袂を分けたのがオピストコンタで

【図６】
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す。オピストコンタとは、ここに書いてある通り「オピスト」

はギリシャ語で後ろという意味で、「コンタ」は鞭です。鞭

毛が後ろに付いている仲間がオピストコンタです。一方、鞭

毛が前に付いている仲間はアンテロコンタ Anterokonta と

呼ばれます。つまり、鞭毛の方向に泳いでいくか、鞭毛の反

対側に泳いでいくかという違いです。

先ほどユニコンタの代表として登場してもらった精子です

が、同時にオピストコンタの代表例でもあります。ヒトや動

物の精子を思い出していただければ、鞭毛の反対側に泳いで

いくのが想起できます。そして、その仲間に入ってくるのが

我々動物と真菌ということになります。びっくりしますよね。

動物とカビは親戚同士で、同じ細胞を分かち合った非常に近

縁の関係であることが分かります。もちろん、今生きている

多くのカビは鞭毛を失っています。しかし、ツボカビなど原

始的な形を維持している一部のカビの仲間には今も鞭毛があ

り、精子のように泳ぎます。

カビというと、葉緑体のない植物の仲間だとか、あるいは

抗生剤（抗菌薬）が効かない細菌の仲間だという認識があっ

たかもしれませんが、実際には我々と非常に近い仲間である。

近いというか、ほとんど親戚関係にあることが分かります。

これが、真菌・カビによる病気や障害（微生物汚染・腐蝕、

微生物災害）などを考えるとき、その対策が難しい根本的な

の原因の一つです。なぜなら、私たち動物とカビはこのよう

に細胞を分かち合った親戚同士ですから、カビだけに特別な

マーカー、つまりカビを見付けるための目印が限られていま

す。ですから、私たちにカビの感染が生じていることは見つ

けにくい（真菌感染症の診断は難しい）のです。また、動物

とカビの細胞やその働きは大変似通っていますので、カビに

よる感染であったとしてもカビだけを選択的に殺すような薬

（真菌感染症治療薬）の開発が難しいのは分かりますね。比

べると、細菌は系統的にずっと離れていますから、その分だ

け細菌だけのターゲットを見つけやすい。だから細菌だけを

殺してヒトに影響がないものはつくりやすい（それでも耐性

菌の問題は尽きませんが）。しかしカビと動物は同じ細胞を

分かち合った仲間なので、カビだけを殺す薬をつくるのは非

常に難しい。そんな関係もこの樹系図からお分かりになると

思います。たった１枚の絵ですが、とても深くて、これだけ

で随分楽しめます。これ一枚で何時間か話をしろと言われた

ら、普通にできます。

先ほどお話ししましたが、私はカビの研究者ですのでカビ

の仲間を中心に研究・開発を行っています。カビの研究は非

常に難しいです。私も大学を卒業する前に研究領域としては

感染症の中で、カビをやろうか、原虫や寄生虫の仲間を選ぼ

うかと考えたことがありますが、こういう仲間を選ばなくて

よかったと考えています。カビならほぼ同じ祖先から進化し

たグループ（単系統）だけなので別の種であっても似通った

仕組み考えればいいのです。しかし、もし寄生虫の仲間でも

原虫という顕微鏡でしか見えないものを扱った場合には、ア

メーバはアモルフェアのアメーボゾアで、ランブル鞭毛虫は

エクスカバータ、マラリアはアルベオラータというように、

非常に広い分類を扱わなければいけないため、全然収拾がつ

かなかっただろう、やはりカビを選んでよかったなと改めて

思う 1 枚の絵です。

VI　多様なカビの生きた姿

では、カビとはどんなものでしょう。私はいつも申し上げ

るのですが、病原微生物の中では、バクテリア、細菌の仲間

やウイルスの仲間とは違って、カビには顔があります。各々

のカビに各々特徴的な姿がありますので、そこをご覧いただ

ければと思います。

VI-1 押し花としてカビを見るガラス板培養法

今までカビの形はどうやって見ていたかというと、ここに

示すガラス板培養（スライドカルチャー）法（図 7）が使わ

れています。私もこの方法を初めて習った時に衝撃を受けた

のですが、ペトリ皿の中にガラス板、スライドガラスを置い

て、その上に培地を置きます。培地の上にカビを生やして、

その上にカバーガラスというガラスを載せます。ガラス面に

カビが這うように生えると、それを染めて見るという不思議

な方法で、大変泥臭いというか手間のかかる方法ですが、こ

れがいまだに標準的な方法です。この方法は精密なカビの形

を見ることができるので大変よいのですが、一方、これで観

察できるカビの形は押し花（さく葉標本）です。つまりガラ

ス板の上を這うように走ったものを染めて見るので、二つの

意味で押し花です。一つは潰れる。もう一つは色が自然では

ない。タンポポでいうと、生きたタンポポをデジタルカメラ

で撮ると、野に咲く花としての生体写真が得られます。とこ

ろが、博物館（標本館）では博物標本としてさく葉標本が保

存されており、その写真ライブラリーも見ることができます。

さく葉標本は学術的な意味があります。第一に標本として

取っておくことができますし、詳細な観察ができます。従っ

て、押し花は押し花でいいのですが、やはり生きた花を見た

いですよね。この生きた花に相当するカビを見る方法が今ま

でなくて、ずっと試行錯誤していました。
【図 7】
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VI-2 デジタル顕微鏡で見る生きたカビの姿

そして去年、やっとそれらしいものができ

ました。これがカビ観察用のデジタル顕微鏡

です（図 8）。機械は私がつくったわけでは

ありません。慎重に選択した工業用のデジタ

ル顕微鏡をアクリルボックスに入れる等の工

夫を加えてカビの観察に使えるようにしたも

のです。これを使うと、生体写真に相当する

生きたカビの姿が見られます。これから押し

花に相当するスライドカルチャーの写真と、

生きたカビの写真を両方交互にご覧に入れま

すがきれいです。

1）アスペルギルス・フラバス Aspergillus 

flavus です（図 9）。皆さんがご存じのコウジ

カビの仲間ですが、アフラトキシンという非

常に強い肝がんを起こす毒素をつくるカビで

す。一方、日本では肺感染症も起こしやすい

厄介なカビの一つです。コロニーがペトリ皿の上に生

えると、こんな感じです（図 9 集落像）。一方、押し花

のようなガラス板培養像はこちらです（図 9 生物顕微

鏡像）。これはこれできれいだと思うのですが、集落に

生えたカビを直接見ることができれば、生きたままの

カビの姿を見ることができるら見られる様になったの

がこの生きたアスペルギルス・フラバスの顔：デジタ

ル顕微鏡像です（図 10）。ガラス管のような柄：分生

子柄（ぶんせいしへい）があって、その先に頂嚢 ( ちょ

うのう ) という膨らんでいる所があり、そこに胞子（分

生子）が付いています。この色も自然の色です。この

ように見えます。

先ほどお話ししたスライドカルチャーという方法で

は、一度生えたカビをまたガラス板の上で生やさなけれ

ばいけないので、2 週間から 1 カ月ぐらいかかりますけ

れども、これはペトリ皿の上に植えて 3 日目ぐらいのカビ

です。この観察法を用いると非常に早くて便利ですし、そも

そもきれいです。同じカビですが、二週間たつとこのぐらい

成熟してきます（図 11）。ブロッコリーのようです。この一

つ一つが分生子、いわゆる胞子で、これが飛んでカビがまき

散らされ、感染やアレルギーなどの原因となります。

2）アスペルギルス・ニゲル Aspergillus niger、黒コウジ

カビとも呼ばれます。よく焼酎で黒麹といいますが、あれに

【図 8】

【図９】

【図１１】【図１０】
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近い仲間です。これは押し花の写真です（図 12）が、これ

はこれできれいだと思います。分生子柄があって、分生子頭

があります。この形の特徴を見て、これがアスペルギルス・

ニゲルであると同定します。種を決めることを同定といいま

す。デジタル顕微鏡で見ると、このように菌糸がガラス管の

ように透明できれいです（図 13）。植えてから 1 日か 2 日

でこの程度に十分見えます。「生きたカビはこんななのか」

と感激しながら見るわけです。分生子頭だけ見るとこんな

感じです（図 14）。これは 1000 倍のイメージですが、ここ

に見られる一つ一つが分生子です。このような 1000 倍のイ

メージをそのまま見られる技術は今までありませんでした。

3）アスペルギルス・ツービンジェンシス Aspergillus tub-

ingensis、これはアスペルギルス・ニゲルと非常に近い仲間で、

抗真菌薬が効きにくい事が知られています。したがって、ア

スペルギルス・ニゲルと区別することが必要なのですが、ガ

ラス板培養像ではこの 2 つのカビの区別はできず、遺伝子

の解析が必要と言われていましたが、デジタル顕微鏡で見る

と区別できます（図 15）。これがツービンジェンシスですが、

先ほどのニゲルと比べて何となく違いが分かりますね。色の

黒さも違えば、分生子、胞子の大きさも違います。そういう

ことで我々が今まで彼らを区別できる目を持っていなかった

ことが分かります。このデジタルの目を使うことによって、

カビの診断も研究も進んでいくに違いないと確信できた一つ

の写真です。

4）アスペルギルス・テレウス Aspergillus terreus：海

外、特にヨーロッパでは多剤耐性のアスペルギルスとして

非常に問題となっているコウジ菌の一つです（図 16）。見

事なスライドカルチャーが撮れるというか、スライドカル

チャー向きの菌です。きれいな写真が撮れると言う意味で

フォトジェニックな菌の一つと言えます。これを見ていただ

【図１３】

【図１４】

【図１６】【図１５】

【図１２】
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くと、次の写真は全然違うので驚きます。生きた姿はこれで

す（図 17）。印象は違うかと思いますが、私共研究者が実験

室・検査室で見ているのはこのデジタル顕微鏡像のイメージ

です。これを見てアスペルギルス・テレウスと同定できます。

リアルな感じがなかなかいいですね。

デジタル顕微鏡は生きたカビの姿が見られるので大変よい

のですが、一つだけ欠点があります。見ていて楽しいので時

間が過ぎてしまいます。私は大体教室のメンバーが帰ってか

ら（本当は、気が付くと誰も居なくなっているので）一人で

こもって見ているのですが、帰りの電車が無くなってしまう

のが難点です。

5）トリコフィトン・インテルジギターレ Trichophyton 

interdigitale 一寸前までトリコフィトン・メンタグロフィテ

ス Trichophyton mentagrophytes と呼ばれていました。先

ほどミズムシのナンバー 1：トリコフィトン・ルブルムのお

話をしましたが、これはナンバー 2 です。ミズムシの方の 2

割ぐらいがこれに感染しています。これが押し花の写真です

（図 18）。クルクルと菌糸があって、真ん丸い分生子、胞子

があります。これをデジタルで見ると、このようになります

（図 19）。この巻きひげみたいなものがグッときますね。そ

して分生子が球形です。この写真は、私が 1 年近く前にデ

ジタル顕微鏡でやっといい写真が撮れるなと思った時に初め

て撮った、最初にお見せしたアスペルギルス・フラブスと同

時に撮ったものです。この時、随分感動したのですが、人間

は幾つになっても成長というか技術的に進歩があります。毎

日見ていると、だんだんいい写真が撮れるようになり、今は

このぐらいの写真が撮れるようになりました（図 19）。これ

は 1000 倍像です。あの時には 1000 倍は撮れなかったので

すが、だんだん技術的に向上してきました。人間幾つになっ

ても成長するものです。この倍率でみると、瑞々しい大分生

子があり、イクラのような小分生子がきれいですよね。これ

が生きている姿ですが、1000 倍像で水虫（白癬といいます）

菌の生きている姿を見た人は今までいませんでした。今ス

チールで画像をお見せしていますが、ライブでご覧いただく

と、原形質流動、細胞の中で細胞小器官が流れているところ

まで見えます。この技術を使うことによって、カビがどのよ

うに生きていて、また抗真菌薬などの薬を当てると何が起こ

るかということがリアルタイムで見られる技術がやっと開発

できたわけです。本邦初のみならず、世界初の技術です。

6）ナニッチア・ギプセア Nanizzia gypsea です。この間

までミクロスポルム・ギプセウム Microsporum gypseum と

呼ばれていた、土が好きなタムシの原因菌です。よく子供が

丸いゼニタムシなどをつくってくると、これです。タムシと

しては炎症が強いので、かゆいと言うよりは少し痛いです。

これがスライドカルチャー、押し花の写真です（図 20）。分

生子、大分生子があって、小分生子があります。きれいです

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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が、デジタルにすると、こうなります（図 21）。夢のような

感じです。そう言うと笑われますが、これが現状では一番フォ

トジェニックな菌だと思います。大分生子は、すりガラスで

つくったガラス細工のようで、見ていて楽しいですね。小分

生子はこんな感じです。「こんなものを見ていて、楽しそう

でいいね」とよく言われます。楽しいことも、たまにはした

いですよね。これは一番古く撮った写真の一つですけれども、

一番いい写真の一つです。今度これで写真集を出しますので、

表紙に使おうかと思っています。

7）リゾパス・アリツス（オリゼともいいます）Rhizopus 

arrhizus　(oryzae) です。率は少ないですけれども、ヒトに

感染した場合は致死率が極めて高い嫌なカビです。これは押

し花の写真です（図 22 生物顕微鏡像）。きれいですね。一方、

従来の技術で 3 次元の観察ができる方法としては実体顕微

鏡という特殊な顕微鏡があったのですが、それで撮ったベス

トショットがこれです（図 22 実体顕微鏡像）。私はこれよ

りいい写真は撮れないと信じていました。というのは、実体

顕微鏡をご覧になった方がいらっしゃれば分かると思います

が、両眼、二つの目で見ますが、写真は片方のレンズでしか

見られないので、立体的な写真を撮ることができません。こ

れは奇跡的にそれらしく撮れて「ミラーボールみたいできれ

いだね」と言っていたのですが、デジタル顕微鏡で見るとこ

んなレベルです（図 23）。レベルが違って笑ってしまうほど

ですが、ほとんどメタリックな感じです。ここに示されるよ

うに仮根という根っこのようなものがあって、そこから胞子

嚢柄が出ていて、その先に胞子嚢があります。胞子嚢の表面

には胞子嚢胞子が透けて見えます。こんな形です。苦労して

実態顕微鏡で見ていた私は何だったのだろうと思います。現

在、本菌をはじめとするムーコル目のカビによる日和見感染

（ムーコル症と言います）が世界中で問題となっています。

ヒトのムーコル症という病気は診断が難しいだけでなく、効

果が期待できる抗真菌薬も限られていることから致死率が極

めて高いことが知られていますが、そのうちの半分はこのカ

ビで起こっています。

8）カニングハメラ・エレガンス（ベルトリチエとも言い

ます）Cunninghamella elegans（bertholletiae）は、日本で

みられるムーコル症の残りの半分を占めています。スライド

カルチャーによる押し花の写真でもそこそこきれいですが

（図 24）、立体的な形がよく分かりません。一方、デジタル

顕微鏡で見るとこんな感じです（図 25）。この写真は個人的

にはすごく感慨深いものです。なぜかというと、この菌は大

変立体的です。つまり、私たち研究者が顕微鏡あるいは実態

【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】
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顕微鏡を覗きながら、頭の中で合成して見ていた絵なのです。

こんなにおもしろい格好をしているのに人にご覧に入れられ

ないのが残念だと思っていたものが、デジタル顕微鏡を使っ

てご覧に入れることができたという感動の 1 枚です。とは

いえ今なら、もう少しうまく撮れるような気がします。

胞子嚢があり、首飾りのようにチョコチョコと出た小さな

胞子嚢や、花火のように広がったところなど、これは奥行の

ある像なので、普通の顕微鏡写真では絶対に撮れません。押

し花にするか自分で見ながら頭の中で 3 次元合成しなけれ

ばいけなかったのですが、今のデジタル顕微鏡は 3 次元合

成が、ちょうど民生用カメラ、普通のデジカメでも焦点合成

ができるようになりました。その焦点合成技術を顕微鏡に応

用したものだと思います。ノウハウは秘密なので教えてくれ

ないですよね。でも見ていると大体分かってくるわけです。

このような技術で、初めて生きたカビのありのままの姿を皆

様にご覧に入れることができるようになりました。また、こ

れ自体が大変画期的なことで、カビ自体の実際の形態学、生

理学の知見、知識が集められて、カビの研究が進んでいくに

違いありません。

VI-3　コウボにも顔がある

今までカビをいろいろご覧に入れましたが、コ

ウボはどうでしょうか。コウボには顔があります

か？

まず、普通のポテト・デキストロース寒天培地

と、クロモアガー（CHROMagar Candida）と呼

ばれ生えた菌に色が付くような培地のペトリ皿の

上にいろいろなコウボを生やしたらどうなるか、

見ていただきたいと思います（図 26）。左の培地

は判りにくいかもしれませんが、私たちは普通こ

ちらの培地で菌の発育を見ています。これだけで

も、いろいろな違いに気付くのですが、より分か

りやすくは、クロモアガーによってコウボ毎に色

分けを行うと分かりますね。カンジダ・グラブラー

タ Candida glabrata の集落はこんな色で、カンジダ・

クルーセイ Candida krusei の集落はこんな色だということ

が分かります。これは集落レベルで色によって区別を付けた

ところですが、コウボの細胞一つ一つも実は見れば顔があり、

特徴があります。

さらに、普通の生物顕微鏡 400 倍で観察したカンジダの

顕微鏡像を御覧に入れます（図 27）。これがカンジダ・ア

ルビカンスで、これがカンジダ・パラプシローシス Candida 

parapsilosis ですが、この二つは区別がつきません。しかし

カンジダ・クルーセイは違います。わらじのようで大きいの

です。写真で見ると大したことはないですが、実際にファイ

ンダー、顕微鏡をのぞくと大きく感じます。一方、これはカ

ンジダ・グラブラータです。最近、女性の膣炎などで抗カン

ジダ薬の効きが悪くなりつつあるなど大きな問題になってい

ますが、この酵母の細胞は小さいのです。このように、コ

ウボでも菌ごとに顔があります。カビにはさまざまな顔が

あり、コウボの場合も慎ましやかですけれども、それなり

の顔があるということで、カビは多様であって観察すると

各々違うからおもしろいということが分かります。

【図２７】

【図２５】 【図２６】
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VII　カビによる病気：真菌感染症やアレルギー・中毒

では、カビは何を起こすのでしょうか。ヒトの病気とし

ては感染症、アレルギー、および中毒などいろいろなこと

を起こします。カビによる病気とはどのようなものでしょ

う？ヒトの健康を障害する真菌：カビについて考えてみます

（図 28）。

VII-1　真菌感染症

カビの病気について話題となるとき、普通は感染症だけを

議論しています。それではカビの感染とは何でしょうか？ウ

イルスや細菌などと比べて、カビはまともな病原性あるいは

必殺技のようなものを持っていません。バクテリアの場合は

毒素などの病原因子を持っていますので、それを潰すと病原

性がなくなります。ウイルスなどもそうです。しかしカビに

はそのような病原体としての「強み」がないのです。ないに

もかかわらず、一度カビに感染すると対策に難渋するのが問

題です。つまり、「強み」が無い代わりに「弱点」もないと

いえるかも知れません。

それでは、どのようなカビが感染；ヒトに生えるかという

と、条件は最低限二つだけです。第一に、37℃ぐらいの温

度でも生えることができること。そして第二に、ヒトの組織

を唯一の栄養源として発育できることです。

つまり我々の体温は 37℃以上なので、37℃で生えないも

のは基本的にはヒトに生えることができないので、感染症

の原因にはなりません。ところがカビは既知の、分かって

いるだけでも菌種が 10 万種います。未知のものまで合わせ

て 150 万種とも 400 万種ともいわれているのですが、その

中の大部分は環境中で環境の物を分解したりしているカビで

す。分かっているだけでも10万種のカビの中で、ごくわずか、

おおむね数百種（1％未満ですね？）が病原真菌、感染症の

原因になる菌です。ですからヒト感染症の原因になるカビは

非常に変わり者です。

そのようなカビの中には、ヒトと一緒にしか生きていけな

くなってしまった、ばかなカビたちがいます。先ほどお話し

したカンジダ・アルビカンスもよく病気を起こしています

が、これもそうです。ヒトのいない所から、まず出てきませ

ん。またミズムシの話をしましたが、ナンバー 1 のトリコ

フィトン。ルブルムとナンバー 2 のトリコフィトン・イン

テルジギターレの二つも、実はヒト以外の動物にほぼ生えま

せん。ですから、ミズムシが足に生えた時には、足のミズム

シに語りかけてあげて下さい。彼らはヒトとともに生きてヒ

トとともに滅びることを選んだ、ばかな可愛いカビです。人

類が滅んだら彼らは確実に滅びます。我々の体にフィットし

てしまい過ぎたカビたちです。一方、動物のカビは我々によ

く生えます。例えばネコによくいるミクロスポルム・カニス

Microsporum canis という菌がありますが、これはよく子供

の体や頭にもタムシをつくります。

カビ感染症で一番有名なのはミズムシ・タムシとよばれる

白癬（はくせん）です。これは普通に健康な方が感染する真

菌症です。見える所に生えるので診断しやすく、治療しやす

いので後で述べる深在性真菌症とくらべて対処しやすいので

助かります。人口の 20％ぐらいがミズムシです。ほってお

くと必ず爪のミズムシになり、結果的に人口の 10％が爪の

ミズムシです。

また、我々の体に生えて病気を起こしますが、我々の体に

フィットしているわけではない、ヒトとともに生きて滅びる

ことを選んだわけではないけれども、ヒトに病気を起こして

しまうものがいます。それが先ほど、お見せしたカビの仲間

の大部分です。

コウジカビ：アスペルギルスのお話をしましたが、このテ

キストの中でいうと23ページのアスペルギルス症の原因菌、

コクシジオイデス症、ヒストプラスマ症の原因菌は非常に変

わり者で、環境中で生きており、自然環境が彼らの家、すみ

【図２８】
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かです。ところが、一部の環境菌はむちゃくちゃに忍耐力が

あって環境の変化に順応性があるために、37℃から 50℃ぐ

らいまで生える能力があります。特にヒトの肺アスペルギル

ス症原因菌 No.1、のアスペルギルス・フミガツスは 50℃以

上の環境でも生えます。ですから、よくあるのは日本では北

海道で、海外でも牧畜のときにサイロといって稲ワラなどを

発酵させますが、発酵させるとサイロの中は 40℃以上にな

り、そのときにたくさん生えるのがアスペルギルス症の原因

菌です。海外では牧畜業の方々がアスペルギルスの胞子を吸

い込んで肺障害を起こすことがありました。このような菌た

ちはそもそも環境中にいるのですが、ヒトの体の中でも生き

ていくことができてしまう。そういうものがヒトに感染を起

こす場合があるのです。

つまり、ヒトに感染を起こすものは 2 種類あって、そも

そも我々と一緒に暮らすもの（常在菌）と、環境中の菌（環

境菌）だけれども我々の体でも育つことができてしまうもの、

性質は違いますが 2 種類あります。この点については改め

て何かのときにお話しします。

そういうわけで、この温度と栄養の二つが最低限の条件

で、これに加えていろいろな病原因子（細菌やウイルスが

持っている必殺技とはレベルが違いますが・・・）が加わる

と、メジャーな病原菌になります。例えばアスペルギルス症

の原因菌であるアスペルギルス・フミガツスが特にメインで

すけれども、胞子の大きさが 2.5 マイクロメートル、つまり

PM2.5 の大きさです。そして疎水性といって水をはじく性

質の胞子（分生子）を持っていることです。これは大変大事

なことです。表面が疎水性で 2.5 マイクロメートルの粒子と

いうのは、吸い込むとそのまま肺の一番奥（肺胞）まで到達

できます。これが水を吸うタイプ（親水性）だと、水滴等と

一緒になって粒子径が大きくなってしまう上、吸い込んだと

きに鼻の穴や喉の浅い所にへばりついてとまってしまう。ま

た、はじめから粒子径が大き過ぎるとそこまでも届かないわ

けですので、大きさと表面の性質がよく合っていることが重

要です。そのような訳で、アスペルギルス・フミガツスは日

本人を一番殺すカビとなっています。

このように、ヒトにフィットし過ぎてしまったカビたち、

または、そうでなくてもヒトの体内でも発育できてしまう忍

耐力を偶々持ち合わせていた環境中のあるカビたちが、我々

の免疫力が落ちてしまったときに勘違いして増えてしまうの

が、日和見感染症、あるいは院内感染症としての深在性真菌

症です。

深在性真菌症はヒトを殺してしまうカビの病気です。病理

剖検の集計上、この病気の症例数は 1970 年代から一本調子

で増えています。途中 1990 年当たりで 1 回減少したこと

がありました。そのときには当時、深在性真菌症の主要原因

菌であった病原コウボ：カンジダ・アルビカンスの特効薬と

して絶大な効果をもたらした抗真菌薬：フルコナゾールが病

院で使われるようになったことが原因でした。しかしこの薬

剤は現在深在性真菌症原因の No.1 となっているアスペルギ

ルスには一切効きません。そのためアスペルギルス症の増加

にともなって、国内の真菌症例は全体的増え続けています。

ここで、病理剖検の集計とは何かというと、病院でお亡くな

りになった際に主治医の先生から「解剖にご協力ください」

と言われる場面がありますが、そのような機会に死亡の原因

や、診断・治療の評価などを病理解剖として行うのですが、

その際に得られた結果をまとめたものです。この集計による

と、病院で亡くなる全体の死亡の中の 5.1％に深在性真菌症、

すなわちカビの感染症があります。20 死亡に 1 人です。全

然冗談ではなく、カビの死亡が非常に多いことがわかります。

それだけ対策が難しいということです。カビの薬も増えてい

ますが、細菌に対する薬に比べると少なく、やらなければな

らないことがまだまだあるのです。

VII-2　真菌アレルギー

カビの中にはアレルゲンとして、アレルギーの原因となる

ものがあります。カビ・アレルギーは非常に多く、ハウスダ

ストやイヌ・ネコのアレルギーに匹敵するぐらいあります

が、アレルギーの世界でカビのアレルギーの研究をしている

方は実際の問題に比べて非常に少ない様です。なぜかという

と、カビのアレルギーは難しく、カビの種類によって違うだ

けではなく、菌の発育条件によってアレルゲンが違います。

また、アレルゲンとなるために菌が生きていなければいけな

いのか、死んだ菌でもいいのかなど、さまざまなであるため

に、まだ十分に研究が進んでいません。アレルギーの世界で

もカビには手を出すなというぐらいに、非常にややこしいと

ころです。しかしカビによるアレルギーの問題は非常に多く、

時に深刻です。これも感染と同じように我々の体に付いてい

るカビによって起こるアレルギーと、環境中の真菌によって

生じるアレルギーがあります。

アトピー性皮膚炎の一部などは、我々の体に住み着いてい

る付いている（常在菌）カビの一つ、マラセチア属 Malas-

sezia spp. がつくっている抗原の一部が原因になっているこ

とが分かっています。また先ほどのアスペルギルスやアオカ

ビ Penicillium spp. などの仲間、あるいはキノコの仲間など

は、生きている場合も、死んだものであっても起こるような

呼吸器のアレルギーを起こすものなどが、たくさん知られて

います。

VII-3　真菌中毒

その他に真菌由来の有害物質があります。カビはたくさん

変なものをつくります。そのうち有名なのは、キノコ毒です。

毒キノコの毒は当然、毒素です。それ以外にカビがつくる毒

にマイコトキシン：カビ毒があります。日本では関係機関の

方々が非常に頑張ってカビ毒の侵入を水際で防いでくださっ

ているので、我々は安心して輸入食品も食べることができま

すが、いまだに国によってはカビ毒にさらされた食事を食べ

ガンを生じたり、さまざまな健康障害が起きたりすることが

あります。

カビ毒については大変重要な問題として古くから対策な

されているのですが、もう一つ最近話題になっているのが

mVOC です。m は Microbial で微生物由来、VOC は揮発性

有機化合物 volatile organic compound です。微生物由来の
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揮発物質、特にカビの揮発物質が何か悪さをしているという

説があります。これはなかなか研究が難しいのですが、皆さ

んも多分経験があると思います。雨上がりの土臭いにおい、

あれはジオスミンというにおいで、カビもつくれば、放線菌、

バクテリアなどもつくります。また、カビ特有のにおいとし

て皆さんが嗅いだことがあるのは古本屋のにおいです。大

体分かりますね。図書館のにおいです。共通していますね。

あのにおいはアスペルギルス・レストリクツス Aspergillus 

restrictus というカビがつくっている mVOC です。いわゆる

カビ臭さです。あのカビ臭さがヒトにどのような影響を与え

るかを考える科学は未熟で、まだ充分な知見が得られていま

せん。しかし、2000 年ごろに幾つか論文が出ました。その

きっかけとなったのが、屋内にカビが生えていて湿気たよう

な家に住んでいると抑うつの率が高いという論文です。カビ

とうつの関係は、原因なのか結果かは未だに分からないまま

です。抑うつでカビが生えてしまったのかもしれません。関

係する論文は随分出ましたが、臭気については動物実験がで

きません。動物にカビ臭くして気分が落ち込んでくるかどう

かを確認するのは難しいですし、人体実験も容易にはできま

せん、実はこれに限らず問題だけ提起されていて解決されて

いないカビ関係の健康障害がたくさんあることをお話しして

おきます。

VIII　真菌症対策は難しく、新種も見つかる

カビによる病気はその原因を見極めるのも難く、治療も難

しい。その上、新種もたくさん出ます。そこで、まずは既に

判っているいろいろなカビに対してどの薬が効くかという表

を作ります。

これは私がつくったものですが（表 29）、「○」は効きま

す。「△」は大体効くのではないか。「×」は絶対に効きませ

ん。この表を御覧になれば判るように、どんな抗真菌薬も全

く効かないカビがいるのです。怖いですね。どうすればいい

のか？よく主治医の先生に聞かれるのですが、深在性真菌症

で薬が効かないものに関しては、ガンだと思って切ってくだ

さいと言わなければならないことが、未だにあります。医学

は進歩しても、カビに対しては本当に力不足です。

その中で、また新たなカビが出てきました。新種です。去年、

「日本カビ　Japanese fungus」が BBC ニュース等で大騒ぎ

になりました。日本でも一部の新聞の第一面に出ましたが、

そのカビの名前がカンジダ・アウリス Candida auris とされ、

発見者として「帝京大学　槇村」と報道されました。つまり、

私が見つけた新種の一つです。私がこの菌を日本で見つけた

時には、本当にどうでもいい、如何にも病原性が低そうなカ

ビでした。耳から出てきたカビであって未だ名前（学名）も

付いていなかったので、一応新種として記載しておこうかな

と思って記載しておいたら、その後、あれよあれよという間

に世界中でアウトブレークを起こし、とうとうパンデミック

になってしまいました。

これがカンジダ・アウリスです（図 30）。正式には “Candida 

auris Satoh & Makimura(2009)” という書き方をします。当

【表２９】
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時私共の研究室に博士

研究員（ポスドク）と

して在籍していた佐藤

講師（帝京大学医療共

通 教 育 研 究 セ ン タ ー）

と 一 緒 に 2009 年 に 報

告したものです。見た

時に、変な顔の嫌なカ

ビ だ な と 思 い ま し た。

特徴は、先ほどカンジ

ダ・アルビカンスなど

のいろいろカンジダを

ご 覧 に 入 れ ま し た が、

そのような普通の病原

コウボは各々同じよう

な形や大きさでしたが、

これは形も大きさもバ

ラバラです。何か嫌ら

しく、だらしがないカ

ビだなと思ったのです。

2005 年に見つけて「嫌

だな」と思っていたので、

2009 年まで報告せずに

放置していました。しかし、報告してわずか 2 年後に韓国

で 3 人が敗血症をおこして 2 人亡くなったという論文が出

ました（図 31）。そこで、これはまずいということで慌てて

日本中の知っている方に連絡して、カンジダ・アウリスが疑

われる菌が見つかっていないかを確認しましたが、その時点

で国内では全然見つかっていなかったのです。

そこで指をくわえて見ていますと、インド、パキスタン、

南アフリカと、各地の院内の敗血症でアウトブレークが起

こり、2013 年から去年ぐらいまでの間に米国、欧州、そ

して 2018 年、とうとう中国でもアウトブレークが起こっ

てしまいました。私共が報告した新種のカビが、カビの世

界では初めてとなるパンデミック、汎世界流行を起こして

しまいました。

日本で捕まったいわゆる日本カビは、おとなしい病原性の

低いカビでした（図 32）。しかし世界中で暴れ回ったカンジ

ダ・アウリスは病原性が高く、しかも多くのカビの薬が効

きません（多剤耐性）。本菌はアメリカでも大騒ぎになって

いますが、アメリカの疾病管理センター（CDC）がつくって

いる世界中のカンジダ・アウリス感染症の分布図を見ると、

日本型、インド型、南アフリカ型、南アメリカ型と大きく 4

つのタイプがあり、インド、南アフリカと南アメリカからア

メリカに高病原性の菌が移っていったと考えられています。

メディカルツーリズムで、医療が進歩しているアメリカに医

療を受けに行きたいということで、渡航時に菌を持っていっ

たということです。ヨーロッパでも同様のシナリオとなって

います。その中で、日本の株ほとんど問題になっていません。

【図３０】 【図３２】

【図３１】
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アメリカではニューヨーク州を中心として、かなり大変なこ

とになっています。今年度中に疾病管理センターには本菌感

染対策を考え、共同研究に行くことになっています。

カンジダ・アウリスの問題は二つあります。

一つは、同定できない、つまり菌を突き詰めることができ

ません。カビが採れても、日本カビ、カンジダ・アウリスな

のかどうかが分からないのです。通常、保険適用として病院

で使える検査機器はいろいろありますが、その大部分ではこ

の菌の同定を行う事ができません。ですから普通の病院で菌

が分からないということです。一方、同定できる、菌名を

突き詰めることが可能な方法で保険適用のものは唯一 3,000

万円ほどする高価な機械であって、これが使えればカンジダ・

アウリスを見つけることができます。これがない場合は、得

られたカビから自費で遺伝子を調べて菌種を決めるしかあり

ません。つまりこの厄介な病原菌を見付けることができない

ことが一つの問題です。

もう一つの問題は、この菌が多剤耐性であることです。抗

真菌薬はいろいろありますが、多くの菌が何らかの抗真菌

薬に耐性を示します。日本で私たちが初めて見つけた時の

カンジダ・アウリス株には概ね全ての薬が使えました。その

後、韓国に行くと、もうフルコナゾールというよく使う薬

が効かなくなっています。インドは大体効かないです。日本

でも最近分離培養されるカンジダ・アウリスは一部の抗真菌

薬に耐性が見られ始めました。最近イギリスと交換して分譲

された株は、もう何も効かない。全世界でいうと、フルコナ

ゾールという病原コウボに一番よく使う薬が効かないもの

が 90％、2 剤以上が効かない菌が 60％、そして 4 － 5％の

菌は何も効きません。このような状況ですから対策が非常に

難しいのです。

それでアメリカでは、昨年から疾病管理センターで「カン

ジダ・アウリス週間」を設けて「手洗いからしっかり対応し

ていきましょう」というキャンペーンを行っています。しか

し、日本では実際上未だ何の対策も採られていません。困っ

たものです。

日本国内にカンジダ・アウリスがどのくらいいるかは未だ

充分判っていません。今のところは 20 株足らずが 4 都道府

県から報告されているに過ぎません。これらは皆、日本型の

おとなしい菌です。病原性も低く、感受性もそんなに悪くあ

りません。ですから、まだ日本にいるカビは問題ないのです

が、これから間違いなく海外の高病原性で多剤耐性の菌（パ

ンデミック株）が入ってきます。というのは、今年の夏には

中国で多剤耐性のカンジダ・アウリスによるアウトブレーク

が報告されました。先月、急に北京に呼ばれて意見交換をし

てきましたが、これが間違いなく日本に来ます。これに対し

て我々がどう対応するかということになります。カンジダ・

アウリスはパンデミックを起こした初めての真菌であり、体

表や粘膜に定着して健康な人が持って歩いてしまいます。で

すから、健康な人が持って病院へ行って、その病院で院内環

境に菌を移します。するとこの菌は病院の環境中で生きてい

くことができるので、院内感染がずっと起こり続けるという

問題が、既にヨーロッパやアメリカでは起こっています。普

通の方法で同定できず、菌種が分からない上に、多剤耐性傾

向がありますから普通の消毒薬にも耐性を示すのでややこし

いのです。　まだ日本の株は大丈夫ですけれども、これから

侵入する株には注意が必要です。

 

【図３３】
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IX　新しい技術を開発できる

このような菌に対してどう注意するか。皆さんが注意でき

ること限られています。手洗いと日常的な健康の維持増進に

努めて頂くので充分です。有効な対策は、我々研究者や行政

機関が何とかするしかありません。

そのために研究者としては、新しい技術の開発を色々行っ

ています。

一つは先ほどのデジタル顕微鏡です（図 33）。この方法で

カビの仲間はきちんと原因を突きとめることができます。お

話ししたように、押し花の方法では、患者さんから採った検

体を培養すると数日で菌が生えます。生えたものをガラス板

に植えると、最低でも二、三週間、場合によっては 1 カ月

位かかって、やっと菌種がわかります（この場合はアスペル

ギルス・フラブスですね？）しかし、デジタル顕微鏡を使え

ば、菌を直接観察すれば分かるので、菌が生えたらその場で

菌種が分かります。簡単に迅速な対応ができるわけです。

しかし、カンジダ・アウリスの場合はコウボですからそれ

ができません。発見者の責任がありますので、同定できない

ものを放って置くわけに行きません。そこで慌てて遺伝子診

断法を開発しました（図 34）。もう報告したのでですが、簡

単な遺伝子診断法が日本の技術でできました。耳から菌を

採って、遺伝子は 8 分ぐらいで採れます。採れたものを機

械にかけると 40 分ぐらいで出ますので、合計 1 時間以内で

菌を同定できる安い方法を開発しました。このようなものを

使いながら今、来たるべきカンジダ・アウリス　パンデミッ

ク株の流入に備えているところです。何とか CDC やヨーロッ

パのお困りの研究者と情報を交換しながら、日本でできる対

策を講じています。

おわりに

とても駆け足でしたが、大学の講義では半年から 1 年か

けてするお話をざっと差し上げました。まとめると、こうな

ります。実は地球はカビの惑星であって、カビが支配してい

る所に我々が間借りさせていただいている。カビ、コウボ、

キノコを同じ仲間として、私はカビと呼んでいます。そし

て、カビとヒトは非常に近い仲間のオピストコンタであり、

だからカビは診断も難しければ治療も難しい。多様なカビ、

カビには顔があることをご理解いただけたと思います。病

気に関しては、耐性菌は対応が大変難しい。それに対して、

我々は新しい技術を開発することによって対応していこうと

取り組んでいる。新種がたくさん出ると言いましたが、本当

にたくさんあります。カビの場合は多様性があるので、新種

の記載はそんなに難しくなく、飽きてしまうぐらいに出てい

ます。昔、昆虫少年だった方々は虫の新種というとみんな目

をキラキラさせたものですが、カビの場合は「また出ちゃっ

た」という世界ですから、新種で名前を世界に残したければ

カビの研究にどうぞ、カビは皆さんに見つけてもらうのを

待っています。

　雑駁ですがカビの世界の一端をご理解頂けたのであれば幸

いです。以上、私のお話にかえさせていただきます。

　ご清聴ありがとうございました。 

【図３４】
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はじめに
皆さん、おはようございます。ご紹介いただきました深谷

です。文学部史学科で教員を務めております。専門分野とい

たしましては、どちらかというと戦国大名研究ではなくて、

当時の村落や一般庶民についての研究です。当時の庶民生活

がどうだったのかということを主に研究しております。その

ため村の史料を見るわけですが、日本で一番戦国時代におけ

る村の史料が多いのは近畿地方の近江、現在の滋賀県です。

交通など様々な理由でそうなっています。最近出しました著

書にも、信長の支配時期およびその当時の近江の村落の在り

方、それを信長がどう支配したかという形で書いています。

今日のセミナーのテーマは「戦国の争乱と天下統一」です。

内容についてはこの本と若干重なる部分がありますので、後

でお読みいただければと思います。このチラシにも若干書い

てありまして、この写真でネコを抱えているのが私です。今

日のお話は日本のネコの歴史にしようかとも思ったのです

が、それは大体 700 年ごろに、おそらく遣唐使が日本にネ

コを連れてきたのだろうというような話です。しかし博物館

から言われておりますので、今日は「戦国の争乱と天下統一」

というテーマでお話ししたいと思います。基本的な内容は皆

さんにお配りしたプリントにまとめてあります。前の 2 枚

が文章で、後ろには地図および図表が載っています。これを

参考にしつつお話しさせていただきます。

はじめに、今日皆さんにお話しする目的です。本講義の目

的としましては、まず戦国時代、それに続く織豊期、天下統

一期の説明です。これらをまとめて戦国時代と捉える。これ

をどこからどこまでと把握するかは各説がありますが、応仁・

文明の乱からといってまず間違いないと私自身は思っており

ますので、そこから話を始めます。

戦国時代とは何か
戦国時代という時代があります。日本中世の最末期です

が、何がどう変われば中世なのかということも問題としてあ

ります。授業では学生に向かっていろいろ説明しているので

すが、明確な区分はないといってもよいでしょう。いろいろ

な区分の切り方があるわけですが、中世の当事者主義から裁

判に転換するとか、あるいは合議的な社会から、江戸時代で

は、より文書行政的な社会になるとかですね。この点につい

ては、私の後、江戸時代についてお話しされる先生お二方が

いらっしゃいますので、その先生方が話されることと思いま

す。中世的なのは何事も曖昧な社会ということです。中世社

会は何が特徴かというと、曖昧であるということなのです。

あらゆる事象が曖昧になっていました。それは戦国大名がど

のように地域を支配したかということにかかってくるのです

が、いろいろな問題が曖昧な社会です。それが近世社会に転

換する。近世というと問題がある言い方でして、中世であれ

ば欧米の歴史学では middle ages と言い、真ん中の時代です。

日本ではその後の時代を近世という言い方をします。英語で

は early modern ages です。直訳すると初期近代、つまり近

世は近代であるといってもいいわけです。近代であれば近現

代史として括られているとおり、我々の時代と連動性が高い

わけです。何の連動性が高いかというと、曖昧性がなくなっ

たということです。曖昧な社会から文書行政的社会、それか

ら社会の整序性、整えられている社会という方向に向かって

いくのが、中世と近世の区分点であると私は考えています。

中世で諸権利が曖昧であったという部分が、大きな転換点

となったのは、先に結論を言ってしまって申しわけないので

すが、秀吉の太閤検地ですね。これによって、あらゆる社会

の左右がピシッと型にはめられていくわけです。これで中世

と近世が連続して展開していく。初期近代になるわけです。

その流れは現在とつながっています。初期近代に切りかわっ

ていくのが、ちょうどこれからお話しするこの時代になりま

す。社会混乱、戦争による争乱、そして飢饉によるピンチ、

一般庶民の生活の危機、そのようなことからさらに起きる戦

乱ということです。それらを全て統一政権が一点に収束させ

て、また広げていく。そういう言い方は少し大げさかもしれ

ませんが、そのような時代であろうと思います。

日本中世の最末期。この時代は果たしてどのような時代で

あったか。ドラマなどでよく知られるのは、戦国武将の戦

い、出世物語など大河ドラマ的なパターンです。2 年前には

大河ドラマが井伊直虎の話でありましたし、その前が「真田

丸」というドラマでした。「真田丸」の監修をしたのは私の

後輩です。彼はこの時代の大名権力論を中心として研究して

いるわけです。しかしその仲間である私のほうには監修の話

は回ってこない。どちらかというと、権力論、大名の行政支

配論をやっている研究者のほうにそういう話が回ってくるわ

けです。それでも、私にも若干、時代考証の話が参ります。

「関ヶ原」という岡田准一氏が主人公の石田三成役の映画が

ありますが、その時代考証の一部を私が担当しております。

DVD なども出ていると思いますので機会があったらご覧く

ださい。最後のほうに私の名前も出てきます。いささか自慢

しました。すみません。

ああいう考証では、しょっちゅう電話やメールが来て、三

成に持たせる書状の文面はどうしたらいいか、どういう文字

で、あるいはどういう墨で書けばいいかということまで聞か

れるので、細かくて対応するのはなかなか大変です。鎌倉時

代の NHK の大河ドラマ「北条時宗」を考証した先生に聞い

たところ、ドラマ性が重視されて時代考証者の言うことはあ

ミュージアムセミナー　「大学でまなぶ日本の歴史　中世・近世編」
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まり聞いてくれないそうです。ですからあまり内容を信用し

ないでください。ドラマはドラマで、事実ではありません。

歴史的事実は変わりませんが、面白くするために人間関係や

セリフなどは創作されているわけです。ドラマはドラマとし

てお楽しみいただきたいと思います。そういうところで扱わ

れるのは、秀吉の出世物語とか信長の戦い、あるいは以前あっ

た毛利元就や、いろいろな戦国大名、武田信玄などの戦いが

繰り広げられるものです。大体偉い人から見た目線で話が語

られていきますので、庶民は登場する機会は少ないです。今

回は庶民の話もしたいと思っています。

短い時間を使って、いつもは学生諸君、それから今日は皆

様方にお話しするためには、どうしても行政の転換、何とか

という大名が何とかと戦って、ここを治めて、それが秀吉に

よって最終的に統一されたという流れを大きく説明していか

ざるを得ないのですが、その下には庶民がいつもいるのだと

いうことをご記憶いただければと思います。そもそも戦国時

代はなぜ発生したのか。戦国大名は何のために戦争をしたの

か。そのような混乱の時代はどのように収束したのか。それ

らを解明していくことが大学の歴史学の役割であり、また今

日の講義のお話のテーマでもあります。

応仁・文明の乱
さてようやく応仁・文明の乱に入ります。順番が前後して

申しわけありませんが、参考資料二の「戦国時代の自然災

害・飢饉年表」をご覧いただければと思います。この資料は、

私の師匠に当たる藤木久志先生という、戦国史研究の大家の

方が作られたものです。これは一見して分かるとおり、実に

恐ろしい表です。戦国時代の始まりを右上の 1467 年、応仁

元年の応仁の乱からと捉えますと、この年の災害は「日損侘

言、年貢無沙汰 ( 備中 )、暴風洪水 ( 伊勢 )、洪水大風 ( 松前 )」

とあり、松前は北海道ですね。翌年の応仁 2 年、「大風洪水、

飢饉・疫癘〈えきれい〉、人多死 ( 諸国・松前 )、旱魃〈かん

ばつ〉( 京都 )」、文明 1 年、「飢饉・疫病、人多死 ( 松前 )、

霖雨暴風 ( 大和・伊勢 )、大雨洪水、水損 ( 諸国 )」、文明 2 年、

「大雨・大洪水、水損 ( 大和・伊勢 )、氷降 ( 大和 )」、文明 3

年、「霖雨・炎旱〈えんかん〉・疱瘡〈ほうそう〉・飢饉 ( 畿内・

松前 )、文明４年「天下大旱、餓死 ( 諸国 )、炎旱、大飢饉 ( 京

都)」、以下云々とあります。見ていただきますと、これは災害・

飢饉年表でありますが、一番左下はもう秀吉の時代に入った

天正十六年、「疫病流行、七月大雪、大雨水損」とあります。

戦国時代の 100 年にわたって災害がなかった年は 1 年もあ

りません。現在でさえ、皆さんご存じのとおり、昨年の水害

や台風害、地震の被害など毎年起こっております。さすがに

現在では飢饉は発生しませんが、当時の場合、外国から大量

の食糧を輸入することはできませんので、大地震や大洪水や

炎旱、干ばつが起きると、すぐ飢饉が発生してしまうのです。

これがなぜ恐ろしい表だと申し上げたかといいますと、今の

ような理由です。つまり戦国時代の日本においては、災害の

ない年はわずか 1 年もないということです。日本中が平安

で穏やかで、豊作で人々が幸福に暮らせている年は 1 年も

存在しないことが、この表を見ると分かります。実に恐ろし

い表ということになります。

この表は京都や大和が多いですが、それは字が書ける人が

多かったからです。貴族やお坊さんです。地方が少ないのは

字が書ける人が相対的に少ないからです。なおかつ、この表

は記録が残っているものだけです。ということは、記録が残

らない一般庶民の村では、この表に載っているよりも災害は

はるかに多かっただろうと思われます。そのような生きにく

い時代といいますか、生存が常に脅かされる時代、例えば学

生諸君のような若者であっても、来年の今ごろ生きていられ

るかどうかは分からないとか、生活が保証されない、福祉も

ない、消防もない、警察もないという社会です。そういう社

会の中で一般庶民が厳しく生きているということです。戦国

時代はそれに加えてさらに戦争が起きるわけです。戦争の原

因そのものは今あげたような社会の厳しさというものがあ

り、ただ単に大名同士が戦争して相手の領土を奪いたいから

戦う、あるいは信長・秀吉が全国を統一するために大名が戦

い服属させていくということだけでは説明できないわけで

す。今見ましたような背景があるのです。それが戦国時代の

背後にあることをご認識いただきながら、お話を聞いていた

だければと思います。

さて応仁・文明の乱は、日本の歴史でもよく知られていま

すとおり、京都における様々な原因から発生した応仁の乱で

す。1467 年、応仁元年 1 月から始まります。その原因はい

ろいろなことが考えられますが、大きく分けると次のような

ものです。①室町将軍家の後継争い。これは 8 代将軍であっ

た義政が、一旦弟を後継者に立てたのに、奥さんは日野富子

という人ですが、そちらに実子が生まれた途端に後継を切り

替えてしまったことが原因の一つとなりました。②主要守護

大名の政治権力争い。これは政権争いでまことに醜いもので

はありますが、管領を務める大大名、この時代はまだ戦国大

名ではなく守護大名です。守護大名であった細川一族、それ

に対抗した山名一族に、様々な大名の家督争いが絡んで発生

する。この後、応仁の乱に限らず戦国時代の前期ごろまでは

かなり多くその影響があります。③家督騒動による守護大名

家の内紛。これらを全て巻き込む形で応仁の乱というものが

収束していきます。家督相続といっても、これは父親の財産

が 1 億円あるとかいうレベルではありません。例えば私は

埼玉県をもらう、弟には東京都を全部あげようというレベル

の争いです。1 億とか 2 億などというレベルではないです。

すさまじい規模の利権が付いてきます。ですから、今でも千

葉県を 1 個もらえるとなれば争ってしまうのではないかと

いう気もしますが、そういう状況が背景にあります。もちろ

ん、例えば埼玉県をもらえるとか東京都を全部もらえるとか

いっても、その中の土地が全部守護大名個人のものになるわ

けではありません。

土地そのもの、地域そのものが財産・利権として取引され

る時代であったわけですが、これは守護が守護大名になり戦

国大名に変遷していった変化にも伴って起きたものです。戦

国大名についてはその後のほうにあるわけですが、地域の治

安担当者として守護が置かれたのが鎌倉時代です。源頼朝が

主催した東国政権イコール鎌倉幕府ですが、これが制定した

のが守護という武家政権独自の地域行政担当者です。ただそ

の当時の守護は、自分が担当する一つの地域の面としての地
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域の内部における警察権および軍事権の担当者というだけで

す。今でいえば都道府県警の長官ですね。プラスその地域の

軍事長官のような役割を持った者が鎌倉時代の守護です。

ところがこれが途中から変質していきます。何に変質する

かというと、守護大名なのです。守護大名ができたのは室町

時代より前の南北朝時代です。もともと守護は鎌倉時代の段

階では都道府県警の長官のようなもので役人的な存在ですの

で、鎌倉幕府の命令によって簡単に馘首できます。交代させ

ることができるのです。ところが南北朝時代において足利政

権が京都にできますと、足利政権は南北朝内乱という戦争を

60 年ぐらい戦い続けるわけですが、一旦戦争が起きた時に

政権の担当者が考えるべき第一のことは何かというと、一刻

も早く戦争を終わらせることです。当然ですね。それが政権

担当責任者の義務です。戦争を終わらせるにはどうすればい

いか。南朝方よりも大きな軍事力を持たなければなりません。

そうすれば圧倒できるわけです。そのためにはどうすればい

いかというと、具体的に各地域の軍事担当者である守護の勢

力を拡大するしかないのです。守護にもっとたくさんの領地

を増やせばいいわけです。

そこで守護に対して、南北朝時代に自分が任命されている

国、例えば我々のこの地域であれば武蔵国、京都であれば山

城国など、自分が任されている国の中の半分の年貢を守護が

取ってよいという命令を幕府が出します。それは自分の領地

以外から取っても構わないということで、これを半済令と呼

びます。半済令を幕府の命令として発布します。これによっ

て、守護は自分が管轄している地域内のあらゆる領地からの

年貢の半分を取っていいということになりました。武家領以

外からも取っていい。例えば朝廷領や貴族領、寺社領がある

わけですが、それらからも勝手に半分を守護が徴収してよい。

それによって守護の財政基盤を高めて、軍事力を強化させ戦

争に勝とうというのが目的です。ところが、一旦これを出し

てしまうと、本来なら任命されて赴任するだけのはずの国の

半分が、事実上守護のものになってしまうわけです。よって、

守護はその段階で守護ではなく守護大名に変化します。自分

の任国の半分を事実上支配する。年貢を取れるわけですから。

幕府の公式な命令、許可によって、それができるわけです。

もちろん自分一人のものにするわけにはいきませんから、家

臣にもそれを配分します。ということで、この半済令が発布

されて以後、守護大名はその国から離れることがなくなりま

す。なにしろその国の半分が自分の財産と化したのですから。

ここからは領国、領地になります。守護大名の支配国は領国

になります。守護大名領国であり、それがさらに後の時代に、

戦国大名に進化していきます。戦国時代です。これがどうい

う特徴を持っているかはまた説明します。

応仁・文明の乱に戻ります。そのような争いの結果、幕府

の組織と権力は衰退し、戦乱は地方に分散します。これは結

構大きいです。京都で戦った 11 年の戦乱が各地方に分散し、

それが戦国時代の拡大につながります。これが全国的な戦国

時代を招くことは間違いありません。一方、我々が今おり

ます関東地方などでは、享徳 3 年、1454 年ですから応仁の

乱より十数年早く、すでに鎌倉府の分裂抗争から戦国状態に

陥っている状況です。これもゆっくり説明申し上げたいので

すが、時間の関係で、関東地方は一足早く戦国状態になった

という状況をご理解ください。

応仁の乱の動向は資料の 1 枚目に書かれています。これ

は応仁の乱の時の全国的な守護大名の移動および戦闘の状況

です。一番上の地図が、応仁の乱の初期である応仁 2 年か

ら文明 2 年の段階です。その下の地図が応仁の乱後半の軍

勢です。1471 年から 1477 年です。この地図ですと、東で

は駿河を支配する今川氏、信濃にいる小笠原氏らから、西は

北九州を支配する少貮（しょうに）氏、大内氏などの守護大

名が京都における応仁の乱にかかわっています。左下の図は

「京都焼亡範囲図」です。燃えてしまった地域は京都の真ん

中にある黒い地域です。これらの地域が焼失し、これらの地

域にある寺院や神社、例えば右のほうに吉田神社、黒谷や若

王子社、永観堂、南禅寺、青蓮院、祇園社、建仁寺、六波蜜

寺、妙法院、三十三間堂というよく知られたお寺の名前が並

んでいます。これらが次々と焼亡してしまうことになります。

寺院の場合、信長が本能寺で泊まりましたように、境内が広

く建物が大きいので、軍勢の宿泊にぴったりです。だから軍

勢の基地がない場合は、寺院に勝手に入って勝手に泊まって

しまうわけです。神社の境内や寺院の本堂に宿泊してしまう。

もちろん信長が本能寺に泊まったのは本能寺の許可を取って

います。お寺は建物も大きいですし、石垣に囲まれていたり

して、幾分防衛に向いているために、寺院が狙われて焼き討

ちされてしまうこともある。だから、このようにあちこちの

寺院や神社がみんな燃えてしまっているのです。

戦国時代の一揆
それから参考資料一に山城国一揆の図があります。応仁の

乱の最初に戦いました畠山氏という一族がいます。その畠山

氏一族が南山城に展開し戦争を続けます。地図の上のほうの

巨椋（おぐら）池という池があって、この池は埋め立てられ

て現在はありませんが、巨椋池の上に紀伊郡、左のほうに乙

訓（おとくに）郡があり、この辺が大体今の京都市の伏見区

です。その巨椋池から南が京都府宇治市で、さらにそこの南

側に大和があり、そこが奈良県です。大体宇治から南、奈良

県との間ぐらいの地域、この辺の地域の国人集団が一致結束

して、勝手に戦争を起こしている畠山一族と交渉して追い出

したというのが山城国一揆なのです。

一揆の登場も大きな勢力です。社会勢力として、軍事的・

政治的に影響力を持った一つの集団として一揆が登場するわ

けです。我々が普通に考える一揆は江戸時代の百姓一揆です

が、区別するために、江戸時代のものは百姓一揆と呼んでい

ます。この時代はまだ中世ですので、一揆にはいろいろな人

が参加しています。中には武士、地方に住んでいる武士は国

人もしくは国衆といいます。これは地方有力者で武装してい

る者たちで、いろいろな出自があります。鎌倉時代に関東か

ら西日本に引っ越していった武士、北日本に引っ越していっ

た武士、それから地元の有力者が勢力を拡大して国人になっ

た者など、いろいろです。

例えば、戦国大名で有名な毛利氏は中国地方、広島県の山

奥の吉田荘というところにある、吉田郡山城を拠点としてい

ましたが、もともとの出身は神奈川県厚木市毛利台というと
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ころです。毛利氏は鎌倉時代の武士でして、毛利一族の本家

は鎌倉における戦争に敗れて滅びてしまいますが、地方に

行った分家が生き残って戦国大名になり上がる。それが毛利

氏の実態です。それから九州の大友氏、豊後の大友宗麟とい

う人が有名ですが、小田原市大友というところが出身地です。

やはり鎌倉時代の武士です。このように戦国時代まで名前を

残している鎌倉武士は結構いて、国人や国衆となって地方で

生きている。毛利氏の場合は安芸国の国人、国衆。どこが違

うかというと、室町時代までは国人といい、戦国時代から国

衆と呼ばれる場合が多いです。史料用語ですね。毛利元就の

場合は安芸国の国衆、大友宗麟の場合は豊後国の守護大名で

す。出身は違いますが。どちらも関東からはるか西に引っ越

していった武士です。

そういう者が各地方で勢力を付けて一揆をする。つまりこ

の場合は武士の一揆です。それから、もちろん江戸時代と同

じように百姓の一揆もあります。町人の一揆もそうです。百

姓が多い場合は土一揆といいます。そして戦国時代に特徴的

に登場するものとしては、浄土真宗本願寺派の門徒が形成し

た一向一揆があります。これは一種の宗教一揆ですが、一向

一揆に参加した人は浄土真宗本願寺派に属しています。今い

らっしゃる方々の中にもおそらく浄土真宗の門徒の方がおら

れるかと思いますが、一般庶民によく広がっている宗派です。

一向一揆を起こしているのは、浄土真宗の全てではなくて本

願寺派という派、派閥ですね。一向一揆とは信長が死闘を繰

り広げるのですが、例えば浄土真宗の中では伊勢の高田専修

寺派があって、これは逆に信長に協力しています。本願寺派

と対立して信長に協力する側に回っています。だから浄土真

宗の門徒が全て一向一揆に参加しているわけではないし、一

向一揆が起きた地域でも、全員門徒かというと、多分そうで

はないだろうと思っています。周りの門徒に引きずられてや

むを得ず参加しているようなメンバーです。こういう人たち

も参加していることがあったのだと思います。

山城国一揆の場合は、国一揆です。これは国人・国衆らが

主体となって一定の面積を一揆が支配するもので、守護大

名の支配からその地域を切り離して、一揆が地域支配をす

ることができたものです。山城国一揆はこの典型です。大体

1485 年から 10 年ほどですが、この地域の支配を合議体制

で実現する。民主主義とまでは言えないのですが、合議体制

ですね。後に管領細川氏の介入によって解体されてしまいま

すが、そういう状況が一時的にせよありました。

戦国大名と地域国家
次に、二の「戦国大名と地域国家」です。守護は先ほどご

説明しましたので省略します。南北朝時代の半済令によって、

地域に密着した支配者となり、守護大名に変化することにな

りました。さらに戦国時代の政治的・社会的転換によって、

幕府から相対的に自立した存在、戦国大名に変わっていきま

す。何をもって守護大名が戦国大名に変わったかというと、

ここに書きましたとおりです。①広域にわたる支配領域を持

つ。支配領域の定義は難しいですが、ともかくも一定地域を

実力支配していることです。現在であれば、各地域の都知事

や県知事の人が実力で支配することはあり得ないことして、

あくまで彼らは法律によってその地位に基づいて活動する、

行政責任者です。それに対し、戦国大名は軍事力という実力

をもって実質的にその地域を支配する、それが特徴です。②

その地域内で税金の徴収をする。具体的には年貢のことです。

年貢以外にもお金を取ることもあります。徴税など行政の実

務を遂行することですね。③地元国人・国衆らを被官化して

軍事組織を形成する。軍隊をつくるということです。被官と

は家臣のことです。ただ家臣とは江戸時代以降の言葉でして、

具体的に秀吉が信長の家臣だというのは概念としては正しい

ですが、用語としては間違っています。ですから我々中世史

を専攻する者は被官といいます。江戸時代以後の人は家臣と

いっても別に問題ありませんが、中世史で家臣というと少し

問題がありますので、被官と言います。④家法を制定し裁判

を行う。家法を制定しない大名もいます。家法もいろいろな

定義がありますが、例えば武田信玄の時代に作られた「甲州

法度」のように、家法が大名本人も拘束するものもあります。

つまり法治主義ですね。大名がつくった家法は大名本人も拘

束する。つまり我々現代人は全て日本国憲法に拘束されてい

ます。憲法に違反する行動は犯罪になりますが、これは当然

のことです。同じように、武田信玄の「甲州法度」は信玄自

身も拘束することになります。また家法の中には、内容を見

るとそうでないものもあります。大名の拘束度が強いものと、

拘束度が弱いもの、いろいろありますが、それらの法律をつ

くって、裁判権を支配領域内で行使する。⑤として、地域内

住民の生活・安全を確保することです。これらを見ると、戦

国大名は行政を行います。税金を徴収するのはまさに行政そ

のものです。昔も今もそうですが、行政が最も気にすること

は何かというと、金を取ること、つまり税金を取ることで、

今もそうです。消費税を上げたがっていますが、行政が第一

にすべきことは、とにかく庶民から金を取ることです。それ

が行政権の行使の現実の姿です。それから、家法をつくって

いるので立法権を持ち、裁判を行うので司法権があるという

ことです。

さて、この三権を全部持っているものは何でしょう。行政

権・立法権・司法権を全て持っている。これは何と言ったら

いいでしょう。すなわちこれは国家だということです。国家

そのものです。戦国大名の領土は国家そのものなのです。当

時は現在のように三権分立ではありませんが、戦国大名は事

実上これら三権の全てを持っている。近代的な行政概念でい

えば国家そのものです。つまり戦国大名は国家自体、国その

ものである。戦国大名の領土は国家であるということになり

ます。ではその国家のボスである戦国大名は何かというと、

国王しか考えられません。彼らは国王です。こういう点が戦

国大名の特徴として挙げられます。彼らは戦国大名領国とい

う国家の国王なのです。

ところが、実際には当時の日本には幕府と朝廷があります。

彼らはそれらを超えることはできない。信長が倒すまで戦国

時代にも幕府が存続した理由はいろいろ考えられますし、朝

廷というそれこそ飛鳥時代の昔からずっと続いていて、現在

まである存在もある。あの人たちの役割は何なのかというと、

要するに天皇というのはシンボルと言うしかありません。今

に限らず大昔からシンボルなのです。シンボルを壊すことは
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できません。一種の宗教的権威、思想的源泉でもありますか

ら、それを壊すことはできない。戦国時代にも事実上シンボ

ルだし、江戸時代にもシンボルです。すると戦国大名は国家

であり国王だが、最終的には幕府と朝廷を超越することはで

きないという限界がある、限定された国家です。その二つを

超えることはできません。日本の制度上・慣習上・歴史上そ

れはできない。限定国家という言葉は政治学でも社会学でも

多分ない言葉ですが、そういう言葉を使わざるを得ないです

ね。独立したいのですが、できない。独立することはどうし

てもできない。超越するものが権威として大き過ぎる。それ

を乗り越えられないという、一種のもどかしさがあることだ

ろうと思います。

一方で戦国大名の中には、国人から戦国大名になり上がっ

た毛利元就や長宗我部元親、伊達政宗という人がいます。彼

らは守護大名ではありませんから、守護のような身分にその

まま乗ることはできないわけです。では彼らが戦国大名とし

て自分の権威や権限を、領国内、支配領域内にいる人間に認

めさせるにはどうしたらいいかというと、朝廷を頼るのです。

幕府も頼る。幕府や朝廷から何か位階をもらう。それによっ

て、俺はお前たちより上だ、なぜなら朝廷・幕府とつながっ

ているからということをアピールしなければなりません。

それがよく表れているものとしては、例えば伊達氏の場合

は「塵芥集」という家法があります。戦国家法です。これは

ほとんど鎌倉時代の「御成敗式目」の引き写しです。伊達氏

がつくった家法は鎌倉時代の武家法の引き写しなのです。あ

まり変更してもいないようです。なぜかというと、鎌倉幕府

的な権威を自分が引き継ぐことを表明しているわけです。法

律の形によって、最初の武家政権であった鎌倉幕府的なもの

を自分たち伊達氏の棟梁が引き継いでいくことの表明、それ

が伊達氏の家法である「塵芥集」です。またもっとそれがよ

く表れているのは、伊達一族の名前ですね。戦国後期には稙

宗（たねむね）・晴宗・輝宗・政宗と続きますが、「稙」「晴」

「輝」は、いずれも将軍家の名前の一字をもらったものです。

11 代の義稙、12 代の義晴、13 代の義輝の下の字をもらっ

たのです。ということは、その名前を名乗る、私は伊達輝宗

であると名乗るだけで、幕府とつながっていることを証明し

ているということです。戦国大名の名前は政治の道具でもあ

るのです。ただ自分の好きな名前を名乗っていいわけではな

いのですね。政宗だけはもう幕府がなくなってしまいました

ので、先祖である南北朝時代の伊達家中興の祖と言われてい

る第 9 代伊達政宗の名前を請けて第 16 代伊達政宗という有

名な戦国大名が登場しています。このように、彼らの場合は

つくった体制も法律も、自分の名前さえも政治の道具です。

戦国大名は非常に政治的人間といいますか、そういう点が強

いです。例えば武田晴信の「晴」も将軍義晴の「晴」をもらっ

たものですが、そういったことで幕府とつながっていること

を表明するのです。

地域国家の国王である。しかし権威などの点で完全に幕府・

朝廷から自立はできない。また戦国大名はその支配領域拡大

自体を目的として戦争したわけではない。その背後には食糧

確保・境界紛争など様々な要因があります。最初に「飢饉年表」

を見ましたが、戦国時代は毎年必ずどこかで飢饉や疫病、災

害、地震などの災害が発生する時代です。そのような時代に

おいて彼らは支配者になってしまった。地域の支配者になっ

てしまったということです。

またもや武田信玄の例を挙げると、その本国は甲斐、山梨

県です。山梨県は寒いです。狭いです。山ばかりですね。山

梨から来た方がいらしたら申しわけありません。米が取れそ

うなのが甲府盆地と上野原などがある郡内の一部などであ

り、あとはほとんど山に囲まれています。東京方面から中央

自動車道を通って甲府盆地に入っていくと、右も正面も左も

全部山が見渡せます。盆地の地形は米がつくりにくい。信玄

堤で知られるように、しょっちゅう水害も起こります。盆地

地形は、くぼ地の底のようなものですから、非常に水害が発

生しやすく、信玄もその対応に苦慮しております。おそらく

甲斐の国の石高、米の取れ高は戦国時代の中頃で 20 万石ぐ

らいではないかと思います。一方、織田信長がいた尾張の国

は今の名古屋のところです。あそこは平野があり真っ平なと

ころです。北には木曽川という大きな川があります。洪水の

おそれもありますが、水の便がよい。石高は、甲斐より狭い

ですけれども、ほぼ全体が平地ですので 50 万石あります。

名古屋周辺だけで 50 万石。要するに、信玄の本国の倍以上

の生産力を信長ははじめから持っているのです。そして信長

が後に攻略した北の美濃、今の岐阜県ですが、ここは 70 万

石です。ですから信長はわりと早い時期に 120 万石という

大大名になり上がるわけです。それに比べて信玄が持ってい

るのは 20 万石です。本来なら勝てるはずはありません。

では、信玄はどうするのでしょうか。彼らは国家の国王で

すから、領民を食べさせなければなりません。百姓が餓死す

るのを見ているわけにはいかないです。どうすればいいかと

いうと、それは武田氏が戦争・侵略に向かう理由ですが、他

から盗めばいい。食糧を強奪するわけです。信玄が周りを見

てどこがいいかと考えた場合、関東地方に北条氏という大き

な大名がいます。そして南の駿河、静岡県には今川氏という

大きな大名がいます。一番弱いのはどこかというと、信濃し

かないということになり、信玄は食糧を奪うために信濃を侵

略します。信濃すなわち長野県は皆さんご存じのとおり、何

とか平らと呼ばれる盆地ばかりで、その周りは全て山で仕切

られていますので、大きな大名がいません。ですから、信濃

が一番取りやすい。つまり信玄が信濃を侵略したのは、領国

が拡大すればもちろん経済的にプラスになりますけれども、

一番早い話は食糧、食べ物が欲しいからです。それが戦国大

名の戦争の背景にあるわけです。

さらにその背景には、最初にお見せした表があります。こ

のように毎年どこかで飢饉が起きている中で、戦国大名が自

国の農民に、家臣に飯を食べさせるためにはどうすればいい

かというと、あるところから取ってくるしかないということ

です。つまり大名の戦争はある意味では公共事業であるとい

うことです。戦争は公共事業。庶民に仕事をばらまく。食糧

をばらまく。これはよく考えてみるとショックな話ですけれ

ども、実際に武田氏の甲斐国に河口湖という湖があり、その

畔にある寺院のお坊さんが書いた「勝沼記」という記録があ

ります。それを見ると、信玄様が信濃を侵略して甲斐が豊か

になった、よかったと書いてあります。向こうから物を取っ
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てくることによって、甲斐の国が豊かになった。つまり戦争

はいいことだと言うのですね。我々戦後の人間は戦争イコー

ル絶対悪だと頭にたたき込まれていますけれども、彼らはそ

うは考えない。戦争は勝てばよいこともある。もちろん負け

たらひどいことになる。食料も家畜も財産も人も、何もかも

取られるわけですから。

例えば上杉謙信が北条氏と戦うために、毎年秋から冬にな

ると越山して、関東に居座るのです。これはなぜかというと、

越後は雪の国ですが、関東にはあまり雪が降りません。だか

ら冬の間、関東に謙信が出稼ぎすれば、関東の米や資源を奪

い放題、盗み放題というわけです。上杉謙信は義理堅い武将

ではあるけれども、一種の泥棒なのです。関東の食糧を盗み

に来るわけです。越後の人を食わせるためです。やむを得ず

ですね。そのためには関東管領として関東支配を果たすとい

う名目はあります。関東管領の職を引き継いで北条氏から関

東地方を取り戻すということですが、それはあくまでも名目

でして、実際には関東地方はあまり雪が降らないため、そう

した暖かい地域から冬でも食料を強奪することができる。そ

ういうことが戦国大名の戦争の重要な目的になっています。

境界紛争などもあります。これは最近言われている話でし

て、百姓が村同士で喧嘩をすることがあります。それは戦国

大名の境目のところで戦争をした場合、村と村との間で戦争

になり殺し合いになってしまうとまずいので、行政担当者で

ある戦国大名が止めに入るわけです。ところが止められない

場合があり、境界の向こう側の大名と戦争になってしまうこ

とがある。つまり戦国大名が百姓同士の争いに引きずられて

戦争を始めるということです。今までの考えと逆のパターン

ですね。戦国大名は百姓を動員して戦争のために使うとい

うのが一般的な認識で、実際にそれもやっていますけれど

も、それだけではなく、百姓が戦争を始めてそれに引きずら

れてしまうということも起こり得るというのが、最近の説で

す。あまり私は賛成していないのですが、そういう考え方も

あります。つまり戦争の主導者は誰かということです。主導

者が村落・百姓というパターンも説として考えられるわけで

す。正しいかどうかは検討中で、中世史の学会で議論されて

います。

最初に私は村落・庶民の研究をしていると言いましたけれ

ども、当時の村落・百姓は結構凶暴なのです。戦国時代の史

料などを見ていますと、隣の村ともめごとになって人質を取

られた、だからこちらの村の若い者全員で相手の村に押し込

んで、やっつけてやるという。そういうことを相当といいま

すが、対等の状態にしなければならない。こちらがやられた

のと同じことを報復したいから、それが相当行為。つまり相

手と対等ということです。ということは、やられる度合いが

大きければ大きいほど、相手の村に対して大きく攻撃をしな

ければならない。それを領主が止めているのです。そういう

記録が結構あります。戦争になるとまずいからやめなさいと

領主が止めるのですが、百姓のほうが暴走してしまう。村の

方が戦いを始めるのです。場合によっては、当時の村は鉄砲

を持っていることまであり、百姓同士が鉄砲を使って、川を

挟んで撃ち合ったことなど史料には出てきます。江戸時代の

初期ごろです。慶長年間で関ヶ原の後ですね。一応秀吉がそ

れ以前に刀狩をしていますが、百姓が隠していたのです。隠

そうと思えば隠せます。江戸時代の初期ごろになって、近江

のある村ですが、そうした事件を起こしています。当時の百

姓は結構過激というか凶暴なのですよ。自分の村の利益を守

るためには戦って死ぬことも辞さない。武士的な気概といい

ますか、そういう気概の中から秀吉も登場してくるわけです。

そういう精神を百姓も持っている。だから百姓側からそれに

引きずられて戦争を起こすこともあり得るのです。

東国の戦乱
次に「東国の戦乱」とあるところですが、これを具体的に

読んでいる時間がありませんので、こちらの図をご覧いただ

きたいと思います。右側に「戦国大名の割拠」という状況が

ありまして、大体 1550 年代から 60 年代くらいにかけての

大名の地図があります。戦国時代前期、応仁の乱からしばら

くの間は、各戦国大名の家も家督相続などの内紛で苦しみま

す。ところが戦国時代の後期、1550 年代辺りになりますと、

日本の各地が高校野球の県別リーグのようになり、地域チャ

ンピオンが立ち上がってくるわけです。戦国時代の後期には、

戦国大名の領国のブロック、それは一種の経済ブロックです

が、自分の領国ブロックを形成するようになっていきます。

そこに現れた大名が先ほどの毛利元就や伊達政宗、上杉謙信、

武田信玄、織田信長といった大名です。先ほど戦争は公共事

業でもあると言いましたが、経済浮揚のために戦争を使うこ

ともあり得るのですね。これに近いものに、昭和 6 年の満

州事変があります。戦争を起こして満州を日本が取ったこと

により、日本の経済力は上昇しています。つまり満州事変に

勝ったことは日本の経済にプラスに作用したのでした。だか

ら戦争は必ずしも絶対悪ではなく、使いようによって役に立

つ場合がある。これは我々戦後の人間にはなかなか着想しに

くいことですが、戦争というものは良い面もある。別に勧め

ているわけではありません。そういうことが実際にあったと

いうことです。戦国時代の戦争もそうですし、かつての満州

事変もそうです。満州を取ることで日本の経済が上向いてい

るということが事実としてあったわけですから、その経済効

果を無視することはできません。戦国大名の戦争もそういう

効果を期待したものであったかもしれませんし、境界紛争が

起きたことが原因であるかもしれません。結果として、幾つ

かの大名のブロックが各地に生じます。

左側には多摩地方の戦国時代の支配状況を載せました。上

は多摩の国人であった三田氏という一族が支配していた領域

です。今の青梅市にあった勝沼城が根拠地で、奥多摩のほう

から北の埼玉県内の入東郡や高麗郡の地域、狭山市、入間市、

飯能市、日高市を支配していたのが三田氏です。三田氏は一

時、北条氏に協力しましたが、後に反抗して滅ぼされてしま

いました。それから下の段は武蔵大石氏です。大石氏は八王

子を拠点にしていた大名でして、本拠地は高月城とか由井城

といった地域です。そこから埼玉県内の入東郡、滝の城とあ

りますが、現在の埼玉県所沢市付近までを支配し、左側の府

中を中心とした多摩地域の中心部付近、南側は小山田とか粟

飯原 ( あいはら ) と書いてありますが、相模原市から町田市

にかけても支配したのが大石氏です。彼らは先ほど説明した
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国人・国衆に当たる一族ですが、支配領域がかなり広いです

ので、こういう言葉はないですけれども、「戦国中名」とか

ですね。歴史にそのような言葉はないのですが、大名までは

行かないから、「中名」のような感じです。彼らは最終的に

は国人として、それより大きい大名のブロックに含み込まれ

てしまいます。三田氏は滅ぼされ、大石氏は家督を北条氏に

乗っ取られてしまいました。これらの一族はそういう形で残

るか、あるいは滅ぼされていきます。

下に出した 3 つのところは、関東を支配した北条氏を例

にとったいろいろな構造図です。右側が「北条氏の評定と裁

判組織図」です。これはいかに裁判を行うかについて。真中

が「家臣団の構成」です。一門 ( いちもん )・譜代 ( ふだい )・

国衆 ( くにしゅう )・外様 ( とざま ) と読みます。この形態は

江戸時代の大名構成と非常に似ています。国衆も本来は他人

ですので外様ということになります。こういう形態、江戸時

代の大名の分類形態は、既に戦国時代に萌芽があるわけです。

左側は「北条氏の役賦課組織図」です。これは税金や労働力

の取り方です。一番下の段に書かれているのは北条氏の税金

パターンです。段銭 ( たんせん )・懸銭 ( かけせん )・棟別銭

( むなべつせん )・正木棟別銭 ( まさきむなべつせん ) で、こ

れらはつまり不動産所有税です。土地税・家屋税などですね。

右側の下にある大普請役 ( おおふしんやく ) が労働役、陣夫

役 ( じんぷやく ) は戦場に出かけていって荷物などを運ばせ

る役です。そういうものをかけられることが北条氏による税

負担体系というものになっています。

織田信長の天下統一
次は「織田信長の天下統一」です。信長・秀吉・家康の肖

像が、また信玄・上杉謙信の肖像があります。ちなみにここ

に書かれている肖像画は、大抵は死んだ後に描かれたもので

して、本人が死去した後に子孫が拝むための図です。位牌や

写真の代わりにこういうものを拝んでいました。本人が生き

ているうちに肖像画作ると、それを基に呪い殺されるおそれ

がありますので、生きているうちには描かれません。そうい

うことが本気で信じられていた時代です。

信長の話に行きますが、戦国時代後期の 1550 年代以降、

戦国大名のブロックができます。その中から信長が大きく登

場するのは、幾つか理由があります。信長が台頭できた第 1

の理由は、初めからお金をたくさん持っていたことです。も

ともと信長の家は尾張の守護大名の代理のさらに下の家で

す。実力によって父親である信秀の代、あるいは祖父である

信定の代から那古屋や津島など大きな都市を押えて、木曽川

の河川交通も押え、尾張の中心部にある大きな平野を押えて、

年貢を大量に確保することができました。だからこそ鉄砲を

たくさん買えたわけです。それだけの財力がある。これが第

1 の条件です。次の条件としては、尾張は京都からほど近く、

ほど遠い。尾張の距離が絶妙だったということです。近過ぎ

ると幕府の争乱に巻き込まれてしまいます。畿内ではどうし

ても幕府とその周辺の大名の争乱があり、細川氏などはまだ

生き残っているのですが、そういう争乱に引き込まれます。

ところが信長の場合は、ちょうど近畿地方から少し離れてい

ます。美濃と尾張、岐阜県と愛知県を支配していますので、

京都との距離感があるのですね。京都とのほどよい距離。近

過ぎず、遠過ぎず。信長より遠過ぎる大名、例えば毛利や今

川・武田・上杉などはいずれも京都を確保することはできま

せんでした。なぜ信長ができたかというと、ほどよい距離だっ

たからです。それより遠い大名はみな京都の確保には失敗し

ています。さらに次の条件として、信長自身の先進的気性が

あげられます。鉄砲の大量の準備とか、長槍の装備などです。

本人の伝記としては『信長公記』というものがあって、下の

信長の年表の流れを追っていくことによって確認できます。

豊臣秀吉の天下統一
　次にその家臣から台頭した秀吉です。秀吉の場合はご存

じのとおり、出身が不明です。本人もそのことを大分気にし

ていたようで、実は 1 月 1 日の日の出とともに生まれたとか、

天皇の落とし子であるとか、偽の伝説をでっち上げて自分の

出自を高めようとするのですが、それが逆に彼の出自が低い

ことを物語ってしまっています。書いてあるとおり、秀吉が

史料上で確認されるのは 29 歳になってからです。いきなり

現れます。その時は既に信長の有力武将です。それ以前の実

態は不明なのです。昨今の学説では被差別民の出身ではない

かとか、いろいろな説が出ています。一般に知られていると

ころによると、どうも尾張の中村という、今の名古屋市中村

区出身の百姓兼足軽という程度の家の生まれだったようで

す。彼がラッキーだったのは、信長に仕えたことですね。信

長の下人になったこと。それ以外にも、本人の才覚があろう

かと思います。出身不明なのに 29 歳の時にはもう信長の武

将になっているということですので、その間もちろん何もし

なかったわけではないし、信長の武将になってからもピンチ

に陥っていることがしばしばありますが、それを秀吉は自分

の実力でカバーしました。ということは、軍事的な実力、頭

で指揮を執るための実力があったのだろうと思われます。最

終的には彼はそのような自分の地位を生かして天下統一を成

し遂げます。この過程は年表に書いてあります。

戦いよりももっと重要なことは、社会改革を行ったことで

す。これは秀吉が自分の概念によって社会体系改革を上から

一方的に実現させた。もちろんその中身には、秀吉の主要家

臣となった石田三成などの頭脳があるはずです。一般的に

関ヶ原の敗者だった三成のことはあまりよく分かりません

が、おそらくこれら秀吉の政策、社会改革を実現したのは石

田三成らの秀吉政権奉行人らによるもので、行政・社会改革

の一環であったのです。

それら改革の中で一番重要なのは太閤検地・刀狩、それか

ら惣無事令です。このような上からの社会改革を行ったこと

が大きかったと思います。太閤検地と一言でいいますけれど

も、実態としてはなかなか難しいわけです。例えば当時の戦

国時代の社会には暦が複数ありました。京都で使われていた、

朝廷が作った京歴という暦がありましたが、それ以外に関東

で北条氏などが使っていたものは、伊豆の三島大社がつくっ

た三島歴です。だから関東と京都では暦が違う。下手をする

と時差がある。鎌倉や小田原と京都で時差があるのです。あ

るいは日にちが違うこともあり得る。その状態ですと、統一

的な政策が実行できないということで、太閤検地は単に土地
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を測ったというだけではなく、時間をも調整したのです。つ

まり日本全国を同じ時間帯に置く。時間を支配するのは、本

来は天皇の役割であり、中国でいえば皇帝の役割ですが、そ

れに代わって秀吉政権が実質的な政策転換を上から行ったと

いうことです。

　また、太閤検地は土地を測るわけですが、測るためには

どうすればいいかというと、単位も調節するわけです。これ

は中世の、先ほど言いました曖昧性が関わっています。暦も

曖昧なら、計量単位も曖昧なのでした。例えば今でいえば、

セブン‐イレブンの牛乳 1 リットルとローソンの牛乳 1 リッ

トルが違うことがあるようなものです。同じ 1 リットルに

なっていないということが、中世ではあり得たわけです。地

方によって同じ単位が違う量になっているのです。米は升で

計りますが、当時はその一升の量が場所によって違うのです。

関東と関西、あるいは九州で、下手をすると年貢を取るとき

と家臣に分けるときの升が違うことがあり得るのです。大名

もなかなかセコイことをします。取るときは大きく出すとき

は少ないが、同じ一升と呼ぶわけです。それを太閤検地で廃

止します。日本中で同じ升を使う。これは京都で使っていた

一升升ですね。さて米を升で掬い取ると、上に山ができます。

その山を、斗掻 ( とかき ) 棒で平らにならします。ならした

分が落ちます。その落ちた微量の米を誰が拾うかも決められ

ています。このように食糧の確保は非常に重要です。そうい

うことまで全てきちんとします。ですから、太閤検地は時間

の統一であり、単位の統一でもあります。

　最終的に秀吉は朝鮮侵略戦争を行い、これが結果として

失敗に終わります。ご存じのとおりです。秀吉は最期、相当

耄碌して死んだといわれていますが、まだ62歳です。最晩年、

秀頼が生まれてからは、無理がたたったのか相当体が衰弱し

て、人前で粗相したなどいろいろ悪い話もありますが、62

歳ですから、今だったら死ぬような年ではありません。死去

して豊臣政権の軍勢は朝鮮半島からの撤退となります。その

後の経過、関ヶ原に至る道は皆さんご存じのとおりです。

　「天下人の挫折」という最後のところにいきます。織田

政権は室町幕府との二重政権状態から、後半は単独政権にな

り、本州の約半分を支配下に置きました。ただし信長の場合

は太閤検地などの統一政策をあまり行っていません。ですか

ら、織田政権はどちらかと言うと、戦国大名に近いものだと

言えます。中世的曖昧さを解消しなかった、もしくはできな

かったのですね。それを曖昧でなくしたのが秀吉の政策です。

ですから敢えて時代を分けるとすれば、信長までが中世、戦

国時代であり、秀吉以降は近世、初期近代となりましょう。

日本を近代に向かわせたのは秀吉であるということに。これ

が豊臣政権の歴史的意義です。秀吉は織田政権を簒奪し、中

世的非合理を合理に転換した近世的政権の基だった。また武

士の関白政権という奇妙な政権が形成されました。政権組織

のようなものを作ったということですが、いずれも個人政権

であったために、政権自体が長続きしないまま滅びてしまい

ました。

おわりに
最後に付け足しのようで申しわけありませんが、掲載した

「大坂夏の陣図屏風」をご覧下さい。画像を見ていただきま

すと、右側が多くの人々が逃げていくところです。左側が、

足軽たちが女性を拉致しようとしている場面です。真ん中で

両手を引っ張られている女性を拉致していこうとしているの

ですが、この女性の手を持っている足軽の旗をご覧いただく

と、いかがでしょうか。これは徳川家の紋で、三つ葉葵です。

これは「大坂夏の陣図」ですから、江戸時代に書かれたもの

です。ということは、徳川家の所属だとはっきり分かる足軽

が、女性を拉致しようとしている場面を江戸時代に描いても

問題ないということになります。これは重要です。つまり描

いても問題ないわけですから、こういう行為が戦争では当然

のことである、当然行ってよいこととなります。堂々と江戸

時代に、徳川家の足軽が女性を拉致したことを絵に描いてお

いて問題ない。なぜ問題ないかというと、当たり前の行為だ

からということです。戦争の際は敵の財産を奪い取る。ある

いは、場合によっては人間そのものを拉致して奴隷として

売ってしまう。秀吉の時代には、九州の島津軍が北上して、

北九州の大友氏領などを侵略し、その大友氏領で捕まえた一

般庶民を拉致して、長崎から外国に奴隷として売っていたと

いう記録が残っています。それを知って秀吉が激怒したとい

う話があるのですが、日本人が奴隷化されてイエズス会の宣

教師により売られているということを聞いて、秀吉は長崎を

イエズス会から取り上げました。つまり戦争の際に人間を拉

致して売り払ってしまうことは、宣教師でさえ関与している

ほどで、当然のことというわけです。もちろん負けたほうに

は非常に厳しいことになります。とんでもない話です。とこ

ろが勝てばプラスになるのです。前の戦国大名による食料な

どの略奪と同じですね。この場合、大坂の陣ですから、敵地

は大坂の町全部です。住民も含めて大坂の町全体に対し、徳

川方の軍勢は何をしても構わないのです。焼こうと、壊そう

と、盗もうと、拉致しようと構わないわけです。それが当時

の戦争の厳しさです。「大坂の夏の陣図」にこのように堂々

と描かれている。しかも江戸時代にそれを取っておく。この

ような「常識」があったことになります。

今日のお話はこの辺にさせていただきたいと思います。ど

うもありがとうございました。
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本日、私は「江戸幕府の政治と改革」という題名で報告さ

せていただきます。最初に司会の方から私の略歴はご説明い

ただきましたが、私からもまず、どういうことをしてきたか

をお話しさせていただければと思います。私は、今回の講座

のテーマとなっております『大学でまなぶ日本の歴史』では、

徳川将軍 4 代目の徳川家綱から 11 代の家斉の時期を執筆し

ました。西暦 1651 年から 1837 年の 180 年ぐらい、江戸

時代は 260 年ぐらいありますが、その大半の時代を担当し

ました。実際そういうことを執筆する契機となったのは、私

の研究と関わっているわけでして 、これまで私は江戸幕府

の組織と人事について研究してきました。これについては、

「組織は大目付を中心に研究」と書きましたが、簡単に説明

いたします。

「幕府職制略図」です。【図２】一般的に「江戸幕府」とい

いますが、細かく見ていくと、徳川将軍を頂点として、その

下に、「老中」「若年寄」「寺社奉行」とあり、老中の下には「大

目付」「町奉行」「勘定奉行」など、いろいろあります。江戸

幕府は、将軍を頂点としてその下に数百という仕事をする役

職のある巨大組織です。この組織がどういう形で動いていた

のか、そこを明らかにしてみたいと思いました。ここだと大

目付を挙げておりますが、この一つの役職を徹底的に取り上

げました。大目付は老中の配下であり、部下に「闕所物 ( けっ

しょもの ) 奉行」、これは江戸時代で破産などをした人の財

産を競売にかけてどんどん売っていく人ですが、その上司に

なる大目付は、大名などがどういうことをしているかを監視

したりする役目です。この大目付を軸に部下からどういうお

願いが来たら、自分のところでどこまで処理できるのか、ど

こからができなくて老中に行くのかという縦の流れ、あるい

は町奉行・勘定奉行などといろいろ話をしながら物事を決め

ていきますので、この一つの役職を中心に横の流れを見てい

くと、江戸幕府という巨大組織が復元できるのではないかと

考えて研究してきました。

また、江戸時代は 260 年続いておりますが、古代は何と

もいえませんが、鎌倉時代から始まって現代まで見ていくと、

260 年続いた政権は今のところ最長です。260 年という長

きにわたって国を統治できた理由は何なのかということに興

味がありました。260 年支配できる組織は何なのかという

ことを見たくて、一つの役職を中心にいろいろ見てきたわけ

です。これは別に私が発見したわけではなく、江戸時代が終

わって明治時代になると、明治政府はすごく江戸幕府の研究

をしていきます。例えば江戸幕府が 260 年でどういう法律

を出したかをまとめた『徳川禁令考』、あるいは経済関係の

法律だけをまとめた『財政経済史料』を作っていて、明治政

府はどうすれば江戸幕府のように日本を統治できるのかを考

えて、ものすごく江戸幕府の研究をしました。そのような歴

史に興味があり、私自身も一つの職を中心に上下関係を見て

いけば巨大組織というものが分かってくるのではないかと考

えて、大目付を軸に研究したわけです。

もう一つ、「人事は役人の昇進制度と昇進過程」と書きま

した。大目付という仕事をずっと研究してきた中で、どうい

う人が大目付になれるのだろうかと考えますと、大体 50 歳

が早くて、60 代・70 代で就任する。今と違って平均寿命は

とても短いですから、とにかく長生きできないと大目付にな

れません。50・60 ぐらいまで、いろいろな職を転々として

昇進していき、やっと就けるのが大目付です。大目付になっ

た人はどういう経緯を経て大目付まで来たのか、武士一人一

人の昇進の過程や、どうすれば昇進できるのかをこれまで研

究してきた次第です。以上が私の略歴になります。

本題に入ります。「講座の主旨」として三点あります。一

つは、老中という職です。政治と改革という形で改革を見て

いくと、江戸幕府ですと、老中になると、とりあえず改革が

できます。なぜ老中になると改革ができるのか。二つ目は、

改革あるいは普通の政治を行えるトップである老中には、ど

うやってなれるのか。その昇進の過程を、私自身これまで人

事問題を扱ってきましたから、見ていきたい。三つ目は、老

中として『大学でまなぶ日本の歴史』では田沼意次や松平定

信が出てきますが、今回は田沼意次という人物を取り上げて、

教科書でも少し書きましたが、そこと重複する部分がありつ

つ書き切れなかったことを出していきたいと思います。

「老中になるとなぜ改革できるのか」という話で、なぜ老

中に着目するかというと、こちらは江戸幕府で「何々の改革」

と呼ばれるものをやった人を抜き出したものですが、上から、

徳川吉宗は 8 代将軍で享保の改革、「暴れん坊将軍」という

松平健がやっている番組でも有名な吉宗です。【図１】

  これは将軍ですが、それ以降を見ていくと、田沼意次も老

ミュージアムセミナー　「大学でまなぶ日本の歴史　中世・近世編」

第 2 回　江戸幕府の政治と改革
実施日　2019 年 2 月 16 日 ( 土 )　於　帝京大学八王子キャンパスソラティオスクエア S011 教室

山本　英貴

帝京大学文学部史学科准教授

【図 1】
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中になり、今日も蝦夷地のお話をしますが、そのようなさま

ざまなことをやった。その後、松平定信の寛政の改革、水野

忠邦の天保の改革、そして阿部正弘の安政の改革があります。

基本的に「改革」という名が付いているものは皆、老中になっ

てやっています。要は、老中になると日常的な政治のトップ

でもありますし、だからこそ改革もできるわけです。

その老中にどういう形でなっていくか、また老中になると

なぜ政治が動かせるのかということで、「幕府職制略図」を

見ていきたいと思います。【図２】

説明が少し重複します。江戸幕府は将軍がトップで、将軍

のもとに数百という役職が存在しますが、将軍直属というと、

老中・若年寄・寺社奉行、そして大坂城代と京都所司代があ

ります。老中のもとに勘定奉行・町奉行といろいろ書いてあ

りますが、数百ある役職の上下関係を追っていくと、おおよ

そ老中という役職の下にさまざまな役職が付く、あるいは若

年寄の役職の下にさまざまな職が付く形です。今ここでライ

ンを引いておりますが、大きくみると、将軍の下に老中がい

て、その下に制度の「制」を付けて「老中制」と呼ばれるも

の、あるいは若年寄の下に「制」を付けて「若年寄制」といい、

主に組織としては老中と若年寄がトップに付くわけです。要

は組織としては 2 系統あり、そのトップが老中と若年寄です。

老中の下が勘定奉行で江戸幕府の財政を担ったり、また町奉

行として江戸の都市行政や司法などを担ったりという、主に

行政関係の仕事は大体老中の下に付きます。一方、江戸幕府

を治めているのは徳川家ですが、徳川家の将軍が移動する際

に警備したりする書院番など、江戸幕府を治めている徳川家

を守る人が部下に付いているのが若年寄です。つまり、老中

の下に付いているのが全国的な行政などを担う人です。この

ように、老中に就くと全国を治めるいろいろな物事にかか

わっていきますので、普通の政治を行うのはもちろん、改革

もやっていけるわけです。ここで大事なのは、江戸幕府は巨

大組織ですが、老中あるいは若年寄という 2 系統の者によっ

て組織が動いている。若年寄は徳川家にかかわる問題、老中

は全国にかかわる問題を取り仕切っていく職業がその下にあ

るということです。

老中にどういう人がなっていくかを、一つ一つ見ていこう

と思います。「老中への昇進過程」と書きました。【図３】

ここに出ているものは後で個別に見ていきますが、老中に

なると江戸幕府の政治ができますし、改革もできます。誰が

老中になれるかというと、基本的に譜代大名です。譜代大名

の中から奏者番が任命されます。譜代大名から奏者番にまず

就職します。そこから寺社奉行に行き、早い人はそこから京

都所司代に昇進して老中になります。あるいは寺社奉行から

大坂城代になり、京都所司代に行き、老中になる。これが江

戸時代の最初ぐらいの昇進の流れです。途中で大坂が経済的

に発展してくると、寺社奉行から大坂城代・老中という流れ

もできてきますが、一般的には、寺社奉行・京都所司代・老

中、あるいは寺社奉行・大坂城代・京都所司代、老中となっ

ていきます。

老中になると、政治ができるし改革もできるわけですが、

老中になるためにはそれなりに大変なことがあります。個別

に見ていきますと、まず譜代大名、老中になれる資格のある

人たちです。大まかにいくと、関ヶ原の戦いの以前から徳川

家の家臣であり、石高でいくと 1 万石以上を領地としても

らっている人です。あるいは関ヶ原以降であっても、将軍が

新しく大名として取り立てて譜代とした人。こういう人たち

が老中以下、京都所司代なり、寺社奉行なり、江戸幕府の役

職に就くことができます。【図４】

「領地では殿様、人を使う存在」と書いてありますが、老

中というトップに立つと、日常的な政治も行いますし、改革

等もできます。ただトップに立つにはそれなりに頭もよく、

人柄等もよくなければならないなど、いろいろあります。で

は、そのようなものを誰が兼ね備えているのかを見ていく上

で、昇進経路があるわけです。そもそも譜代大名は、「領地

では殿様」と書きましたが、江戸城に行くと、自分と同じ譜

代大名と呼ばれている人もいれば、外様大名と呼ばれている

人たちなど、自分と同じ大名と呼ばれている身分の人がいる。

そのような人たちとどういう形で付き合っていくか。幼少期

から教育を受けますが、見の回りのことは全部人がやってく

れる。例えば、5 代将軍の徳川綱吉は、それまでの将軍と違い、

群馬の館林の殿様でありまして、4 代の将軍が亡くなったの

でその養子という形で将軍になります。3 代将軍家光、4 代

【図 2】 【図３】

【図 4】
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将軍家綱は生まれた時から将軍になることが決まっていたの

で、生まれた時から自分が一番という感じでしたが、5 代将

軍はそうではなかった。それで、多少コンプレックスがあっ

たのか、他の人がやらないことをやり始める。殿様の子供を

何人か自分の親衛隊のように集めて、新しい制度などを作ろ

うとします。例えば、譜代大名の子供などを江戸城に呼び、

宿直をさせる。ところが子供たちは、ドアを開けたら、誰か

が閉めるもの、寝床に行ったら布団が敷いてあり、寝て、起

きたら誰かが畳むものと思っているので、実際誰も布団を敷

かず、いつ布団が出てくるのかと待っていたり、戸は開けた

ら開けっ放し。「本当に使えないな」と教育係の人が言って

いるのですが、それはそういう教育を受けてきたからです。

むしろ江戸城の中で自分と同じ人たちとどう付き合っていく

かが大事でしたので、その身の回りのことができない。実

際、人の上に立つ人間があまり身の回りのこともできないと

まずいだろうということで、譜代大名の中から奏者番・寺社

奉行と昇進させていって、この人は使える、この人はだめと

いうことを見極めていき、人の上に立つ人間をつくっていく

わけです。

それで改革を行うための第一歩、まず老中になるために譜

代大名は奏者番に選ばれていきます。定員はありませんが、

かなりの数の人が譜代大名から奏者番になれます。ここから

昇進していくかどうかはその後の話です。奏者番は何をする

のかというと、二つあります。一つ目は「将軍に謁見者の姓

名などを披露」とあります。おこがましいのですが、私を将

軍だとしていただいて、別に皆さんが家来だと思っているつ

もりはありませんが、例えば私が将軍だとして司会の堀越さ

んが奏者番だとすると、皆さんがいる前で、どなたか一人が

私の前に出てくるわけですが、その時に、堀越さんが「山本」

とか「田中」など私の前に出てきた人の名前を披露する。そ

ういう役目です。もう一つは、江戸城で日々いろいろな儀式

が行われていますが、その各儀式を執り行うための準備をす

るのが奏者番です。【図５】

なぜ奏者番をさせるのか。実はこれをやると滑舌がよくな

ります。さらに度胸が付きます。そして、このことと対応し

て礼儀作法が身に付きます。なぜ滑舌がよくなり、度胸が付

くか。次を見ていきたいと思います。『徳川実紀』第９篇と

あります。これは徳川の歴代将軍それぞれの事蹟をまとめた

ものです。吉宗が日々何をしたかをまとめた吉宗の『徳川実

紀』もあれば、９代将軍家重の『徳川実紀』もあります。こ

れは『徳川実紀』の中で吉宗期の話ですけれども、読んでい

きたいと思います。【図６】

「さて、河内守」、井上正定という人物が奏者番であった

時の話です。「其次のとし正月六日。出家社人拝賀の時」、要

は、毎年正月の際、将軍にいろいろな人が会いに来る。それ

で、｢山本が会いに来ました｣「田中が会いに来ました」と、

一番偉い人である将軍はじめいろいろな人がいる中で、奏者

番は一人一人名前を読み上げていき、「失敗したらどうしよ

う」と緊張していきます。それでもまだ山本や田中なら何と

かなるかと思いますが、私も言えるかどうか心配ですが、「播

州書写山の社僧惣代」などがたまに来るわけです。奏者番の

うち何名かがこの儀式に参加するとして、それぞれ山本・田

中・坂本とあたる中で、播州書写山のような、たまに外れを

引く人がいるわけです。こういう難読な言い回しがあります。

あるいは、「米倉」と書いて、今だと女優の米倉 ( よねくら )

涼子さんがいますが、当時は「よねぐら」さんもいた。自分

の持っているもので、この人は「ぐら」で、この人は「くら」

と書くなど、人の名前にも濁音が付くか付かないかがあり、

なぜ自分のところにはそういう微妙な名前や難しい人がいる

のかと。それで何回も発声練習をして、当日、将軍がいる前

で披露する。それをやっていくと滑舌がよくなりますし、度

胸も付いてきます。話す内容は部下などにうまい文面をつく

れと投げてしまえばいいわけですが、その場で話すのは本人

です。人の上に立つ者として話す際には、政治家などでも同

じですが、いかに聴衆を引き付けるか。それには話し方が大

事なわけであり、ある意味、奏者番をやることによって滑舌

がよくなって、将来的にトップに立ったら号令などをかける

際にやりやすいということで、これは絶対通らなければいけ

ない道なのです。

ちなみに、井上正定は「播州書写山」が言えなくて、「い

ひあやまちける」ですね。これでその後、「尊顔をみながら

あざ笑ひたり」ということです。私が前にいて、堀越さんが

言い間違いをして、「すみません、やってしまいました」と

いうことで、その場で「あなたは首です」と奏者番を解かれ

て、処分されていきます。別に命を取られたりしませんが、

ここで出世の道は途絶えた。このような奏者番を、まずやり

ます。それで滑舌等がよくなり、その後のものにつながって

いくわけです。

同じく、これも奏者番にかかわるもので、東京大学史料編

纂所に『米倉家文書』があり、その中の一つです。「手留 ( て

どめ )」という名前です。大きさとしましては、下のほうに

定規がありますが、横が 8 センチから 9 センチぐらい、縦

【図 5】

【図６】

6
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が十数センチぐらいです。ここに折り目が付いています。た

くさん折る場所が付いているのはなぜかというと、形態が蛇

腹折りで、つながったものを広げていけるわけですが、それ

をパタパタと畳んでいくと、横 8 センチから 9 センチ、高

さが十数センチになります。奏者番をやっている人はこうい

うものを自分の懐に何個も入れています。【図７】

これは上のほうに「八朔之御祝儀 ( はっさくのごしゅぎ )」

とあります。八朔は 8 月 1 日に当たり、徳川家康が江戸に入っ

たのが 8 月 1 日ですので、八朔は江戸幕府の中では正月に

次ぐとても縁起のいい日となっています。ですから、八朔の

日にはいろいろな儀式が行われます。その際の儀式がどのよ

うに進んでいったのかを書き留めたのが、この手留です。滑

舌等で書きませんでしたが、こちらの手留は、ここに「米倉

丹後守 ( よねくらたんごのかみ )」と書いてあり、米倉が最

終的に持っていたので「米倉家文書」として残っているわけ

です。ここを読んでいき、八朔の祝儀を担当した人は誰かを

見ていきます。この手留は、最初「土屋相模守留 ( つちやさ

がみのかみ とめ )」、実は元々は土屋がこれをつくった。そ

れを「稲葉丹後守写 ( いなばたんごのかみ うつす )」、稲葉

が土屋から借りて写した。その後、「従」は「より」と読み

ますので、「青山大膳亮 ( あおやまだいぜんのすけ )」より「借

写 ( かりうつす )」。そして米倉となっています。稲葉から青

山が借りた。青山が持っているものを米倉が借りて、米倉の

もとにあるということです。この時の八朔の祝儀、尾張云々

と書いてあるのは、これを体験したのは土屋で、つまり奏者

番として儀式を担当したわけです。そして土屋が持っている

ものを「貸してくれ」と言われたので稲葉に貸して、写した

ら、稲葉が持っているものを青山が「貸してくれ」と言って

借りて、最終的に米倉は青山から借りたものを写して、今も

残っている。こういったものから何がいえるかというと、あ

る意味、奏者番に就くと儀式をやらなければならない。で

も、儀式はどういう形で行われていくのか、自分はそこでど

ういう役割を持っていくのかというのは、懇切丁寧に教えて

くれる人もいないので、自分で把握しなければいけない。そ

れで、自分のネットワーク等を使って、米倉は青山からこれ

を借りた。だから実際、八朔祝儀がある際には、もともと土

屋が体験したものなどを参考に自分も儀式をやっていく。要

は人とつながっていくのも当然大事になっていく。そのた

め、日ごろから人付き合いをうまくやっておいて、今回こう

いう儀式を担当することになったので、それに関する書類を

持っていませんかと聞いて、借りて写して、それを懐に入れ

ておいて仕事をするわけです。ここまでで奏者番については

終わります。

では、懐に常にこのような手留を何個か入れておいて儀式

をやるけれども、なぜ途中で手留を確認しなければいけない

のか。これは先ほどの『米倉家文書』の中身を開けたもので

す。【図８】

ここに「紀伊」と書いてあり、ここに「伯耆 ( ほうき )」

と書いてあります。似たような形で、この三角部分が「伯耆」、

この三角部分が「紀伊」となっていますけれども、似たよう

な感じでここに人が並んでいます。こちらの上のほうにも人

がいるわけですが、ここの部分をより拡大したのがこちらに

なります。この上に「上 ( かみ )」と書いてありますように、

図面でいくと「紀伊」や「伯耆」が末席で、こちらの上のほ

うが上座で、この辺に将軍がいるのです。実際ここには老中

が並んでいて、奏者番はこの辺に並んでいる。ここに「自分」

と書いてありますので、ここが土屋の場所です。将軍がこち

ら、「上」とありますから、ここが一番偉いとしたら、この

上座により近いほど偉い。そういう図面の中で、この点線は

何かというと、そもそも座る場所もこの近くは、江戸城です

から畳です。だから自分はこの辺が通路で、この太いところ

が敷居です。敷居から二畳分進んだあたりに紀伊がいて、そ

れから一畳分行ったら土屋がいますという、座る位置も畳何

畳目と決まっていれば、退出する際も畳のここまで自分が斜

めに歩いていって、ここからここを歩いていくなど、江戸時

代の儀式ではすごく決まっているのですね。それを失敗する

と周りに文句を言われたり、失脚にもつながっていく。人に

よっては、畳一畳分で揉めてけんかをする人がいますので、

本当に大事なのです。

ちなみにここまで歩いて引いていけと。こんなもの、普通

に下がっていけばいいではないかと思うかもしれませんが、

それも定めているには一つ要因があります。先ほども言いま

したが、国に帰ったら自分が一番偉いけれども、江戸城に行

くと自分と同格かあるいは自分より上の人がいるわけです。

これも江戸幕府が 260 年持った要因の一つだと思います。

どのように帰っていってもいいではないか、なぜ畳のどこか

ら退出しろと定めるのかと思うかもしれません。しかし、こ

のような規律をつくり、領地だと一番偉いはずの自分がそれ

を厳格に守っている。さらに言うと、小さい頃から身の回り

のことはできなくても江戸城に行ったらこれは気を付けろと

言われている中で、自分より偉い人にはとにかく敬意を払え

と教えられている。その敬意を払うべき存在の人たちも同じ

【図７】 【図８】
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ような形でこれを厳格に守っている。自分よりも雲の上だと

思っている人がこのルートをきちんと守ってやっているのだ

なと思うと、これは守らなければいけないとみんな思ってい

く。それを守らせる将軍とは何なのかと考えていくことが、

結局ずっと江戸時代が続いていく要因なのです。自分だけで

はなく、自分が偉いと思っている人も守らせているというこ

とは、将軍というのは偉いのだと。権力があるから人を規律

正しく動かせる。江戸幕府も自分だけではなく、自分より偉

い人を規律正しく動かせることで将軍は偉いのだと思わせれ

ば、当然、江戸幕府は続いていくわけです。こういう一つ一

つの細かいところを奏者番がいろいろと学んでいきます。最

初に滑舌がよくなり、儀礼作法を身に付けていくのです。

そのような人たちに次に求められる能力として、寺社奉行

という仕事に就いていきます。「宗教者、寺社領の百姓など

を管轄」と書きましたが、寺社奉行になりますと、お坊さん

や神主同士の争い、あるいはお寺の領地や神社の領地には当

然百姓や町人がいますけれども、その人たちの争いを裁いて

いきます。人の上に立つ者として、滑舌よく話すことは大事

ですけれども、それだけではなくて、司法あるいは行政的に

物事を処理していく能力が当然求められます。寺社奉行にな

るのは、ある意味、そのような神社間やお寺同士の争いなど

の、もめごとを解決する役目を負って、そこで司法的な資質

があるかどうかを見られます。【図９】

さらに「富突 ( とみつき )」、今でいう宝くじと「勧進相撲

などの興行を管轄」と書きました。江戸時代、神社でもお寺

でも、台風などが来て大きく破損した場合に、その修復費用

をどのように稼いでいくかということです。江戸幕府に、「台

風が来てすごく破損して困っているから宝くじを発行してい

いですか」、あるいは「お相撲さんを呼んで神社の境内で相

撲を開いて見物料を取っていいですか」と、見物料あるいは

宝くじの収益でお寺や神社を修復したいとお願いするわけで

す。その際に、これは認めていい、これはだめだということ

を、書面から判断していきます。そうしていくことにより、

書面を読んでいって行政や司法の能力が付いていきます。上

に立つ者として、滑舌よく、さらには度胸もなければいけな

い。それだけではだめで、行政・司法能力も求められるので、

寺社奉行にして、そこで能力を見ていきます。

最後に、大坂城代・京都所司代になります。大坂城代は

大坂で、京都所司代は京都で、それぞれ司法・立法・行政の

三権に責任者として関与していきます。江戸時代の財源は基

本的に米で計算します。大坂には堂島の米市場があって全国

の米が大坂に届きましたので、大坂城代は大坂でいろいろな

物流の流れを学ぶことができます。大坂城代になると、全国

の経済が何となく分かるわけです。一方、京都所司代は、京

都には天皇以下お公家さんがいますから、そういう人たちと

日々交流していく。江戸時代、幕府の対となる権力として朝

廷がありましたから、そちらと交流していくことは、当然人

の上に立つために大事になります。さらに言うと、大坂城代

にはその下に幾つもの役職が部下として付いていますし、京

都所司代にも幾つかの部下がきっちり付いています。さらに

大坂あるいは京都という主要都市をしっかりと治めます。将

軍の下に老中あるいは若年寄がいるとして、老中の下には幾

つもの仕事が付いています。京都所司代の下にも幾つも職が

付いております。全国政権として江戸幕府を動かしていく前

に、大坂・京都という江戸時代の主要都市を動かしていく

練習をして、それで老中として全国を動かしていくための

ちょっとした体験になるのが、京都所司代や大坂城代です。

【図 10】

ここまでが、最初に挙げた主旨のうちの二つです。老中に

なるとなぜ改革できるのか、そして老中にはどのようになっ

ていくのかということで、奏者番・寺社奉行・京都所司代、

あるいは大坂城代・京都所司代・老中という流れを見てきま

した。人の上に立って、うまい感じで話をしていく上で、滑

舌をよくする。さらに行政能力・司法能力があるかどうかを

寺社奉行で確認し、最終的に大坂あるいは京都という主要都

市を一つ治めてみて、それでいけると思ったら最終的に老中

になっていくわけです。そして、老中になるといろいろと政

治を動かしていける。だから改革ができていく。それがここ

までの話です。

先ほどから説明してきた老中へのなり方ですが、これ以

外に老中になる方法がないわけでもなくて、一般的には先ほ

ど申し上げた昇進ルートです。頭のほうで挙げた天保の改革

の水野忠邦は、寺社奉行・大坂城代・京都所司代という典型

的な例で上がってきて改革をしました。他の人も大体そうで

す。一方で、時々の将軍に物すごく愛されて、どんどん出世

していき老中になっていく人、先ほどの昇進ルートを通らな

くていい人、あるいは、だめっぽいから改革が必要だと言わ

れて、いきなり登用されていく人もいます。【図 11】こうい

うイレギュラーな人たちもいますが、おおよそはこれまで述

べてきた昇進過程で老中になるので、改革なり政治ができる

わけです。

その老中の中でも、『大学でまなぶ日本の歴史』とも範囲

【図９】 【図１０】
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的に関わるので、今回は田沼意次という人物を取り上げてみ

たいと思います。自身が範囲として執筆したところにかかわ

るからというだけではありません。「戦前における日本の三

大悪人」がありまして、上からいくと、「弓削道鏡の宇佐八

幡宮神託事件」は、道鏡に天皇の位を譲るべきだといって、

天皇の位に就こうとした。また、足利尊氏は後醍醐天皇と対

立して、室町幕府をつくります。戦前は皇国史観といいます

か、天皇中心の歴史が一般的でしたので、そこで見ていく

と、天皇に自分がなろうとした道鏡、あるいは天皇とけんか

していた尊氏が悪人というのは分かります。しかし、なぜか

賄賂をもらったとか腐敗したということで、田沼意次も「戦

前における日本の三大悪人」に挙げられているわけです。天

皇中心的な考え方で、天皇ともめたから悪人というのは理解

しやすいですが、なぜか田沼もそこへ入れられて、ずっと、

ろくでもない人間と言われてきているのです。それが 1990

年代ぐらいから評価がガラッと変わってきて、今はかなり革

新的な政治をやっていた、「何々の改革」というのは付けて

いませんが、でも、やったものを見ていくと他の人とは違う

立派な人だということで、評価が転換しています。【図 12】

そういう意味もあり、誰が老中になれるかという昇進過程だ

けではなく、老中になった中での田沼意次も見ていきたいと

思います。

「三大悪人」の一人から「革新的な政治家」に評価が変わっ

ているわけですが、まず、なぜ三大悪人の一人に入れられて

いたかを示す一つの史料として、森山孝盛という人物が『蜑

の焼藻の記 ( あまのたくものき )』という著作を書いていま

す。森山孝盛は田沼意次の次の松平定信の時代に登用されて、

松平定信政権でどんどん頭角を現していきますので、定信に

対して好意的です。定信が徹底的に批判した田沼に対しては

コメントがもともと辛いのですが、それでも森山は田沼意次

の時代に生きていますから、田沼の時代はどうであったのか

を『蜑の焼藻の記』にいろいろ書いています。【図 13】

傍線を引いてある部分を見ていきましょう。「天明」は田

沼意次の絶頂期です。次の「寛政」という年号で、松平定信

が寛政の改革をします。「天明の末には田沼家発行にて」、こ

の「発行」は流行するとか勢いがあるという意味ですが、天

明という年号の最後には田沼意次の家にとても勢いがあり、

どうだったかというと、「賢愚となく権門賄賂をもて」、賢い

人間も愚かな人間も関係なく、とりあえず権力者のもとに賄

賂を持っていって、出入りしていました。それで「朝夕権家

に往来して追従」する。それも 1 軒ではなくて「往来」、い

ろいろな権力者のところに賄賂を持っていって「俺をどうに

かしてくれ」というのが田沼時代の一つの習わしだったと

言っています。もう一箇所では、「俗にいう燈心もて竹の根

を掘ことく」と書いてあり、簡単にいうと、やっても効果が

ないという意味ですけれども、「本当に俺は無駄なことをし

てきた」ということを書いています。賄賂を持ってどんどん

いろいろな家に行ってきた。それによってこの人は仕事に就

けたのですが、後世から、田沼が終わり次の松平定信政権で

森山孝盛は重用されて、田沼家はこうだったと書き記したも

のを見ていくと、「あの時は本当に賄賂ばかり持っていって

頑張った。でも本当に無駄だったな」ということを書いてい

ます。こういうところからも、本当に賄賂が田沼期にあった

ことがうかがえます。話は脚色されていると思いますが、そ

れでも賄賂があったということです。それで戦前の三大悪人

に数えられるわけです。

一方、90 年代ぐらいから、なぜ「革新的な政治家」とい

うふうに話が変わってくるのか。田沼の政策は幾らもありま

すが、主要なものとして、初めて蝦夷地、今の北海道を開発

しようと考えたということで取り上げられます。【図 14】な

ぜ革新的か、他の人ができないことを考えられるのか、さら

にそれはどういう内容かを見ていくと、江戸幕府はお金がな

【図１２】

【図１１】

【図１４】

【図１３】
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い。では税制をどうすればいいかと考えた際に、いろいろ意

見を募った。そうすると北海道を開拓したら何とかなるので

はないかという意見が出まして、最上徳内などを蝦夷地に実

際に派遣して、蝦夷地はこうでしたという調査報告書をもら

います。それで開発を始めようとしたら失脚してしまいます

が、北海道に目を付けて、北海道はどうだったのかを見てい

くと、この報告書はすごいです。多分話は相当脚色されてい

ると思います。なぜかというと、田沼意次の時代は、こうす

れば江戸幕府の金になりますよということを言うと、どんど

ん出世していくのです。賄賂を渡すことも大事ですが、とに

かく出世できる。ですから、この報告書も脚色されていると

は思います。報告書には、北海道全体を開発したら 583 万

石ぐらい新田ができますとある。何とか万石といってもなか

なか想像が付きにくいと思います。下に書きましたが、当時、

日本全土の江戸幕府の直轄の領地が 400 万石です。江戸幕

府を動かす予算が 400 万石だとして、江戸幕府に付き従う

多くの大名たち、上から 100 万石の加賀前田家や 70 万石

の薩摩島津家といますが、江戸幕府を動かしている徳川家は

その 4 倍を持っているから圧倒的です。そこへ、北海道を

開発したら 583 万石という収入が新しく加わるのです。国

家予算が倍以上になりますよという。なるわけがないだろう

という感じですが、このように計画する。さらに、北海道を

開発すれば北方にロシアがいても抑えになるのではないか

と、かなり計画だけは夢のようです。実際いろいろと希望を

与えますが、次の松平定信は、むしろ開発してこのとおり行っ

たらロシアが攻めてくるのではないかといって、開発をやめ

ます。定信の次の信明の時には、幕府の財政を豊かにするべ

きだといって再び開発に着手しますが、その途中で財源が尽

きてしまってやめます。人に夢を与える上で、北海道を何と

かしたらやっていけるのではないかという、他の人では思い

付かないことをどんどん打ち立てていく。そういうこともあ

り、他の人では思い付かない革新的な政治家という意見があ

る一方で、賄賂などをもらっていて、三大悪人の一人として

数えられたりするわけです。

その辺は『大学でまなぶ日本の歴史』でも「蝦夷地開発」

について書きましたが、今日ここで取り上げたいのは、田沼

には、なぜ他の人が賄賂などをバンバン持っていくのか、な

ぜ他の人ができないことを打ち立てることができたのか。そ

れをずっと追っていくと、やはり当時、ものすごく権力があっ

たわけです。先ほど、老中になったら政治・改革ができると

言いました。田沼も老中ですけれども、その中でも莫大な権

力を持っていた。だから三大悪人の一人にもなるし、他の人

が考え付かないことも考えられた。では、どのように権力を

持てたのかということで、教科書に書いたものをより詳しく

説明したいと思います。

「将軍への上申過程」として、「将軍」の下に「側用人（そ

ばようにん）」「御側御用取次（おそばごようとりつぎ）」、そ

して先ほどから出している「老中」「若年寄」です。「諸職」は、

簡単にいうと、老中や若年寄の配下である何百という役職を

まとめたものです。老中になると政治ができて改革ができる

と言っていますけれども、そもそも江戸時代の問題は誰が解

決するかというと、老中なり若年寄の部下は、大体仕事をし

ていて、分からないと思ったら、若年寄の部下の人は若年寄

に聞く、老中の部下は老中に聞きます。【図 15】それで矢印

が書いてあります。

   若年寄でも分からないことがあったら、老中と若年寄だと

老中のほうが偉いので、若年寄も老中に聞きます。江戸幕府

の行政や司法の話は、ほとんどがここで完結します。ただ、

どうしても分からないとき、最高権力者に聞かなければいけ

ない際には、最終的に老中が側用人や御側御用取次を介して

将軍に聞きます。側用人はいつもいるわけではなく、適宜任

命される人がいる。御側御用取次は 8 代将軍吉宗以降、常

にいるのですが、老中がどうしても分からなかったら、こ

のどちらかに、将軍に聞いてくれといって物事を処理して

いきます。

江戸城の図面を見ていただければと思います。『国史大辞

典』から引用した「江戸城平面図」です。【図 16】

下に「表」「奥」「大奥」と書いてあります。「大奥」は女性

だけの場所ということで、とても有名です。この平面図の見

方として、ここだけ少し黒い線が太くなっていますが、同じ

く、ここも他に比べると太枠になっています。江戸城を平面

図で見た場合、ここの枠より左側を総称して「表」といい、

枠より右側を「奥」あるいは「中奥」といいます。奥より右

側が「大奥」です。表と奥は何をしたかというと、一般的な

江戸幕府の役人が仕事をしているのが表で、奥にはほぼ入れ

ません。丸印が付いている「御用部屋」で老中と若年寄が仕

事をしている。奥と隣接しているところに部屋をもらって仕

事をしています。大体ここで物事が完結しますけれども、分

からないときには、ここ（奥）が実は将軍の居住空間であ

り、その中でも「御座之間」で将軍が仕事などをしている。

こちら（奥）が生活スペースで、こちら（表）は仕事をして

【図１６】

【図１５】
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いる場所です。仕事をしている人は基本的に奥には入れませ

ん。老中は本当に分からなければ将軍に聞かないといけない

ので、とりあえず奥に一番近いところに仕事をする場所をも

らっている。でも、こちら（奥）にはそうそう入れない。老

中に任命されるときには入れたりしますが、日常は入れない。

では分からないことをどうするか。側用人と御側御用取次は、

「側」という字がありますように、将軍の近くにいるという

ことで、奥で仕事をする人たちです。表でどうしても分から

なければ、この人たちに「将軍に伝えてほしい」と言うと、

将軍に聞いてもらえるように、江戸時代の政治ではなってい

るのです。

側用人から若年寄まで 4 つ挙げていますけれども、誰が

一番偉いかというと、老中です。その次が若年寄・側用人・

御側御用取次です。偉いか偉くないかでいくと、この順番で

す。側用人と御側御用取次が少し怖いのは、老中も配下の役

人から尋ねられても分からないことがある。分からないの

で、側用人と御側御用取次という奥で仕事をしている人たち

に「将軍に聞いてくれ」と言うわけです。側用人と御側御用

取次は、老中や若年寄よりも将軍の近くにいるわけです。で

すから、側用人らともめて「この老中は嫌いだな」と思われ

ると、老中から「これを将軍に伝えてくれ」と言われた際、

側用人らは「分かりました」と回答しますが、裏で将軍に「あ

の老中はだめですね」とか告げ口されてしまうと危ないわけ

です。将軍が任命権者ですから、老中のほうが偉いのですが、

側用人らはないがしろにできない存在といえます。

田沼が権力を持てた要因として、大岡忠光という、最初に

9 代将軍徳川家重のもとで御側御用取次をしていた人がいま

す。徳川家重は、頭脳は聡明でしたが言葉が不自由であった

らしく、みんなは話している内容を理解できなかった。何か

重要なことを言っているのだと思いつつも、分からない。そ

の中で大岡忠光は小姓といって幼少期からずっと身の回りで

勤めていたこともあり、この人だけが家重が言っている言葉

を理解できた。だからこの人が「将軍がこういうことを言っ

ています」と言うと、みんなが「なるほど」といって動いた

ので、この人は大事だったわけです。そして、この人が大事

だから若年寄に昇進させようという話になります。しかし、

この人を若年寄に移してしまうと、老中や若年寄らで分から

ない問題がおこって、側用人や御側御用取次を介して将軍に

聞いても家重が何を言っているのか理解できないので、明確

な指示が返ってこない。だから初めてこの人が、若年寄と御

側御用取次の二つを勤めました。つまり、一人でいろいろな

職と将軍をつなげることができるようになったのです。田沼

は 10 代将軍家治のもとで活躍しましたけれども、9 代将軍

のもとで大岡忠光が初めて若年寄と御側御用取次を兼務した

ために出世できたのです。

実はこれが一つの例になって、田沼意次は老中になった

ときに、若年寄と御側御用取次をやった例があるなら、自分

は老中だけれども側用人もやっていいのではないかといって

自分でやってしまった。若年寄よりも老中が偉く、御側御用

取次より側用人のほうが偉いのですが、より強化版のルート

を田沼は獲得したのです。これが革新的と呼ばれる、誰も

考え付かない政治ができる権力を持つことができた要因の

一つです。

なお、老中と兼務というのは、その後、田沼に倣っていろ

いろな人がしています。あるいは、そこを兼務できたから力

を持てたということです。さらに、田沼は老中と側用人を兼

職しましたが、それだけにとどまりません。ここに松平康福

や久世広明などがいますが、江戸時代、老中は一人ではなく

複数いました。多いときで 5 名～ 6 名、少なくても 3 名ぐ

らいです。田沼は自分が老中で側用人というだけではなく、

伊丹直賢の娘と結婚し、長男の田沼意知 ( おきとも ) は松平

康福の娘と結婚した。【図 17】

   松平康福は老中です。同じように、自分の娘は西尾忠移と

結婚して、その間にできた子供 2 人が久世と牧野の親類と

結婚しますが、久世も牧野も老中です。同じく意正という自

分の息子を、老中である水野忠友の養子に出した。要は、自

分と同僚になる老中全員が身内だったのです。ですから、莫

大な権力を持っていた。さらに見ていきますと、若年寄の太

田資愛の妻が老中の牧野貞長の八男の娘、井伊直朗が田沼意

次の四女と婚姻しておりまして、若年寄も田沼の親類です。

御側御用取次も親類です。【図 18】

   田沼は、賄賂ももらえ、さらに他の人が考え付かないこと

もできた。それは権力があるからで、なぜかというと、自分

が老中と側用人を兼職しているだけではなく、自分の同僚の

老中・若年寄・御側御用取次という場所を全部自分の一派で

固めた。他の人に比べて、ここまで露骨にやる人間が他にい

たかというと、多分いません。ある意味、それが何でもやれ

る要因です。だからこそ、みんな賄賂も出しますし、それだ

けではなく、他の人がやれないことも思い付いてできた要因

です。これで権力が持てたわけです。

これだけ権力を持てた田沼ですが、そういう人もいつかは

【図１７】

【図１８】
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終わりが来て失脚します。最後に、そのような権力を持って

いる人がなぜ失脚するかという話をします。こちらは別に私

が考え出したわけではありません。神沢貞幹、またの名を神

沢杜口 ( とこう ) という人物は、江戸時代の歴史や随筆をい

ろいろまとめた著作を残しておりまして、その中の『翁草』

で興味深いことを記しております。【図 19】

江戸幕府ができてから、柳沢吉保と田沼意次の二人が突出し

て出世を遂げていることを説明し、なぜ出世したのかという

理由を考えています。

柳沢は 5 代将軍綱吉、田沼は 10 代将軍家治にどんどん

出世させてもらい、二人とも大きな力を持ちましたが、その

ように新しくできた新興の家を「新家 ( しんけ )」といいます。

一般的に新家には、昔から柳沢家なり田沼家を支えている恩

顧の家臣、あるいは江戸時代は軍事組織でありますから、行

政的なものも軍事組織をもとにつくっていますので「軍制」

といいますが、代々伝わっていく「軍制」もない。だから新

家で出世していく家は、領地や家臣を増やしていく際、自分

の「主人の名を売る山こかし」、これは詐欺師という意味で

すが、「あの家は近寄るとまずいぞ」と詐欺師たちに思わせ

るような家風、家のあり方をつくるべきだと言っています。

新しくできた家は昔からの伝統がない。支える人もいない。

だから、今後新しい家をつくっていくには、詐欺師などが逃

げ出すような良い家をつくりなさいと。そこに柳沢吉保は成

功して、田沼は失敗したということを書いています。

なぜ成功と失敗にわかれたのか。これは「将軍による大

名の改易・減封一覧」です。【図 20】見方としては、4 代将

軍「家綱」、5 代将軍「綱吉」、6 代と 7 代は少ないので「家宣・

家継」、8 代将軍「吉宗」と簡単にまとめてみました。年代は、

どれだけの期間将軍であったか、それぞれの在職中に、江戸

時代に大名と呼ばれている人をどのくらい処分したかをまと

めました。どれだけ将軍をやっているか、長いか短いかで処

分の量も違うだろうと思いますので、1 年平均で割っていく

と、5 代将軍の綱吉は突出して人を罰しています。結果、他

の人は大体 1 年間に一つの大名家が処分されるかどうかと

いう話ですが、綱吉は 1 年間に必ず誰かしらを罰しています。

大名の領地を削ったり、領地そのものを奪ったりしています。

そうなってくると、大名に解雇される家臣たちが大勢出てき

ます。柳沢吉保は 5 代将軍綱吉の時代に生きていましたから、

毎年どこかの大名が潰されて、そこの有力な家臣が無職にな

ります。その人たちを選り好んで、「私は元何々家の家老で

す」とか「何とか奉行です」という、とても優秀な人間をセ

レクトして採用していった。新家でありながら、他家でもの

すごく活躍した者ばかりで編成したから強い。しかし、田沼

は他の将軍と同じであまり家の取り潰しがなく、でも自分は

どんどん出世していくので家臣を増やさなければならない。

仕方なく、その辺にいる人をつかまえて「お前、何とかをやっ

て」としていったら崩壊した。結局、賄賂云々という話になっ

ていくのも、田沼本人は別として、部下に履歴のはっきりし

ない者を集めて仕事をさせていったのもありますので、自分

が落ち目になり、次の定信などが出てくる際にはそこを突か

れて、「お前のところの家臣は賄賂ばかり取っているだろう」

といろいろ挙げられて失脚させられていった。

まだまだ話し足りないのですが、これで終わりにします。

本日はご清聴ありがとうございました。

【図１９】 【図２０】
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１．「内憂外患」の時代

19 世紀に入る前後の日本の置かれた状況を、「内憂外患」

という言葉で表すことがあります。この言葉は、国内に憂い

があり、国外にも患いがある、という意味でとらえることが

できます。それではこの時代における憂いと患いとは、具体

的にどのようなものだったのでしょうか。まずは「外患」の

方から考えていきたいと思います【図 1】。

19 世紀になる少し前、1792 年にロシアからラクスマン

という使節がやってきます。ラクスマンは北海道、当時の蝦

夷地のネムロに、大黒屋光太夫など日本の漂流民を連れて

きます。この漂流民の送還というのは一つの建前で、でき

れば日本とのつながりをつくりたいというロシアの意図を

持ってやってきた使節でした。このラクスマンの来航前後か

ら、日本列島への外国船の接近が頻繁となり、特に 19 世紀、

1800 年代に入りますと、イギリスやアメリカの捕鯨船が日

本の近海にやってくるようになります。こうして日本の周囲

の海には外国船が当たり前のように航行している状況が生じ

るようになり、幕府が長い間堅持してきたいわゆる「鎖国」

という外交体制が、非常に危ういものになってくるのがこの

19 世紀です。

一方、「内憂」はどうかといいますと、これも 19 世紀に

入る少し前ですが、「天明の大飢饉」という近世で最大規模

の飢饉といわれる凶作・飢餓状況が起こっています。1830

年代には、ふたたび深刻な「天保の大飢饉」に見舞われ、農

村が大打撃を受けていくことになります。江戸幕府という政

治体制の根幹は農業にありますが、その基盤となる農村がこ

こで大きなダメージを受けたことになります。それに加えて、

「外患」としてお話したように、外国船の接近という状況も

抱え、それらに対する備えをどうするか、という課題にも取

り組まなくてはなりませんでした。海岸防備のことを「海防」

といいますが、このことが幕府や諸藩の財政を圧迫し、さら

には支配の在りようにも再考を迫ることになります。こうし

て江戸幕府の仕組みのもう一つであるいわゆる「幕藩体制」、

幕府と諸藩がそれぞれ土地と人を支配する体制にも、ひびが

入っていくような状況が進展します。海防と財政、支配とい

うことに少し触れましたとおり、「内憂」と「外患」は別々

の問題ではなく、相互に連関し合いながら、非常に困難な問

題として日本に迫ってくるような状況が、19 世紀前後には

始まっていくことになります。

２．アヘン戦争の影響

日 本 が 内 憂 外 患 と い う 状 況 に 陥 っ て い た な か、 世

界ではどういうことが起きていたというのが次の話に

なります【図 2】。

その前に、近づいてくる外国船に関して幕府がどのような

対応をしたかといいますと、まずは 1825 年に「異国船打払

令」という指令を出します。これは別名「無二念打払令」と

いいまして、「無二念」は読み下しますと「二念無く」と読

むことができます。二念というのは「迷うことなく」「ため

らうことなく」ということです。外国船がやってきたら、た

めらうことなく打ち払いなさいというのが、その言葉の示す

意味になります。この打払令が出ている状況のなかで起こっ

たのが、1837 年のモリソン号事件です。これは日本の漂流

民を送還しようと近づいてきたアメリカの商船モリソン号に

対し、そこの海辺を守っていた人びとが異国船打払令に基づ

き砲撃を加えたという事件です。こうなってみると、打払令

はどういった理由で近づいてきた外国船かも分からないま

ま、とにかく打ち払うという結果をもたらすものであり、も

しかすると善意で近づいた船も追い払ってしまうかもしれ

ミュージアムセミナー　「大学でまなぶ日本の歴史　中世・近世編」

第 3 回　幕末から明治維新へ
実施日　2019 年 3 月 2 日 ( 土 )　於　帝京大学八王子キャンパスソラティオスクエア S011 教室

山下　須美礼

帝京大学文学部史学科准教授

【図 1】

【図２】
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ず、その結果怒りを買って軍事的な報復を受けるかもしれな

い、非常に危うい指令だということが、モリソン号事件を通

して幕府に理解されていくことになります。さらには、モリ

ソン号が容易に湾内に入ってきたことから、自分たちの海岸

防備がいかに貧弱であるかということを突き付けられた出来

事として、この事件は位置付けられていきます。

このように、異国船打払令のままでいいのか、海岸防備も

このままでいいのかということを考え始めた日本に入ってき

たのが、アヘン戦争という大きなニュースでした。アヘン戦

争自体は、現在の中国にあった清国とイギリスとの間の戦争

です。古代より日本は中国から最新の文明や技術、考え方を

伝えられ、リスペクトしてきたわけですが、その中国、すな

わち清国がイギリスに対して劣勢であるという情報が日本に

入ってくることになります。そうすると、あの清国でもイギ

リスには敵わないのかという危機感が日本のなかで広がって

いきます。モリソン号事件によって検討がうながされていた

海防の問題、そして外国船にどう対処するかという問題に、

急ぎ回答が求められることになります。

この状況のなか、長崎町人だった高島秋帆は、清国がイギ

リスに劣勢を強いられたのは、イギリスにくらべてその軍備

が旧式で劣っていたことに原因があると主張し、日本もこれ

を機会に西洋式の砲術を採用すべきだということを、幕府に

建言していきます。それを受けた幕府は、西洋砲術の採用を

決定し、後々それをいろいろな藩が取り入れるようになって

いきます。

このように、アヘン戦争に衝撃を受けている時期、長い間

将軍の座にあって将軍を辞めた後も大御所として力を持って

いた 11 代将軍家斉が死去します。その後、老中の水野忠邦

が幕政の実権を握るようになり、天保の改革といわれる幕府

の政治改革が進められていくことになります。この改革のな

かで、外国船への対応が天保の「薪水給与令」へと方針を転

換していきます。「薪水」とは薪と水、すなわち燃料と食料

を指し、それらを求めて日本に近づいた船に対しては必要と

するものを提供し、その後は平穏に立ち去ってもらう、とい

う方針へと変化したのです。

３．三方領知替

海防が問題になっているなかで、国内の問題と海外との問

題が非常に密接にかかわっている事例としてご紹介したいの

が、「三方領知替」という事件です【図 3】。

その舞台は川越藩です。現在の埼玉県の川越に藩庁があっ

た川越藩ですが、その藩主であった松平斉典という人物は、

11 代将軍家斉の息子を養子にしていました。なお、家斉に

はたくさんの子どもがいましたが、そのことが当時の幕府財

政を圧迫する要因の一つになったともいわれています。それ

ぞれを嫁がせたり養子に出したりするたびに豪勢な支度をす

る必要があり、それらにかかる費用は相当なものだったと考

えられます。さて、家斉の 25 男を養子にしていた川越藩松

平家は、領地がすべて一か所に集まっているのではなく、武

蔵国、上野国（群馬）、相模国（神奈川）のあたりに点在し

ていました。すべて合わせると約 15 万石で、決して小さな

藩ではありませんが、点在しているとそれだけ出費もかさみ、

治めにくいということで、藩財政は厳しい状況だったといわ

れています。川越藩は、将軍の実子を養子として迎え入れた

よしみで、この藩財政状況を打開する手立てを得たいと幕府

に要望します。川越藩は江戸に近く、好条件のような気がし

ますが、領地も点在しており実入りも少ない。そこで格好の

的とされたのが、現在の秋田県と山形県のあたりに位置した

出羽国です。そこの鶴岡藩（庄内藩）を川越藩松平家の新た

な領地とすることが企てられました。庄内平野は非常にいい

田圃が広がり、実り豊かな場所であると認識されていたから

です。しかし、単に川越藩松平家と鶴岡藩酒井家の領地を取

り替えるだけでは、あまりにもあからさまで角が立つという

ことから、もう一藩を絡ませようという目論見で登場するの

が越後長岡藩の牧野家です。松平家に豊かな領地を与えるた

め、他の二藩が巻き込まれ、三方で玉突き式に所替えをする

ことが画策されました。

結論を申しますと、鶴岡藩では農民たちによる反対運動が

広く展開します。さらに家斉がこの時期に死去することなど

も加わり、三方領知替は失敗に終わります。川越藩松平家お

よび幕府の思惑は外れることになるわけです。一度幕府が実

施しようと決断したことが、農民の運動などにより中止とな

ることは、幕府にとっては大きく体面を損なうような問題で

あったと考えることができます。

しかしこの結果、何も変化がなかったかというと、そうで

はありません。その後幕府は、別な施策を進めます。まず、

川越藩松平家に対しては、好条件の地への転封が叶わなかっ

たので、その代わりに 2 万石の加増がなされます。しかも

これまで領地が点在していて大変だったので、加える 2 万

石は相模国に集中して与えることになります。続いて鶴岡藩

ですが、庄内からはほど遠い現在の千葉県にある印旛沼の開

削工事が命じられます。この工事は、鶴岡藩が費用を負担し

て行うものでした。そのような工事を「御手伝普請（おてつ

だいふしん）」といいます。これによって鶴岡藩は出費がか

さんでいくことになります。最後に一方的に巻き込まれた形

の長岡藩は、領内に現在の新潟市にあたる新潟湊を持ってい

ましたが、ここを幕府の直轄領として手放すことになります。

これら三つの藩に対する対応は、すべて海防や外国船への対

応に結び付いていく施策になっていきます。一見贔屓されて

いるだけに見える川越藩にしても、2 万石が加増されて、単

にいい思いをしたわけではありません。新たに領地として与

【図３】
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えられた相模国は、幕府にとって最優先に海防を強化するべ

き江戸湾に面した場所です。ですから、その防備に川越藩の

力を注がせるための施策であったと見ることができます。ま

た長岡藩に対する新潟湊の上知は、日本海側における海防の

強化を画策する幕府が、その重要拠点として新潟湊を必要と

したことによるといわれています。

鶴岡藩に対する印旛沼開削工事は、万が一、江戸湾が外国

船に封鎖されてしまった場合、消費するだけの都市である江

戸には、食料などの必要物資が何も入ってこなくなってしま

います。そうなると、江戸では人びとが暴動を起こすなど、

大変な混乱状態となることが予想されました。そのため、江

戸への物資の輸送ルートを、ほかにも整えておこうと考え、

計画されたのが印旛沼の開削工事になります。

現在の千葉県銚子市にあたる利根川河口から遡り、内水面

を通って江戸に物資を運ぶルートを確立するためには、印旛

沼の開削が不可欠だったわけです。それを費用負担で実施す

るよう命じたのが鶴岡藩に対する施策になります。

４．天保期の政治改革

このような三方領知替にも深くかかわった老中が水野忠

邦であり、家斉が亡くなると同時に実権を握って天保の改革

を推し進めていくことになります【図 4】。国内のさまざま

な政策を実施していきますが、それらの多くは外患にどう備

えるか、ということを念頭に置いた改革であったといわれて

います。外患とのかかわりでどのようなことを行おうとした

かを見ていきますと、まずは海岸沿いに領地を有している諸

大名たちに、海岸防備、軍備強化の命令を下していきます。

さらには江戸城がひかえる江戸湾の防備強化にも乗り出しま

す。そこでは先ほどの川越藩も非常に大きな役割を果たして

いくことになります。さらに、実現はしませんでしたが、当

時唯一交流のあったヨーロッパの国であるオランダに対し

て、蒸気機関車と蒸気船の輸入を打診したりもしています。

また高島秋帆が建言した西洋式砲術部隊の創設も、天保の政

治改革のなかで進められていきます。

人びとの暮らしに天保の改革がどう影響したかというこ

とは、文化とのかかわりのなかで見ることができます。11

代将軍である家斉の治世は、元号でいうと文化～文政期に相

当します。この文化・文政の「化」と「政」から、この時代

の文化を「化政文化」と表現することがあります。化政文化

の特徴はさまざま挙げられますが、まずは江戸という町の発

展が大きくかかわります。その江戸の町を舞台に、「江戸っ子」

といわれる町人が力を発揮するようになってくるのが、江戸

の後期です。彼らは町人として江戸から文化を発信する存在

として成長しており、それとともに江戸では盛り場や遊郭な

どが華やかに繁栄していくことになります。さらには識字率

が上昇していくことも江戸後期の特徴です。一般の人びとも

いわゆる「読み・書き・そろばん」ができるようになり、商

売上の計算をしたり、文字を使ってやり取りを行ったりする

ことが可能となっていきます。そのように文字を扱える人が

増えると、文化としてはさまざまな読み物が登場することに

もつながっていきます。本を読める人が増えるということは、

それらが娯楽として広く展開していくということでもありま

す。一方社会では、内憂外患がどんどん深刻化していき、一

般の人びとにもその深刻さがうかがえる状態になっていまし

た。そういうなかで力を蓄えた町人は、政治や社会に対して

批判したり諷刺したりすることも増えていきます。娯楽の読

み物などを通じても諷刺などが人びとのある意味での楽しみ

として広がっていきます。このようなものが水野忠邦の天保

の改革のなかで検閲を受けたり、娯楽の統制という形で取り

締まりを受けたりしていくことになります。

一方各藩はどうだったかというと、それぞれの藩が財政の

立て直しや藩権力の再構築などに力を入れていきます。これ

らの動きを藩政改革ともいいます。なかでも薩摩藩では、奄

美などでサトウキビを作らせ黒砂糖を専売にしたり、清国と

の密貿易をしたりなどして蓄財していきます。長州藩も、紙

や蠟を専売にしたりして藩の収入を増やそうとしていきま

す。これらの藩は、この後お話ししていく幕末・維新期の雄

藩、すなわち政治に対して積極的な発言や行動をしていく藩

となっていきますが、このような経済活動によって、その原

動力となる力を蓄えていくことになります。

５．アメリカとロシア

時代を下っていくと、外患としての外国船の接近はその圧

力をさらに強めていくことになります【図 5】。皆さんもお

そらくご存じのように、ペリーが来て条約が結ばれる時代が

やってきますが、その前段階として、なぜアメリカ合衆国は

日本にやってきたのかを見ていきたいと思います。まだ新し

い国であったアメリカでは、1848 年に米墨戦争がありまし

た。「墨」はメキシコを漢字で書いたときの一文字で、米墨

【図５】

【図４】
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戦争はアメリカ対メキシコの戦争を指しています。これに勝

利したアメリカは、メキシコの領土だった現在のアメリカ西

海岸南部に相当するカリフォルニアのあたりを、割譲地とし

て獲得することになります。サンフランシスコやロサンゼル

スのあるカリフォルニアは、この時代にアメリカの一部にな

るのです。しかも、アメリカのものになったばかりのカリフォ

ルニアでは、なんと金が発見されます。アメリカの開拓をし

ていた人びとは、当初は大西洋側の東海岸に入植し、少しず

つ内陸部、中央部へと開拓を進展させていましたが、カリフォ

ルニアという一番西の端で金が見つかったことにより、たく

さんの入植者たちが一斉に西海岸を目指すようになっていき

ます。金が見つかったのが 1849 年なので、金による一獲千

金を目指して西を目指す人びとのことを「Forty-niners」と

いったりします。このことが、まずはアメリカと日本のかか

わりにおける大きな背景の一つとなります。

もう一つは、北太平洋で盛んとなっていた捕鯨がありま

す。マッコウクジラという鯨油がたくさん取れるタイプのク

ジラが、ハワイから日本近海あたりを生息域としており、そ

れを追って太平洋にはアメリカやイギリスの捕鯨船がたくさ

ん集まっていました。捕鯨は船の倉庫を鯨油でいっぱいにす

るまで操業を続けるような形で行われていましたので、その

途中で水や食料が不足することもあり、海難事故に遭う危険

性にもさらされていました。そのような状況に対して、補給

や救難が保障されることを要求する声がアメリカのなかで高

まっていたことも、背景の一つになります。

さらに新興国であるアメリカは、国としてさらに力を蓄え

ていこうという情勢のなかで、清国という巨大な市場と結び

付いて、そこでの貿易で利益を上げることが企図されました。

アメリカと清国が貿易をする場合、行き来するルートは当然

太平洋ということになります。このように、カリフォルニア

見つかった金により西海岸の繁栄が加速し、太平洋にはたく

さんのクジラが生息し、さらには太平洋を横断する形での清

国との頻繁な行き来が画策される、といったさまざまな要素

が、アメリカ合衆国の目を太平洋へ、そして日本へと向かせ

ていくことになります。

もう一つ見逃すことのできない国があります。北のほうか

ら徐々に日本に近づきつつあったロシア帝国です。ロシア帝

国の中心地はヨーロッパ側の、日本から見ると西の外れで非

常に遠いところですが、ロシア帝国自体が拡大に拡大を重ね

て、18 世紀以降、すでにシベリア、すなわち日本の北方に

まで進出してきていました。ロシアは中国やヨーロッパ市場

に持ち込む毛皮が得られる動物を追って、その版図を東へ東

へと拡大してきました。アメリカがクジラを追って日本に近

づいてきた一方で、ロシアはテンやヒョウ、キツネなどを追っ

てシベリア、沿海州、サハリンまで迫り、その延長線上には

すでに蝦夷地、現在の北海道も射程に入ってきていました。

さらに、ロシアは非常に寒いところですから、自分たちの港

の多くは冬になると凍って使えなくなってしまいます。せっ

かく強力な海軍を備えても、それが冬には使えないことを非

常にもどかしく思っていたわけです。ですからロシアにおい

ては、凍らない港、すなわち不凍港への強い渇望が、東や南

への版図拡大の、大きな原動力になっていきます。

この当時、ロシアは黒海沿岸のクリミアで港をめぐってト

ルコと戦争をしていました。クリミア戦争といいますが、そ

れがロシア対イギリス・フランスという大規模な戦争へと拡

大していきます。なぜそんなに大きな戦争をしていたかとい

うと、クリミアのあたりをもしロシアが領有することができ

たら、ボスポラス海峡から地中海を経て外洋に出られる、ロ

シアとしては喉から手が出るほど欲しい不凍港を得ることに

なるからです。しかしながら、ロシアはクリミア戦争で敗れ、

ロシアがヨーロッパ側で新たな不凍港を得ることは難しくな

りました。そのため、ロシアは東に目を転じ、東側で凍らな

い港の獲得を画策するようになります。そのことが、この時

期にロシアが日本への接近に力を入れる大きな要因となって

いきます。

６．安政の五か国条約

このようなそれぞれの思惑のなかで、日本への開国要求が

強まっていきます。1853 年にはアメリカ合衆国東インド艦

隊司令長官だったペリーが、少し遅れてロシアの全権使節プ

チャーチンが来航し、それぞれ日本に開国を求めます。開国

や条約をめぐる交渉や過程には、たくさんの興味深いことが

ありますが、ここでは省略させていただきます。翌年「日米

和親条約」が結ばれ、下田と箱館が開港します。続いて「日

露和親条約」という同じような内容の条約が結ばれます。こ

の条約に基づき、早速アメリカは領事を派遣してきます。そ

れがタウンゼント・ハリスという人物です。ハリスは開港し

た現在の静岡県の下田に住むことになりますが、そこで次の

段階の関係構築を目指していきます【図 6】。まずハリスが

求めたことは、江戸への駐在です。下田はとてもいい港です

が、江戸へは遠路急峻な山道を越えなくてはならず、幕府の

返答を得るのも時間がかかりました。そのため、話し合いた

いときにすぐに幕府の役人と会えるよう、江戸へ駐在するこ

とを希望したのです。そして日米和親条約は、その内容を簡

単にいうと困ったときには助けましょうというものですが、

それにとどまらず自由な交易を認め、開港場も下田と箱館と

いう不便なところだけではなく、もっと便利な港の開港を約

束するような、新たな条約の締結を求めていきます。

そのハリスの任務遂行を後押しするかのように、クリミア

戦争がロシアの敗北で終了します。さらに、アロー戦争とい

う新たな戦争が東アジアで起こります。これは第二次アヘン

【図６】



107

帝京大学総合博物館 館報　第 3 号　2018 （平成 30）年度

戦争といわれることもありますが、イギリスやフランスが清

国をもっと有利に使えるようにという思惑で起こした戦争で

す。クリミア戦争が行われている時は、イギリスはトルコや

西洋の方を注視していなければなりませんでしたが、それが

終わり、東アジアで新たな戦争が始まったことを受けて、イ

ギリスやフランスの外交・軍事の焦点は、一気に東アジアに

集まってくることになります。その状況を利用して、ハリス

は日本に圧力をかけてきます。軍事力をすべて東アジアに向

けようとしているイギリスやフランスは、もしかしたらその

軍事力を盾に日本に対して自由貿易を求めてくるかもしれな

い、軍事力に屈してイギリスやフランスの要求を飲むくらい

だったら、平和的に会話で交渉しようとしている我がアメリ

カとまずは自由交易を約束するほうが、あなたがた幕府の体

面は守られるのではないか、という論法で、ハリスは幕府の

説得にかかったのです。

これに対して幕府は、世界の情勢を鑑みても、ハリスが要

求していることを受け入れる以外の選択肢は存在しないこと

を理解します。新たな自由貿易を組み込んだ条約に調印する

ことは、もはや避けられないと判断したわけです。しかしな

がら、これまでいわゆる「鎖国」をしいて、決まった国々と

しか交際や交易をしてこなかった長い歴史を踏まえると、こ

のような大転換を幕府だけの判断で、幕府が責任を負って決

断するのは避けたいという考えが出てきます。そこで幕府は、

これまでなかったことですが、ほかの大名たちに意見を聞

き、そして、願わくはこの条約を結ぶのは致し方ないことで

あるという同意を大名たちから得たいと考えます。それでも

心許ない幕府は、天皇にもこの条約を結ぶのは仕方がないと

いう許しを得ようとします。しかしながら、幕府が画策した

ようには事態は進展せず、時の天皇であった孝明天皇は自由

貿易を許容する条約への調印には断固反対という態度を示し

ます。孝明天皇はあくまでも自由貿易は不承認の立場だった

のです。しかし、ハリスはまさに明日にはイギリスが軍艦を

率いて来るかもしれないという情報をちらつかせながら、非

常に高圧的な交渉を幕府に対して行います。幕府の方も、最

終的にはこれを回避できる道はないということは理解してい

ます。そういうなかで大老井伊直弼は、孝明天皇の勅許が得

られないまま、「日米修好通商条約」という自由貿易を認め

る条約に調印することを決断します。アメリカに続いて、イ

ギリス、フランス、オランダ、ロシアとも同じような条約を

結んだので、全部を合わせて「安政の五か国条約」とも称し

ます。ここで日本は本格的に世界の経済の仕組みのなかに組

み込まれていくことになります。

７．将軍継嗣問題

しかしながら、条約交渉という大きな問題に直面していた

幕府ですが、もう一つ厄介な問題を抱えていました【図 7】。

それが将軍継嗣問題です。時の将軍は 13 代徳川家定でした

が、家定は体が丈夫ではなく、この時点で跡継ぎの子どもを

持っていませんでした。ですから、もし家定が亡くなってし

まった時に誰を次の将軍にするかということが、大きな政治

課題となっていました。この課題をめぐり、二つの派閥がで

きます。一つは、水戸藩主徳川斉昭の息子であった一橋慶喜

を推す一橋派といわれる一派、もう一つは紀州和歌山藩主で

あった徳川慶福を推す南紀派といわれる一派です。大老井伊

直弼は条約調印を決定するとともに、自分が所属していた南

紀派が推す徳川慶福を継嗣とすることを公表します。そうな

ると、当然一橋派は不満を持ちます。一橋派は条約調印にも

反対の立場を示していましたが、それを押して調印を実行し

た井伊直弼が、将軍継嗣問題でも自説を通したことに対し、

一橋派の大名たちは非常に大きく反発します。しかし、その

ように幕府が決定したことに反発の姿勢を示すこと自体が、

井伊直弼には秩序を乱すよくない行為と受け止められ、一橋

派を中心に厳しい処分が下されることになります。それが「安

政の大獄」といわれるもので、例えば吉田松陰や橋本佐内な

どがここで命を落とします。しかしまた、ここで大事な仲間

を処分された人びとは、新たな憤りを増幅させることになり

ます。なかでも水戸藩は非常にダメージが大きかったので、

水戸を脱藩した浪士たちが大老井伊直弼の暗殺を企てていき

ます。そしてそれが実行され、江戸城桜田門付近で井伊直弼

は暗殺されます。それが「桜田門外の変」といわれる事件に

なります。江戸幕府は武家政権ですから、そのトップにいる

大老がテロで、武力によって殺されるというのは、幕府の体

面を汚す大問題になります。

８．貿易の開始

このように条約問題や将軍継嗣問題によって、国内政治は

混乱を極めていましたが、外国との貿易を始めなければなら

ない状況は迫っていました。1859 年、横浜と長崎と箱館で、

まずは貿易が開始されます。先ほどの「安政の五か国条約」

では、江戸と大坂の市場および兵庫と新潟の港も開く約束を

していましたが、とりあえずこちらは延期されます。兵庫は

京都に一番近い港ですから、孝明天皇をはじめとする朝廷側

の反発が強く、なかなか開港する状況にはなりませんでした。

一方新潟は河口にある港で、大型船に適していないという技

術的な問題もあり、延期されます。

この時期の主な輸出品としては、生糸、蚕卵紙、そしてお

茶が扱われました。最大の輸出先はイギリスで、イギリス相

手の生糸貿易が横浜を中心にどんどん展開していきます。横

浜に生糸が集められるルートの形成においては、この周辺地

域もとても重要な役割を果たしました。八王子、そして当時

原町田と呼ばれていた現町田市などが、生糸の中継商業地と

【図７】
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して賑わっていくことになります。八王子はそもそも甲州道

中の宿場町ですから、もともとこのあたりの中心地でしたが、

さらに横浜への中継地という新しい機能が加わります。関東

甲信に広がる養蚕地帯、生糸生産地から八王子や原町田に集

まった生糸が横浜に運ばれていくルートは、現在の JR 横浜

線、八高線、国道 16 号線などに相当し、横浜につながる「絹

の道」として重要な役割を果たしていきます。

開港場には「外国人居留地」という、外国人の居住が許

可された場所が指定されます。特に横浜には多くの外国人が

集まり、そこから西洋の文化が発信されました。居留地に住

む外国人が自由に歩いてよい範囲、「外国人遊歩規程」も定

められます。私たちが今いる日野や八王子は、横浜の外国人

居留地に住む外国人が自由に歩き回ってもいいという範囲の

なかに含まれていました。しかしながら、この範囲をすべて

壁で仕切るわけにはいきませんから、その境界を越えてしま

う外国人も少なくなかったようで、日本人と外国人の間に起

こったいざこざは幕末の記録のなかに散見されます。横浜か

らの場合、東の境界は六郷川（多摩川下流）になりますが、

それは将軍がいる江戸には近付けさせないという意図で区切

られたといわれています。西は酒匂川という、西に越えると

小田原という場所で線が引かれました。しかしながら滞在外

国人からは、この範囲外の、例えば箱根や富士山などに行き

たいという要望が非常に多かったといわれています。それら

の要望が全く不許可であったかというとそうではなく、例え

ば療養や調査研究のためという届けを提出すると比較的許可

されたといわれています。条約が結ばれて変わっていくのは

横浜や箱館、長崎といった開港場だけではなく、八王子やそ

の周辺地域も、幕末に結ばれた条約によって、外国人とのか

かわりがどんどん広がっていたことが分かるかと思います。

９．箱館の開港

目を転じて、私の研究対象である東北地方についても見て

みたいと思います。蝦夷地にある箱館も、開港場の一つとし

て外国に開かれていきますが、津軽海峡を挟んだ対岸には青

森という湊が位置していました【図 8】。青森は弘前藩が支

配する湊の一つでしたが、その青森の商人にとっても、箱館

が開港したことは非常に大きな出来事として受け止められま

す。幕府が箱館に設置した奉行所は、青森湊の商人が箱館で

の外国貿易に加わることを許可します。彼らが支配を受ける

弘前藩もそれを許容し、きちんと届け出さえ提出すれば、開

港場へ移住したり出稼ぎに行ったりすることは構わないとい

う姿勢を示します。横浜では生糸が主に輸出されていました

が、箱館では「俵物（たわらもの）」といわれる煎海鼠（い

りこ）、干しアワビ、フカヒレ、さらには昆布、スルメといっ

た海産物が扱われ、主にイギリス船で清国市場に持ち込まれ

ていたといわれています。このような海産物は青森の沿岸で

も獲れるわけですが、獲れば獲るほど自分たちの現金収入に

なるため、沿岸の人びとは稼ぎを期待して漁獲に励んだとい

われています。しかし昆布にかんしては、蝦夷地の松前やそ

の近辺、本州の下北半島周辺（盛岡藩領）産のものが良質と

され、盛んに取引をされていました。青森の商人たちは、な

んとかそこに弘前藩領の昆布を持ち込んで、自分たちも昆布

の取引に参入したいともくろみ、松前産や下北産が品薄なと

きに弘前藩領産の昆布を売り込もうと画策したりします。

さらには、箱館で外国貿易が行われると、日本人の商人が

外国の商品を手に入れ、それを今度は船で青森の湊に持って

きて、青森の湊で荷揚げする場合も出てきます。江戸時代に

は荷物を出し入れするときには、そこの湊を支配する藩など

に税を払う必要がありました。現在、外国からタバコやお酒

などを持ち込んだ時と同様に、品物によって税が決まってい

ました。しかし外国の産品を持ってこられてもその取り決め

があるはずもなく、青森湊では弘前藩に伺いを立てます。こ

のたびこのような品物が持ち込まれたけれども、それに対し

てはどれだけの税を受け取ればいいか、という質問です。聞

かれた弘前藩も困ります。これまで見たことも使ったことも

ない品物にどれほどの税をかけるべきかということは、頭を

悩ます問題でした。そこで、日本の在来の品物で、一番近い

物と同じだけ税を徴収しようという方針が示されます。例え

ば「フランス笠」という品物の記録があります。どういうも

のか、残念ながら具体的には分かりませんが、おそらく帽子

のようなものだったと思われます。それが荷揚げされたとき

には、これまで「菅笠」に掛けていた税と同じだけの金額を

徴収するようにとの方針が示されました。このように、開港

をめぐる興味深い動向は、その周辺地域でも確認することが

できるのです（『青森県史 通史編 2 近世』2018）。

１０．公武合体と尊王攘夷

開国の話から政治の話に戻ります。幕府は、結果としては

朝廷の理解は得られなかったにもかかわらず、自らの決断に

より開国します。朝廷は相変わらず開国に反対の立場をとっ

ていますから、朝廷の周辺には開国に批判的な勢力がたくさ

ん集まってくることになります。幕府の権力は弱まる一方で、

さまざまな立場の人びとが今後について考えをめぐらせるな

かで成立してくる考え方を、段階的に 3 つ挙げることがで

きます【図 9】。1 つは公武合体、「公」は朝廷、「武」は幕

府です。朝廷と幕府の力を融合させて力を保持しようという

考え方です。2 つ目は尊皇攘夷といい、天皇を中心に掲げて

外国勢を追い払おうという考え方です。3 つ目は、もっと突

き詰めて、幕府を倒してしまおうという考え方です。これら

3 つの考え方をめぐっていろいろな政治勢力がうごめく時代

に突入していきます。

【図８】
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1861 年、長州藩は公武合体策を掲げて朝廷に働きかけま

すが、失敗に終わります。公武合体を進めようとしたにもか

かわらず、それがうまく軌道に乗らなかったために内部分裂

し、その結果、長州藩のなかでは尊王攘夷派がどんどん過激

化していきます。もう一つの幕末の主役である薩摩藩は、藩

主の父親という立場にあった島津久光が、公武合体、すなわ

ち幕府と朝廷の力を結び付けて難局を乗り切ろうという考え

方をもって、京都にやってきます。しかしながら、薩摩藩、

島津久光はあくまでも公武合体という考え方で上京したにも

かかわらず、その行動に対して、京都にいる尊王攘夷派の志

士たちが一方的に自分たちにとって望ましい展開となるので

はないかと期待を高めていきます。そしてその上京に合わせ

て志士たちは挙兵を計画しますが、尊王攘夷の立場ではな

かった久光は、寺田屋で彼らを弾圧することになります。久

光はそのまま公武合体の考えを朝廷に伝えると、朝廷から幕

府の人事に関する天皇の命令を受け取り、自分達の兵力で守

りながらそれを江戸に届けるという役割を担うことになりま

す。この人事は、徳川慶喜を将軍後見職、越前福井藩の松平

慶永（春嶽）を政事総裁職にするというものでしたが、それ

がかなって久光は意気揚々と江戸から京都を経由して帰国す

ることになります。この道中の途中に起こったのが「生麦事

件」です。簡単にいいますと、久光たちの隊列を横切ってし

まったイギリス人を、薩摩藩士たちが斬り付けたという事件

です。久光はあくまでも公武合体を推し進めるために江戸に

行った帰りであったにもかかわらず、生麦事件が起こったこ

とによって、薩摩は攘夷をしてくれたということで、世間か

ら脚光を浴びることになります。こうやって久光の思惑とは

全く裏腹に、世間では薩摩藩を尊王攘夷派として賞賛し、尊

王攘夷の風潮が一層高まっていきます。

尊王攘夷派が過激化していた長州藩では、関門海峡で

単独攘夷を決行し、欧米の艦隊に対して攻撃を加えます

【図 10】。しかし、そのような突出した行動を起こす長州藩

に対し、欧米艦隊による報復が行われます。孝明天皇は確か

に開国には反対でしたが、攘夷のために戦争することまで望

んでいたかというとそうとは言えず、どんどん暴走していく

長州藩をはじめとする過激な攘夷派に対して不安な気持ちが

あったことから、これらの武士や公卿を京都から一掃する命

令を下します。これにより、会津藩、薩摩藩という公武合体

派が、長州藩など急進的な尊王攘夷派を京都から追い出すこ

とになりますが、これを「八月十八日の政変」といいます。

その後の京都には、一橋慶喜、会津藩主の松平容保、桑名

藩主の松平定敬が中心となり、一つの政治主体ができ上がり

ます。これを「一・会・桑政権」ともいいます。孝明天皇と

も良好な関係を築いて、ある程度の政治がここで行われてい

きます。しかし、京都から追い出された長州藩の尊攘派志士

たちは再起を図り、地下に潜って京都に戻ってきます。それ

を察知した会津藩の松平容保の配下にあった新選組はその掃

討に従事し、「池田屋事件」はこのような状況下で起こります。

大事な同志を多く失った長州藩の強硬派は我慢ならず、大軍

をもって上京し、挙兵します。それは京都市内での「禁門の

変」と呼ばれる市街戦へと発展します。このことは、結果と

して朝廷に刃向ったと見なされ、長州藩は「朝敵」とされる

ことになります。

長州藩は外国から砲撃を加えられ、朝敵のレッテルも貼ら

れて、もはや進退窮まった状況のなか、幕府を倒して新政府

を樹立する方向へと突き進んでいくことになります。朝廷に

刃向った長州藩に対して、朝廷と幕府、それにくみする諸藩

が連合して、二度の「長州征討」が行われます。しかし、こ

の長州征討のなかで、幕府側は戦闘軍の編成すら苦労するほ

ど旧式の軍隊で、それを指揮する人材もいないという状況が

露呈します。そのなかで薩摩藩の一人として征討に加わって

いた西郷隆盛は、もはや幕府に将来はないという確信を強め

ていくことになります。皮肉にも朝敵となった長州藩を追討

する長州征討のなかで、朝廷も幕府も諸藩の人びとも幕府の

崩壊が近いことを認識する状況ができ上がっていきました。

それぞれが政治的思惑を持ち、状況によっていろいろな考え

が目まぐるしく交差する複雑な経緯がありますが、極々単純

にお話しすると、このような流れになるかと思います。

１１．戊辰戦争

このようななかで、幕府も状況を打開するような一手を打

ち出す必要に迫られます。15 代将軍徳川慶喜は大政奉還を

行い、朝廷から与えられているという建前の政権を一旦朝廷

に返すことにより、現状の転換を図ろうとします【図 11】。

慶喜としては、大政奉還はしてもそのまま首相的な立場を保

持し、自身が実権を握り続ける目論見がありました。しかし

ながら、そこで岩倉具視や西郷隆盛、大久保利通が王政復古

のクーデターを起こします。慶喜の思惑ははずれ、ここに新

政府の樹立が宣言されます。

【図９】

【図１０】
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しかし慶喜の周辺、そして会津藩や桑名藩の関係者は、こ

のまま黙っているわけにはいかないと騒ぎ立てます。そして

鳥羽・伏見において、旧幕府側、そして新政府側の戦闘が開

始されます。これがこの後 1 年半続く戊辰戦争の開始です。

翌日には、朝廷が旧幕府軍側を追討せよという命を出します。

朝廷が「追討せよ」ということは慶喜たちが今度は朝敵になっ

たことを示します。省略して申し訳ありませんが、4 月には

江戸城が無血開城します。これには駐日イギリス公使だった

パークスの強い圧力があったといわれています。パークスは

イギリスが日本との貿易で得ている利益を保持したいという

立場でした。万が一、江戸の周辺、関東近辺が戦場になって

しまうと貿易が滞る可能性があり、それを回避したいという

思惑がありました。ですから、江戸での戦闘が起こらないよ

う圧力をかけたのです。戦闘は東北、北越に移り、現在の新

潟県長岡や福島県会津若松での激戦が行われます。しかし、

9 月には会津藩、鶴岡藩も降伏します。

このような状況を諸外国はずっと静観し、中立の立場を

取っていました。しかし戦局が進展し、この内戦は新政府側

が有利であるということが分かった段階で、諸外国は中立を

撤廃していきます。このとき、幕末に幕府がアメリカに注文

していた軍艦がありました。ストーンウォール号もしくは甲

鉄艦という、最新鋭の船です。アメリカはこれを発注者であ

る旧幕府側には納品せず、また新政府側にも納品しないまま

留め置いていましたが、中立を撤廃したことにより、新政府

にストーンウォール号を納めます。それまで、海軍力にのみ

注目すると、榎本武揚が幕府の艦船を率いて蝦夷地へ行って

いますので、旧幕府側が有利と見られていましたが、ストー

ンウォール号が新政府へ納品されることで新政府側の海軍力

が高まり、その力関係に変化が生じました。そして 1869 年、

明治 2 年 5 月に箱館で榎本武揚たち旧幕府軍が降伏し、こ

の内戦は終結することになります。

会津藩がどうして最後まで戦ったのかということですが、

松平容保は、先ほどの「一・会・桑政権」のなかで孝明天皇

とはとても良好な関係を築いていて、自分こそが天皇を守る

真の勤王の士であるとの思いがあったといわれています。孝

明天皇から直接、歌や衣服を頂戴するという栄誉もありまし

た。そのような自分がどうして朝敵という汚名を着せられな

くてはならないのかということが、最後まで戦いを選んだ理

由の一つともいわれます。

１２．明治のはじまり

　このような形で戊辰戦争も終結して、天皇を中心とした国

づくりが始まっていきます【図 12】。江戸時代において天皇

は、基本的に政治には関与しない立場として存在していまし

たが、さまざまな藩の出身者たちが集う新政府のなかで、藩

の思惑を超えて中心を担える存在は、天皇をおいてほかにい

ませんでした。ですから、明治政府は天皇をめぐるいろいろ

な政策を進めていきます。例えば天皇誕生日が天長節と称さ

れ、国家の祝日として祝われるようになります。1868 年 9

月には元号を慶応から明治に変更して、新しい時代がやって

きたことを人びとに実感させようとします。さらには、それ

まで天皇は女官たちに大切にかしずかれて暮らしをしてきま

した。しかし、そのような日常から引き離して、力強い絶対

的な君主としての像を形作らなくてはならないことから、京

都を離れるための遷都が重要だと考えられていきます。そこ

で実施されたのが東京行幸です。岩倉具視や木戸孝允たちが

天皇の周辺を供奉して、約 3,300 名の行列で京都から東京

にやってきます。それまで天皇という存在をよく知らなかっ

た人びとに、その存在を知らしめながら、東京へと向かって

きます。一行は 10 月に東京に到着します。江戸城は東京城

と改められて、後々、皇居となります。そして、天皇を中心

にすえた、新たな政治のあり方が整えられていくのです。

最後に私の研究について、一、二分お話ししたいと思いま

す。仙台藩と盛岡藩、現在の宮城県や岩手県のあたりは、戊

辰戦争では敗北してしまいます【図 13】。旧幕府側、最後ま

で抵抗する側に付くわけですが、その敗北した藩の家臣たち

は、どのように明治という時代をとらえたのかということが、

私の興味の一つになります。薩長の人びとがつくり上げた新

政府のなかでは、彼らは立身出世する機会は望めません。新

しい時代に対応していく過程でもさまざまな閉塞感を味わう

なかで、彼らの行動や考え方が、地域社会にどのような影響

を与えたのか、ということにも関心を持っています。

そのような状況のなか、外国の知識や外国人とのかかわり

を持つことが、なにかしらの武器になるのではないかと考え

た人びとがいました【図 14】。そして、外国との結び付きを

どこで得たらいいのだろうかと考えた時に、北東北の士族に

とって一番近い外国への窓口は開港場である箱館でした。戊【図１１】

【図１２】
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【図１３】

辰戦争の際、箱館にはいろいろな藩の人びとが駐留していま

したが、そのなかに仙台藩士もいました。彼らのうちの何人

かが箱館のロシア領事館の司祭だったニコライという人物に

出会います。今、東京のお茶の水にニコライ堂という建物が

ありますが、その名前の由来となっている人物です。このニ

コライにキリスト教について教わり、これこそが新しい時代

に立ち向かう上で大切な考えだと心をとらえられます。

ロシアのキリスト教は、ハリストス ( 東方 ) 正教といわれ

るキリスト教ですが、多くの旧仙台藩士が受容します。そし

て、箱館、仙台、東京という人の行き来のなかでどんどん信

徒を獲得していき、明治 11 年には北東北を中心に 4,000 人

を超える信徒を抱えるまでにいたります。このようにキリス

ト教に集う士族を中心として、北東北の地では、例えば西洋

由来のの新しい考え方や技術を人びとに伝える啓蒙活動や、

政治の在り方についてさまざまな主張や活動を行う自由民権

運動が展開したりするようになります。

彼らはキリスト教の受容を通して新しい知識や情報を獲得

し、新たな人のネットワークを築いていきますが、そのこと

が地域社会にどのように影響し、あるいは還元されたのか、

ということも、幕末から明治という時代の転換期の一側面を

明らかにする上で、興味深い点ではないかと思っております。

私の話はこれで終了したいと思います。ご清聴ありがとう

ございました。

※『大学でまなぶ日本の歴史』（吉村弘文館、2016）等に基づく。

【図１４】
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